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本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。













　目次







切れる女に手を出すな

ごつい男のゆううつ

心こころ迷まよわす蜂はちの音おと

殷いん雷らいの最さい期ご!!

切れる女とおとぎばなし

　あとがき

















切れる女に手を出すな







　　　　一




「ねえ、ふくろうの作り方、知ってる？」

　そう言って、娘はススキ野原から一本のススキを引き抜いた。

　夕ゆう闇やみ迫せまる、ススキ野原の一本道には、道服を着た娘と、棍こんを持つ長ちよう髪はつの青年の影かげしか見て取れなかった。

　袖そでの大きい道服を着た娘、和かず穂ほは、ススキの穂で自分の頰ほほをくすぐり感かん触しよくを楽しんだ。

「宿屋のオバさんに、教えてもらったんだけども、ススキを上う手まく細工したら……」

　だが、青年は歩みを止め、凍こおり付いたように、遠くを見つめるだけだった。

「どうしたの？　殷いん雷らい」

　和穂は、ススキの穂で、殷雷と呼んだ青年の鼻の頭をくすぐる。途と端たん、弾はじけるように青年は絶ぜつ叫きようした。

「奴やつが来る！　嫌いやだ！　勘かん弁べんしてくれ。あいつは厄やつ介かいすぎる！」

　尻尾しつぽを踏ふまれた猫でも、ここまでは慌あわてなかっただろう。

　殷雷は右手に持った、銀色に輝く棍を地面に落とし、両手で長い黒くろ髪かみを搔かきむしった。

　袖付きの外がい套とうに包つつまれた肩が、荒あらい息に合わせて大きく上下に揺れている。

「ちょっと、ちょっと、いきなりどうしたのよ殷雷！」

　だが、殷雷は自分の額ひたいに手を当て、ブツブツと独ひとり言ごとを繰くり返し、目は虚うつろだった。

　いつもの武人を思わせる、猛もう禽きん類るいのような眼光は消えてなくなっていた。

　これは、ちょっと普通ではないと、和穂は考えた。

　殷雷がここまで慌てふためく宝ぱお貝ぺいが、近寄っているのだろうか。

　そう考えると、和穂の少しばかり太い眉まゆ毛げの間にも皺しわが寄った。

　宝貝。仙人が造りし神しん秘ぴの道具を、宝貝と呼んだ。仙せん術じゆつの精せい華かを結集して造られた宝貝は、時として恐おそろしいまでの破は壊かい力りよくを持つ。

「ねえ、殷雷。そんなに凄すごい宝貝が近づいてるの！」

　荒い息を吐はき、殷雷はやっと口を開いた。

「べ、別に凄くはない。程度はたかが、知れている」

「え？　だったら、そんなに慌てなくても」

「これが慌てずにいられるか！　くそう。逃げるわけにはいかん、ならばとっとと捕つかまえて封じてくれるのみだ！」

「全然、訳わけが判わからないよ。第一、どうして殷雷に、宝貝が近寄っているのが判るの？」

「人間には聞こえんのだ、あの深しん霜そう刀とうの能のう天てん気きな歌声が！　ああ、こんな事を言ってる間にも奴は近寄って来る！」

　人間には聞こえないと殷雷は言い切った。その歌が聞こえるとは、すなわち彼は人ではなかった。

　彼の正体は殷雷刀、刀かたなの宝貝である。

　和穂にはまだ事情が飲み込めない。

「殷雷ってば、ちゃんと説明してよ」

　脂あぶら汁あせを拭ぬぐうかのように、髪をかきあげ、殷雷は説明を始めた。

「和穂よ、例のつづらを覚おぼえているな」

　忘れるはずがなかった。七百二十七個の欠けつ陥かん宝貝を封ふう印いんしていた、つづらだ。

　かつて仙人になりたての和穂は、誤あやまってこのつづらの封印を破やぶってしまい、地上に宝貝をばらまいてしまったのだ。

　その数は、七百二十六個。

　一個、計算が合わないが、封印が破れた時に逃とう走そうしなかった宝貝が一つだけあった。

　それが殷雷刀なのである。

　彼は他人の失しつ敗ぱいにつけこんで、逃走するのを良しとしなかったのだ。

　和穂は首を縦たてに振った。

「忘れるわけがないよ。私があのつづらを壊こわしたから、今もこうやって宝貝の回収を続けてるんじゃない」

　自分がばらまいてしまった宝貝だから、自分で回収する。言うのは簡かん単たんであったが、そう生なま易やさしい話ではなかった。

　地上にこれ以上の混こん乱らんを巻き起こさない為ために、和穂の仙術は全すべて封じられている。

　宝貝対仙術の戦いになれば、それこそ収しゆう拾しゆうがつかなくなる可か能のう性せいがあったからだ。

　仙術の使えない仙人、和穂は見ためのままの、十五歳の少女にすぎないのだ。

　しかし、全まつたく手て掛がかりなしでは、宝貝の回収は不可能である。

　その為に、和穂には二つの宝貝が与えられた。

　一つは、宝貝の在あり処かを探さぐり当てる、耳みみ飾かざりの宝貝、索さく具ぐ輪りん。ただし、精せい度どはそれほどでもない。げんに今も、殷雷の方が深霜刀の位置を、正確に把は握あくしている。

　もう一つは、回収した宝貝を収しゆう納のうする、ひょうたんの宝貝、断だん縁えん獄ごくだ。

　この二つの宝貝だけでは、あまりに心細いと考えた和穂の師し匠しようとその友人の仙人は、殷雷刀に和穂の護ご衛えいを頼たのみ込んだ。

　面めん倒どうそうな素そ振ぶりを見せつつも、殷雷は銀色の棍を報ほう酬しゆうとして、護衛を引き受け、和穗と共に地上に降おりたのだ。

　殷雷は地面に転ころがった棍を拾ひろい上げ、大事そうに土を払はらった。

「あの、封印の中ってのは、別に牢ろう獄ごくみたいになっていたわけじゃない。

　断縁獄の中身と一いつ緒しよで、そこには別の世界があると考えればいい。

　もっとも、たとえ自由に動ける世界があっても、それは所しよ詮せん、造られた世界。

　囚とらわれの身であるという、やるせなさは拭いきれるものじゃなかった」

「……そうなんだ」

「今は、囚われの身の苦しさなんかは、どうでもいい。問題は、奴、深霜刀だ。

　俺おれは封印の中で、奴に追い掛け回されていたのだ」

　和穂は首を傾かしげた。どういう意味だろう。

「どうして？　刀の宝貝同士で、いい好こう敵てき手しゆだったとか？」

　殷雷は頭ず痛つうを堪こらえるかのように、左手でこめかみを握にぎった。このままひとおもいに、頭を握り潰つぶせば、この苦しみから逃のがれられるのに、といった気き迫はくが漂ただよう。

「深霜刀。あの女は、妙みように惚ほれっぽい性格をした、刀の宝貝なんだ！」




　　　　二




　淵えん捷しようはススキ野原の一本道を、フラフラと歩いていた。

　年の頃ころなら四十過ぎ、瘦やせた頰に、不ぶ精しよう髭ひげが生はえていた。

　全体的にしまりのない顔つきが、ただの酒さけ吞のみを思わせたが、狼おおかみのような眼がん光こうが時とき折おり見て取れた。

　淵捷は自分の殺気じみた目が嫌いだった。

　酒に酔よったふりをすれば、自分の眼光を隠かくせると気づいたのは、二は十た歳ちの頃だっただろうか。

　そしてすぐに、酔ったふりではなく、実じつ際さいに酔っぱらっても構かまいやしないと気がつき、淵捷は酒に溺おぼれた。

　だが、彼の目が鈍にぶる事はなく、だらけた瞼まぶたが、狼の眼光を覆おおい隠しただけだった。

　淵捷の左腰には二本の刀かたなが差されていた。

　一本は、刀とう術じゆつの訓くん練れんに使う為ための模も擬ぎ刀だった。刃はを潰つぶしてあるが、見た目は普通の刀と変わりはしない。

　彼自身が刀の訓練をするのではない。

　淵捷の腕うでを見込んで、刀術の訓練を依い頼らいされた時に使うのだ。

　今も、金持ちに頼たのまれ、その息子むすこを仕込んできたところだ。

　誰だれに言うのか、淵捷は口を開いた。

「刀にゃ、刃がついてるんだから、体を鍛きたえて、相手より先に一いち撃げきを当てられるようになりゃ、技術なんて、要いらないんですがねえ」

　丁てい寧ねいな口く調ちようではあった。だが、ろれつの回らない酔っぱらいのような、独どく自じの巻まき舌じたが所々に混じっていた。

　意い地じ悪わるく、四十男は笑う。

「それ言っちゃ、飯めしの食い上げだから、大たい層そうな技法を、あのガキに教えましたよ。

　おっとっと、でたらめを教えちゃいませんぜ。

　あの技法は、『源げん天てん流槍そう術じゆつ、吞どん龍りゆう回かい帰き』を打ち返す為のやつで、ちゃんと武芸書にも載のってますぜ。

　もっとも、あのガキがこれからの生しよう涯がいで、源天流槍術と何度やりあうかは、知った事じゃないですがね。ま、よくて一回あるかないかってところですかい。

　武芸の流派は、星の数ほどあるからねえ」

　笑いながら、淵捷は模擬刀ではない、もう一つの刀の鞘さやをさすった。

　赤い鞘には、美しい鳳ほう凰おうが描えがかれている。

　鞘の微わずかな振動から、淵捷は刀も笑っているのを知った。

　風が吹いた。

　ススキ野原のススキが揺ゆれる。

「いい風だ。深霜よ。町につくまでおとなしくしててぇくださいよ。

　この歳としになっちまうと、女と連れ立って歩くのが、恥はずかしくてぇ仕方がない」




　　　　三




　和穂の皮ひ肉にくっぽい口調というのは、珍めずらしかった。

　深霜刀のしつこさを力説されるうち、なんとなく和穂は腹が立ったのだ。

　元仙人は感想を述のべた。

「で、結けつ局きよく殷雷は、自分はこれだけもてたんだぞって、自じ慢まんしたいの？」

　またしても、棍を地面に落とし、殷雷は和穂の胸ぐらをつかんだ。

「俺おれの話のどこをどう聞けば、そんな感想が出てきやがるんだ！

　あの女、甘あまやかせばつけあがるし、怒ど鳴なれば泣くし、逃げれば追っ掛けてくるし、俺の髪を三みつ編あみにしようとするし……」

　和穂は、やれやれといった感じに手を振った。

「ふぅぅぅぅぅぅん。色男はつらいってところかしらね？」

　殷雷は怒鳴る。

「て、てめえ！

　馬鹿正しよう直じきと素す直なおさなんていう、飯の役にもたたん取とり柄えしかないくせに、皮肉をかましやがったな、術も使えん能のう無なし仙人が！」

「う。それとこれとは関かん係けいないでしょ」

「黙だまれ、この能無し能無し能無し……

　おや、もしかして和穂お嬢じようさん、俺にやきもちでも妬やいてるのかい」

「違ちがうってば。私には、深霜刀の一いち途ずさが判わかるような気がするの。

　そんな深霜刀の気持ちも知らずに、殷雷ってば、うるさがるだけで」

　殷雷は絶ぜつ句くした。和穂も女なのだ。俺の感情よりも、深霜の感情の方が理解しやすいのだろうか。

　だが待て、論ろん点てんがずれているぞと、殷雷は考え直す。あの女の何が一途なのだ。

　呼吸を整ととのえ、しばし殷雷は考えを巡めぐらした。そして、一つのいい例たとえ話に、辿たどり着ついた。

「和穂、こう考えろ。子こ猫ねこをガキに与えたとしよう。ガキは子猫を可愛かわいがっているつもりでも、子猫にとっちゃ災さい難なんでしかない。

　子猫は適当に飯が食えて、寝られれば幸しあわせなんだが、ガキは子猫の世せ話わと称しようして、首に縄なわつけて引っ張り回したり、湯で体洗ったりしちまうんだよ。

　俺が嫌がる一途さなど、意味があるまい」
















　うむ、我ながらよい説明だと、殷雷は考えた。

　元仙人は冷ひややかに言った。

「殷雷のどこが、子猫なのよ」

　殷雷の頭ず脳のうは白旗を上げた。和穂が女である以上、俺の説明は通用しない。

「判った、判った。事情はどうあれ、いつものように、あいつを封印せねばならんのは判ってるな？」

　和穂はうなずいた。

「うん」

「くそう。断だん縁えん獄ごくに、相手を無む理り矢や理りにでも吸引する機能があればいいんだが。

　ま、仕方あるまい。ともかく、深霜刀の所持者が抵てい抗こうするならば、力ずくでもあいつを取り返して、速すみやかに断縁獄の中に入れっちまうそ。いいな」

「判った」

　宝ぱお貝ぺいは、道具の業ごうを背せ負おっている。

　地上にばらまかれた宝貝は、そのまま地面に落ちているのではない。

　道具の業、つまり誰かに使われたいという欲求を持っているのだ。

　宝貝は、今まで一度の例外もなく、人の前に現れていた。

　殷雷は、ふと考えた。深霜刀はどんな奴の手に渡ったのだろう？　あんな口うるさい宝貝を、喜んで使う奴などいるのだろうか？

　これから起こる戦いに、殷雷は気を滅め入いらせた。

　頼むから、泣くのだけは勘かん弁べんして欲しかった。

「せめて、刀の形でいてくれよ」

　人間の姿で泣きわめかれ、一方的な痴ち話わ喧げん嘩かになるのだけは、避さけなければならない。

　殷雷は緊きん張ちように生なま唾つばを飲み込んだ。




　　　　四




「俺は、こっちに避よけるから、あんたらはそっちに避けてぇくださいな」

　夕ゆう闇やみ迫せまる、ススキ野原の中の一本道を、淵捷は歩いていた。すると正面から若い男と女の二人連れが現れたのだ。

　淵捷は道の端はしに避けようとしたが、相手の二人連れは動こうとしない。

「こういう時は譲ゆずり合いが基き本ほんでしょうに。やれやれ、ま、若いうちはくだらん見み栄えも張りたいからねえ」

　自分がまだ若かった頃に少しばかり、思いを馳はせて淵捷はススキの中に入っていった。

　だが、男の持つ銀色の棍こんが、胸の前に突き出され、行く手をはばんだ。

　仕方なく立ち止まり、淵捷は右手を袖そでの中にしまいこみ、二人の顔をじっくりと見た。

　伊だ達てに修しゆ羅ら場ばは抜けてない、人にん相そうを見るぐらいはわけがなかった。

　男の方は二は十た歳ち前、袖付きの黒い外がい套とうを身に着けている。

　男にしては長い髪かみを、後頭部で括くくっているようだ。中肉中背で、たいして鍛きたえているようには見えない。

　が、淵捷は男の眼光の鋭するどさに一いち目もく置いた。

　どんな、服装、風ふう貌ぼうをしていようが、淵捷はその猛もう禽きん類るいのような眼光だけで、男を武人と判断した。

　若いのに、棍使いか。

　やるねえ。

　淵捷は心の底で感心した。棍術を使うだけの棍使いならば、珍めずらしくもない。だが、恐おそらく槍そう術じゆつ、剣術、杖じよう術じゆつも混ぜ合わせていやがるなと、淵捷は判断した。棍を握る手が、あまりに柔やわらかかったからだ。

　相手の動きに反応し、即そく座ざに槍、剣、杖、棍術、どれにでも変化する為には、この柔らかい握にぎりが絶対に必要だった。

　刀の腕うでを上げたけりゃ、腕わん力りよくをつければよい。だが、鍛えるのにも限界がある。

　そこで初めて、技ぎ巧こうが生まれるのだ。

　この若い男は、それを承しよう知ちしている。

「ただもんじゃないね、兄ちゃんよ。ま、器き用よう貧びん乏ぼうってぇ言葉もありますがね」

　淵捷の言葉に反応し、男は苦笑いしながら声を上げた。

「うるせえ。名は殷雷だ。後ろのは和穂」

「……淵捷と申もうします」

　続いて、淵捷は後ろにいる娘に目をやる。

　殷雷とかいう、若造の陰かげにはいるが、隠かくれているのではない。殷雷が背はい後ごにかばっているのだ。

　十四、五歳ぐらいか。まだ、わずかに幼おさなさが残るが、太い眉まゆ毛げに、黒メノウのような綺き麗れいな目をしている。

　殷雷の刺すような目を見返すのは、造ぞう作さなかったが、淵捷は和穂の目を見続けるのに苦労した。

　和穂の目が、あまりに真まっ直すぐな目だったからだ。意い志しの強さ、一いち途ずさ、懸けん命めいさ、どれをとっても、淵捷が遠い昔にどこかに捨てたものが和穂の目には光っていたのだ。

　似たようなものならば、今の淵捷にもある。意志の強さは、意い地じとなり、一途さは、見み栄えという名のこだわりに、懸命さは、執しゆう念ねんへと変わってしまった。

　柔らかそうな髪は、後頭部の辺りで括られ、左の耳には小さな耳飾かざりがある。

　でも、なぜ道士みたいに袖のでかい道服を着ているのか、淵捷には判断しかねた。本当なら真っ白な道服なんだろうが、夕ゆう焼やけを浴あびて紅色に染そまっていた。

　淵捷は、和穂には紅色は似に合あわないと思った。

「棍を持った辻つじ斬ぎりたぁ、珍しいねえ」

「誰が辻斬りだ！」

　袖の中で、淵捷は銀貨をジャラジャラともてあそんだ。

「ならば、おいはぎですか。

　困こまったねえ、今、刀術指し南なんの仕事が終わったばかりで、金は持っちゃいるんだがね、こいつを持っていかれちやあ酒が吞のめねえ」

「……おいはぎでもない」

「殷雷さんとかいいましたな。用がないんなら、ここを通して欲しいんですけどねえ」

　棍を持つ殷雷の目が、細く、引き絞られていく。

「用はあるぞ」

　袖に引っ込めた右手を懐ふところから出し、淵捷は左の頰ほほをボリボリと搔かいた。

「何の御ご用ようですかいな」

　殷雷は言った。自分の言葉が戦いの合図になると、半なかば確かく信しんしていた。

「淵捷。刀を渡しな」

　手だれの男は、笑って答えた。笑えみの中、開かれた瞼まぶたには狼おおかみの眼光が宿やどり始めた。

「この刀を持っていかれると、刀術の稽けい古こがつけらんなくなっちまって、飯の食い上げですよ。

　それに、これは模も擬ぎ刀とうで、何の価か値ちもないでしょうに」

　わずかに気き勢せいを削そがれて、殷雷はイラついた。

「そっちじゃない！　深霜刀の方だ」

　淵捷は、赤い鞘さやをいとおしそうに撫なでた。

　鳳ほう凰おうの飾かざり彫ぼりの手て触ざわりが心地ここち好よい。

「これが欲しけりゃ、力ずくで来なさいよ」

　殷雷は鼻で笑った。

「もとより、そのつもりだ」

「でもよ、殷雷さん。その服はちょっと勘かん弁べんしてくださいな。

　知ってますぜ。その服は柔らかいくせに、着ている人間の体を守ってくれるんでしょ。

　なんせ、その服は『鞘』だからねえ。

　鞘を着ているなら、あんたはやっぱり刀なんですかい？」

　棍を突きつけたまま、殷雷は器用に外套を脱ぎ始めた。

　袖を抜く時に、一度、棍を持つ手を入れ換えたが、隙すきは全くなかった。

　外套の上からでは、予想もつかなかった鍛えられた筋きん肉にくが顔を出した。

　ボリボリと淵捷は、頰を搔き続けた。

　棍で胸を押さえられ、一いつ見けん不利だが、この状態の棍は死んでいるも同じだ。

　この体勢からいくら力を入れても、致ち命めい傷しようは与えられまい。一度、棍を引く必要があった。

　こっちはこっちで、頰を搔く右手を鞘に回して、力を引き抜かねばならない。

　淵捷は考えるのをやめた。ともかくやるしかない。




　次の一瞬に、幾いくつかの事が同時に起きた。




　殷雷の棍が、引かれるのに合わせ、淵捷の背中がギリギリとねじられ、体勢が低くなっていく。

　まるで、背中から体当たりを開始するかのようだ。

　背中がどれだけ引き絞られても、淵捷の顔は殷雷に向けられたままだった。

　棍がさらに引かれる。

　ついに鞘の先端が、殷雷に向くほど、淵捷の体はねじられた。

　四十男の弛ゆるんだ瞼まぶたが見開かれるのを合図に刀が抜かれ、棍がうねり、刀が走った。

　互たがいに相手の攻撃を受ける気は、さらさらなかった。手の中の武器を、相手より速く叩たたき込むだけだ。




　肉と鉄がぶつかる音がした。音は一つだけだった。すなわち、相打ちではない。

　和穂は息をのんだ。

　殷雷はゆっくりと、地面に倒れていった。

　淵捷は荒あらく息をついた。

「人を斬るのは、嫌いやなものだねえ。

　お嬢じようさん。俺を恨うらみに思うのは判るけどもね、互いに真しん剣けん勝しよう負ぶだったんです。

　出来れば、勘かん弁べんしてくださいな」

「殷雷！」

　和穂は慌あわてて、殷雷の側そばに駆かけ寄より、体を揺すぶった。口からは血の泡あわが出ている。

　傷口を見なければならない、たとえ手て遅おくれでも怪け我がの程度を確かめなければならない。

　宝ぱお貝ぺいの刃を正面から食らい、只ただで済すむとは和穂も思っていなかった。

　淵捷の口くち許もとが面おも白しろそうに歪ゆがみ、妙に芝しば居いがかった声が上がる。

「おっと、こいつぁいけません。うっかり間ま違ちがえてしまいましたよ」

　右手に持った刀を見つめ、四十男は言葉を続けた。

「深霜刀を抜いたつもりが、模擬刀を抜いてました」

　殷雷の腹はらから血は出ていなかった。だが、刃が無いとはいえ、鉄の塊かたまりで腹を打たれたのだ。

　殷雷は土を握りしめ、うめいた。

「ぐげ」

　淵捷の腰こしから、もう一つの刀が勝かつ手てに抜けた。まるで滑すべり落ちるかのように、赤い鞘から外はずれる。

　そして外れた途と端たん、軽い爆発音と共に、爆ばく煙えんの代わりに霧きりを撒まき散ちらす。

　霧が消えた後には一人の娘が立っていた。

　背せ丈たけは殷雷とほとんど同じ、栗くり毛げ色いろの長い髪を緩ゆるく一本に編あんでいた。

　少しばかりつり上がった目は、狐きつねを思わせたが、狡こう猾かつさまでは感じさせなかった。

　彼女の顔の中で一番目を引くのは、細い顎あごの上にある唇くちびるだった。決して太くはないが真しん紅くの唇をしている。

　娘は文もん句くを言った。

「ちょっとちょっと、淵捷、どおゆうつもりよ、大だい体たい、刀を間違えるなんて……」

　矢や継つぎ早ばやに、娘、深霜はまくしたてた。

　地面でうごめく殷雷は、必ひつ死しの思いで両耳を押さえた。

「か、勘弁してくれ……」

　深霜に問い詰められ、淵捷も困った顏をしたが、その顔の中にはわずかな笑えみが含ふくまれていた。

「いやあ、すまん深霜よ。酒が切れたんで、ちと惚ぼけてぇましたぜ」

　呆あきれた溜ため息いきをつき、深霜は淵捷の腰に差された赤い鞘を手にとる。そして、鞘をねじると、まるで絡からまった洗せん濯たく物ものが解ほどけるように一着の赤い上うわ着ぎとなった。

　殷雷と同じような、袖付きの外がい套とうだ。だが細部はかなり違っていて、特に背中の鳳ほう凰おうの刺し繡しゆうが美しかった。

　外套を羽は織おり、深霜はつかつかと殷雷と和穂の方へ歩み寄った。

「久ひさし振ぶりね、殷雷」

　殷雷は地面を這はって、逃にげようとした。だが、背中を深霜に踏ふまれ、身動きが取れなくなった。和穂は必死になって、深霜の足をどかそうとしたが、ビクともしない。

「どうしたのよ、殷雷。私と、よりを戻したくてここまで来たんじゃないの」

「ふ、ふざけるな。てめえの、かお、なんざみたくも、ねえ」

　深霜はやっと和穂の存そん在ざいに気がついたように、大おお袈げ裟さな声を上げた。

「あ、お前は和穂！　すると宝貝回収に手を貸してる宝貝ってのは、殷雷だったの！」

　グリグリと深霜は、殷雷の背中を踏んだ。見み兼かねた淵捷が声を上げた。

「深霜。怪我人をいたぶるのはよしなさい」

　殷雷の背中から足を動かし、甘く、素す直なおな声で答えが返った。

「はあい。でも、武器の宝貝なんて頑がん丈じように出来てるから、こんな打ち身ぐらい三日もすれば治なおるんだよ。

　ね、今のうちにとどめを刺しておきましょうよ。つきまとわれたら、うっとうしいじゃない」

　深霜が振り返ると、殷雷の前には和穂が両手を広げて立ちふさがっていた。

「なによお。どうせ術も使えないんでしょ。それで私と戦おうっての？」

　和穂の頰ほほに、深霜の手が伸びた。細く、白い指先は氷のように冷たかった。

　淵捷は、模擬刀を鞘に収おさめ、大きく欠伸あくびをする。

「弱いもんいじめは駄だ目めですぜ、深霜。

　殺せつ生しようは、あまり好きじゃないんでね。

　構かまいやしねえさ。つきまとわれる度たびに、倒してさしあげりゃ、いいんだからねえ。

　殷雷さんよ。悔くやしかったら、いつでも相手になりますよ。

　せいぜい鍛きたえて、腕を上げてくださいな。

　いくぜ、深霜」

　なついた子犬のように、深霜は淵捷の側に駆け寄り、二人はススキ野原の一本道を歩いていった。

　和穂の頰を一ひと筋すじの血が流れた。

　深霜に撫なでられた部分が薄く、切れていたのだ。
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　殷雷は、和穂に背を向け、地面に座すわっていた。

　丸まった殷雷の背中に、和穂はどう声をかけていいか判わからなかった。それでも、殷雷の外套をたたみながら、口を開く。

「あのね、殷雷。そりゃ、昔の彼女にああいう態度をとられたら、落ち込むと思うけど、元気をだしてよ」

　殷雷は猫ねこ背ぜを向けたまま、地面の棍こんを拾ひろい上げ、そのまま和穂に向かい棍を突いた。

「誰だれが、彼女だ！　これで判ったろ、あの女は一いち途ずでもなんでもねえ。

　惚ほれやすいのは、まあいい。

　冷さめた時の、あの掌てのひらを返したような態度、自じ己こ中心的な、おつむの中身が、むかつくんだ。

　俺おれが、深霜を嫌きらう理由は判ったな」

　鼻先に突きつけられた棍に、ドキリとしながらも和穂はうなずいた。

「よく判った」

　棍は鼻先から、和穂の手の中の外套に動いて、一気にはね上げた。

　宙ちゆうを舞まう外套に合わせ、殷雷は立ち上がり左手を上げる。

　狙ねらいすましたかのように、外套の袖は殷雷の左手に収まった。

　殷雷は、口の中の血の塊を吐き捨て、和穂に向き直った。

「問題は、深霜じゃねえ。あの淵捷とかいう奴だ」

　言われて初めて、和穂は気がついた。殷雷はうなずきながら、言葉を続けた。

「武器の宝貝が、使用者にとんでもない能力を与えるってのは、よくある話だ。

　だが、あの淵捷ってのは、宝貝の力を借りずに俺に勝ちやがった」

「淵捷ってオジさんは、殷雷より強いんだ」

　口に出してから、和穂は口を押さえた。

　身も蓋ふたもない言いい様ざまに、殷雷は再び背中を向けて地面に座った。

「ごめん、殷雷」

「謝あやまるな！　謝られると、余よ計けいにやるせないわい！」

　和穂は慌あわてて、取とり繕つくろうとした。

「ね、でも大だい丈じよう夫ぶよ。何か策さくを考えたら、上う手まくいくって」

「……武器の宝貝が、生なま身みの相手に策を使えというのか……」

　これはまずいと、和穂は考えた。いつもの殷雷なら怒ど鳴なり返すはずだが、言葉に勢いきおいが感じられなかった。

「ほらほら、落ち込むなんて殷雷らしくもないよ、今までも手て強ごわい宝貝と戦ってきたんだから！」

「……宝貝に後れをとるのはいいんだよ……宝貝対宝貝の戦いは、奥の手の要素があるから、何が起こっても不ふ思し議ぎじゃない。

　茶ちや碗わんの宝貝が、武具の宝貝に勝つ事だってある……

　淵捷と俺は、正面からぶつかって……俺が負けちまったんだ……」

　ずるずると、蟻あり地じ獄ごくに落ちるように、殷雷の言葉が暗くなっていく。

　生身の人間に負けたのは、刀の宝貝の誇ほこりをここまで傷つけたのだ。

　少しでも殷雷を元気づけようと、和穂は殷雷の肩に両手をかけ揺さぶった。

　普段の殷雷なら、

『うっとうしい！』

　とでも怒鳴っただろう。だが、今の殷雷は力なく和穂に揺さぶられるままだった。

「ね、殷雷。あのオジさんが殷雷より強いんだったら、特とつ訓くんでもして、殷雷がもっと強くなればいいんじゃない」

「……そう簡単に強くなれるか……一日や二日の鍛たん錬れんで……」

　殷雷は何なに気げなく、和穂の顔を見上げた。

　頰の下が薄く切れ、滲にじみ出た血が、微かすかなかさぶたになっている。

　言葉を遮さえぎり、殷雷は立ち上がった。

　そして、和穂のかさぶたに親指をあて、こそぎおとした。

「……深霜め、やってくれたじゃねえか。……特訓か、面おも白しろい。やれるとこまでやってみるか」
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　湯ゆ豆どう腐ふには、ちと早い。冷ひや奴やつこは冷たすぎるだろう。

　淵捷は思し案あんして、冷や奴と熱あつ燗かんを頼たのむ事にした。

　ざわめく酒場の中、淵捷と深霜は角かどの席に陣じん取どっていた。

　やさぐれた酒場の、澱よどんだ空気の中で、深霜の美しさは場違いであったが、淵捷にちょっかいを出すような馬鹿はいなかった。

　蠟ろう燭そくだけの薄暗い酒場の中で、深霜の白い肌はより浮き立っていた。

　深霜は腕を組み、ふくれていた。

　仕方がないので、差し出された熱燗を自分の手で湯飲みに注ついだ。

「ねえ、淵捷。どおして殷雷とやった時、模擬刀を抜いたのよお！

　間違えたなんて与よ太たは通じないからね」

　ジャリジャリと生しよう姜がを擦すり下おろしながら、四十男は答えた。

「さて、どうしてだろうねえ」

　深霜の顔に、珍めずらしく影がさした。

「もしかして……」

「あの、殷雷さんには殺気がなかったから、こっちも加か減げんをしたまでさ。

　殺気がない奴を殺すほど、あっしも臆おく病びようじゃないですからねえ」

　深霜は、ホッと息をつく。

「殺気がなかった？　本当に馬鹿な奴ね、昔とちっとも変わってない。

　知ってる？　あの殷雷は、刀のくせに情に脆もろいって欠けつ陥かんがあって、それで封じられてたのよお」

　擦った生姜を豆腐の上にのせ、醬しよう油ゆをじゃぶじゃぶとかけ、竹たけ箸ばしで四つに切り分け、一切れ口に入れる。

「美う味まい豆腐だねえ。時に、深霜よ、お前の欠陥ってのは、なんなんですかい？」

　一いつ瞬しゆん、言葉に詰つまりながらも刀の宝ぱお貝ぺいは答えた。

「……顔が美人過ぎるのよ」

　可愛かわいい噓うそだと、思わず淵捷は笑ってしまった。笑いを誤ご魔ま化かす為ために、慌あわてて酒を吞のむ。

「そいつぁ、いいや」

「何がおかしいのよ！　それより、次に殷雷とやる時には、絶対に私を使ってよ。

　刃を出したり出さなかったりは、淵捷の望むままに出来るんだから」

「深霜はおっかないからねえ。こっちが峰みね打うちにしたくても、勝かつ手てに刃を出しちゃうんじゃないのかい？」

　空からになった湯飲みに、深霜は酒を注ぐ。

「……あんたの言うことなら、ちゃんときくよ」

　ヘラヘラ笑いながら、淵捷は深霜の顔を見た。可愛い女だ。

　わがままで、やいやい口うるさいだけの女には違いない。

　でも、自分の目を恐おそれずに、始し終じゆうにぎやかにしてくれるのが淵捷は心地ここち好よかった。

　淵捷が本気でにらんでも、この女は気き後おくれしないだろう。それがただ、どうしようもなく嬉うれしかった。

　だが、深霜は女である前に、刀なのだ。

　淵捷は湯飲みに口を付け、小さな溜ため息いきをつき、考えた。

『困ったねえ。殷雷さんは強いからねえ』
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　五日後。再び、ススキ野原。

　朝日の下もと、殷雷は棍を振り回しながら、和穂に説明した。風にのり深霜の上じよう機き嫌げんの歌声が、聞こえてくる。だが、もう少しは時間があった。

「本当は、こういうやり方は好きじゃない。

　この五日の訓くん練れんで、俺は強くなったわけじゃないからな。

　正確には、打撃の威い力りよくを弱め、代かわりに、打つ速度を上げる為の、微び調ちよう整せいをしたにすぎん」

　和穂は首を縦たてに振った。

「それで、あのオジさんには勝てるの？」

　刀の宝貝は、首を横に振った。

「五ご分ぶだ」

「五分って！」

「勝つか負けるか、判わからんと言ったのだ。あいつを相手にして、これ以上の勝算を上げるのは、まず無理だ」

　殷雷は完全に言い切った。

　まるで、殷雷の言葉が聞こえたかのように、淵捷がのそりと姿を見せる。

「殷雷さん、朝っぱらから、えらく威勢がいいじゃないですか。

　これから稽けい古こをつけに行くんですが、その前に相手をしてさしあげましょう」

「望むところだ。和穂、下がっていろ」

　殷雷は、背はい後ごに跳とびすさり、間合いを開け棍を構えた。同時に淵捷も、深霜刀の柄つかに手を回していく。

　じりじりと、互たがいに間を詰めていった。

　殷雷は淵捷の手が、深霜刀にかかっているのを見て、目を細めた。

『深霜刀で来るか』

　間合いを詰める緊張感に耐たえきれず、殷雷が動いた。このまま、間合いを詰めれば、淵捷の気き迫はくに押し込まれると、判断したのだ。

　淵捷の狼おおかみの目がギラリと光り、深霜刀は抜き放たれた。

　深霜刀の太刀たち筋すじに、キラキラときらめく、氷の粒つぶが舞った。

　ぶん。

　と、音をたてて殷雷の棍も走り抜ける。




　またしても、肉と鉄のぶつかる一つの音。




　ドクドクと、殷雷の額ひたいを脂あぶら汗あせが滴したたり落ちていった。

　そして、淵捷は地面に倒れた。

「殷雷！」

　思わず和穂は駆かけ寄よっていく。

　殷雷の顔に勝利の喜びはなかった。

　淵捷が地面に倒れた今でも、和穂にはどちらが勝ったか、判わからなかった。

　足を止める和穂に向かい、殷雷は大きく息を吐はいた。

「勝ったぜ、和穂」

　口くち許もとの血を拭ぬぐいながら、ゆらりと淵捷は立ち上がり、殷雷に向かい深霜刀を投げた。

「強いですねえ、殷雷さん。この五日で見違えるように強くなりましたよ」

「黙だまれ！」

「……そういう事にしてくださいな。

　では、私は仕事があるので」

　腰に差された赤い鞘も、四十男は投げ捨てた。軽い冷気を放出し、深霜は人の形をとっていく。

　淵捷はちらりと、深霜の姿を見た。うつむき、すすり泣いている。

　言葉もかけずに淵捷は道を歩いていった。

　場の重苦しい空気に、和穂は押しつぶされそうになった。一体、何が起きたのだ？

　殷雷は、すすり泣く深霜に向かい、怒鳴った。

「やい馬鹿女！　てめえ、前より欠けつ陥かんが酷ひどくなってるじゃねえか」

　深霜は涙なみだをこすったが、次から次へと涙が流れていく。

「うるさいよお、黙だまりなさいよお」

「惚ほれた相手に使われると、舞い上がっちまって重心を狂くるわしてしまうんじゃ、模擬刀にも劣おとるだろうが」

「うるさい、うるさい」

　和穂が疑問を挟はさむ。

「でも、それだったら、前みたいに深霜刀を使わなければ、殷雷に負ける事は……」

「深霜は刀なんだ。

　刀として、淵捷の側そばにいたかったんだよ。

　自分の欠陥を否定してくれるような、使い手をこいつは探したんだ。重心が狂っていようがいまいが、敵を蹴け散ちらしてくれる強い使い手だ。

　淵捷は強かった。だが、重心の狂った刀で俺に勝つほどではなかったんだ。

　使い手の足を引っ張るようでは、刀はそいつの側に、いられはせん。

　淵捷め、そんな刀の気持ちまで判っていやがったのか。

　だから、素直に深霜を俺たちに返したんだよ」




　殷雷は泣き続ける深霜の肩に手をかけた。

「もう泣くな。全すべては終わったんだ」

　肩の力強い手に、深霜は細い手を絡からませ、殷雷の顔を見上げた。

　ぶつかりあう、視線と視線。

　その目の中に輝かがやく光を見て、殷雷の髪の毛が逆さか立だった。深霜は甘い声でささやく。

「……やっぱり、殷雷は優やさしいよ」

「ちょ、ちょっと待てい。

　今の今まで、淵捷になついていたじゃねえか！　和穂、何とかしろ！」

　和穂は、くるりと背中を向け、言った。

「またそうやって、自分がもてるのを自じ慢まんしてる」

「な、なんでそうなるんだよ」

「もお。和穂なんかほっときなさいよ！」

　いつものように騒さわぐ、深霜の明るい声を背中に聞き、四十男はニヤリと笑った。

「ま、達たつ者しやで暮くらしとくれ、深霜よ」




『深霜刀』

　刀の宝貝。女性の形態もとる。

　欠陥は惚れっぽい性格。惚れた相手に使われると、刀としての機能が極端に落ちる。
















ごつい男のゆううつ
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　見上げるばかりの長い竹たちが、天に向かい生はえていた。

　かなりの齢としを経へた竹林らしく、数多くの竹がそびえ初夏の日ひ射ざしを優やさしく遮さえぎっていた。

　竹林の中には一人の娘と二人の男がいた。

　若い男と娘は、もう一人の男の前に立ちふさがっていた。

　娘の歳としの頃ころは、十五、六。年頃の娘にしては珍めずらしく道どう服ふくを着ている。

　仙人や道士が着ていそうな、真っ白で袖そでの大きな道服だ。

　娘の柔やわらかい髪かみを結ぶ髪飾かざりと同じ色をした腰こし帯おびには、一つのひょうたんが結びつけられている。

　娘の名前は和かず穂ほ。

　和穂が口を開こうとした時、彼女の隣となりにいた青年が先に動いた。

　邪じや魔まをするなとばかりに、和穂のほっそりとした肩をつかみ、自分の背はい後ごにかばった。

　青年の片手には、銀色の棍こんがあった。

　低い声で青年は、目の前の男に言った。

「お前のように、凶きよう悪あくな面つら構がまえをした野や郎ろうに宝ぱお貝ぺいが渡っていたかと思うと、正しよう直じき言ってゾッとするぜ。

　宝貝を使って、どれだけ悪さをしてやがった？

　だが、悪あく行ぎよう三ざん昧まいもここまでだ。観かん念ねんしてもらおうか。

　ま、どうせ素す直なおに宝貝を返しゃしねえだろうから、力ずくで奪うばい返してやるぜ」

　宝貝という、聞き慣なれない言こと葉ばを青年は使った。目の前の男には、説せつ明めいせずとも意味は通ると確かく信しんしているようだ。

　青年の名は殷いん雷らい。

　殷雷は、手慣れた動作で銀色の棍をクルリと回し、構えに入った。

　竹林の中には風が吹いている。

　竹から生える短めの葉が風に揺ゆれ、清すが々すがしい香かおりを周囲に振りまいていた。

　殷雷の、男にしては長い黒髪は風に吹かれても微び動どうだにしなかった。

　彼の中肉中背の体を包み込むのは、髪の毛と同じツヤを持つ、袖付きの外がい套とうだ。

　棍を握にぎる骨ほね太ぶとの手は、まるで小鳥を捕つかまえるように、柔らかく脱力されている。

　全身に無む駄だな力が一いつ切さい入っていないのに、その眼がん光こうは鷹たかのように鋭く、相手を見つめている。

　殷雷の前に立つのは彼の言葉どおりに、なかなか凶きよう暴ぼうな面構えをした男だ。

　鋼はがねの骨組みに、ありったけの粘ねん土どを叩たたきつけてこねあげたような巨大な体たい軀くは、体重だけを比くらべても殷雷の数倍はあるだろう。

　だが、太っているのではない。

　身長もかなりある。殷雷の倍とはいかなくとも、和穂を肩かた車ぐるましてやっと同じ程度の高さになるぐらいだ。

　髪の毛一本ない頭に比べ、顎あごには髭ひげがボウボウと生えている。

　一言でいえば、岩のような男だ。

　この風ふう体ていでは、年齢すらよく判わからない。

「力ずく？　面おも白しろい」

　男は左手を竹に伸ばし、つかむ。

　威い嚇かくとばかりに一気に力を入れれば、節ふしの厚い竹がまるで卵の殻からのように割れ、ひしゃげた。

　黒く澄すんだ目を見開き、和穂は男の怪力に驚おどろく。

「わ、凄すごい！」

　和穂の声に、殷雷は鼻で笑った。

「下くだらん。それで脅おどしたつもりか」

　男はゴツゴツした顔の中で、一段と奥まった目を光らせ、唇くちびるの端はしをニヤリと歪ゆがませた。

　牙きばでも生えてれば、さぞや似合っただろうと、殷雷は考えたがさすがに男とて化け物ではない。

　凶暴な面構えに比べ、服装は結けつ構こうまともだった。たいして装飾のないところを見れば、何かの作さ業ぎよう衣ぎなのだろうか。

　半袖で、白い糸で織おられた、どちらかというと力仕事向きではない服装だ。

　もっともこれだけ大きければ、綿わたを詰めるだけで、普通の布ふ団とんが完成するだろう。

　右手には、把とつ手てのついた箱を持っている。薄く漆うるしが塗ぬられた箱で、引き出しが三つついていた。

　男は面白そうに、和穂と殷雷を見た。

「怪け我がをしたくなければ、とっとと行ってしまえ。それに宝貝って何だ？」

　殷雷は男が、自分を甘く見ているのを感じとった。

　しかし、殷雷とて一流の武人、相手に甘く見られれば見られる程ほど、仕事がしやすくなるのを充じゆう分ぶんに承しよう知ちしていた。

　相手の隙すきをつかなくとも、勝てる自信はあったが、油ゆ断だんしている相手にわざわざ注意をする必要もあるまい。

　ともかく、男を倒して宝貝を回収しなければならない。

　今まで風にそよがなかった髪が、わずかに動き出した。殷雷の呼吸に合わせて、ほんの少しだけ動く。獲え物ものに飛とび掛かかる寸前の、猫や豹ひようの髭が小こ刻きざみに震ふるえる様を思わせる。

　大事そうに箱を地面に置く男から、片時も目を離さずに、殷雷は色々と考えた。

　まず、普通に動くぶんには問題はないが、あちらこちらに竹が生えているので、棍を振り回す訳わけにはいかない。

　槍やりのように、突いて使う必要があった。

　土の中に埋うもれて判りづらいが、無数の竹の根が網あみの目状に広がっている。

　軟らかい土に踏ふみ込んだ時に、足を根に引っ掛ける危険があった。

　だが、問題はそのぐらいだ。

　相手が宝貝を持っている時点で、どんな些さ細さいな油断も禁物だ。

　宝貝の力があれば、剣を持ち上げる腕わん力りよくのない子供でも、達人の技を繰くり出す危険はあった。

　殷雷は男の動きに細心の注意を払い、宝貝の攻こう撃げきにそなえた。今のところ、男が宝貝を使っている素振りは見えない。

　最良の手は、相手が宝貝を使う前に仕し留とめる事だ。

　男は殷雷の眼光に臆おくせずに言った。

「どうした。怖こわいのか？」

　答える代かわりに、殷雷は棍を突いた。

　左手で狙ねらいを定め、棍を握る右手を軽く押し出す。

　棍と左手の皮が擦こすれる乾かわいた音に、分ぶ厚あつい肉を勢いきおいよく叩く音が被かぶさる。

　梶を通して伝わる、肉よりは硬く、骨よりは軟らかい感触。殷雷は寸すん分ぶん違たがわずに男のみぞおちを突いていた。

「ぐ！」

　男はひざまずき、そのまま前のめりにドサリと倒れた。

　棍は既すでに最初の構えに引き戻されている。

　和穂には、今の攻撃が全まつたく見えていなかった。

「え、終わったの、殷雷」

　地面で呻うめく男を尻しり目めに、殷雷は大きく伸びをした。

「そ。終わった。どだい、この手のチンピラは腕うでっぷしは強くても、防ぼう御ぎよや間合いがてんで判ってない。

　こんな太い竹を握り潰つぶすなんざ、俺おれにも出来ない芸当だが、それだけで勝てる程甘くはないぞ」

　岩のような男に、少々気き後おくれしていた和穂だが、いまだに地面にうずくまる姿を見て心配になってきた。

「あの、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　男に近寄ろうとする和穂を殷雷は制した。悪わる足あ搔がきでもされれば面めん倒どうだ。

「心配無用だ和穂。ちょいと強めにみぞおちを突いてやったが、これだけの図ずう体たいをしてるんだ、後こう遺い症しようは残るまい」

　殷雷は、棍を下段に構え、男に言った。

「おい、チンピラ。さっさと宝貝を返せ。宝貝で判らないなら、最近不ふ思し議ぎな道具を拾ひろったはずだ。

　それを返してもらおう。宝貝はもともと、仙界にあった道具で、人間界にあってはならぬ代しろ物ものだからな。

　素直に宝貝を渡せば、医者ぐらい連れていってやるぜ。それとも、そのまま二、三日地面にうずくまっているか？　灸きゆうの一つでもすえてもらえば、大分楽になるぞ」

　余よ程ほど苦しいのか、男の頭からも脂あぶら汗あせが滴したたり始めていた。
















　が、ふいに男は地面を転ころがり、足で殷雷の棍を蹴けり上げた。

　とっさの出来事に、さすがの殷雷も虚きよをつかれ、棍から手を離してしまった。

　岩のような男は、呆あつ気けに取られる殷雷の右手をつかむ。

　伸びきったままの右手を、男は軽く持ち上げ、がら空きになった殷雷の脇わき腹ばらに手を添そえた。

　地ぢ響ひびきのような声で男は笑った。

「ふっはっは。肋ろつ骨こつは勘かん弁べんしてやろう。だがなチョイト痛いから覚かく悟ごしな！」

　男が渾こん身しんの力で、殷雷の腕を引っ張ると、呆気なく殷雷の肩の関かん節せつは脱だつ臼きゆうした。

「て、てめえ！」

「あんたぐらいの腕前の武人だと、脱臼ぐらい自分で治せるだろ？　けどそうはさせんからな！」

　殷雷の袖を手早くめくると男は直立させた人差し指と中指で、殷雷の腕を数回突いた。

　途と端たんに、関節を外はずされダラリとした右手が硬直した。

　男を捕まえようとする、殷雷の左手を軽くかわし、そのまま背後に回り込む。

　殷雷の束たばねられた髪の毛を、鷲わしづかみにした時、男は妙みような感触に気がついた。

　殷雷の髪は、まるで動物の尻尾しつぽのような手て触ざわりがした。確かに髪の毛には違いない。だが髪の毛は男の手をはねのけようと、少し暴あばれたのだ。

　男は殷雷に言った。

「お前、人間ではないな？」

　答えを待たずに、再び人差し指と中指で、殷雷の首のツボを数か所突いた。

　殷雷の両足は固まり、ピクリとも動かなくなる。

　唯ゆい一いつの頼たのみの左腕は、硬直だけはしなかったが、凄すさまじい痺しびれに襲おそわれ、完全に握あく力りよくが消えていく。

　殷雷は不敵に笑った。

「おやおや、力まかせの大馬鹿かと思えば、結構繊せん細さいな攻こう撃げきをしてくれるではないか」

「人間じゃないから、ツボが効きかないなんてのはよしてくれよ」

「生あい憎にく、ツボを突く点てん穴けつも、関節をきめる擒きん拿だも、この姿ならば通用するぜ。

　和穂、来い！」

　慌あわてて和穂が殷雷の側そばに駆かけ寄よる。男はこんな娘に何が出来るのかと、いぶかしむばかりだった。

　その隙すきをつき、殷雷は己おのれを本来の姿に戻もどしていく。

　軽い爆発音と共に、殷雷の体から薄い霧きりのような爆ばく煙えんが拡ひろがり姿を隠かくす。

　走り寄った和穂は、爆煙の中から一ひと振ふりの刀かたなを取り出した。

　殷雷の外套と同じ色を刀の鞘さやに見つけ、男は少々驚いた。

「おい、まさかさっきの男は！」

　和穂はスラリと刀身を抜き放ち、鞘を赤い腰帯にひっかける。

　和穂の目に、殷雷の眼光を感じとり、男の疑ぎ問もんは確信へと変わった。

「そう。我わが名は殷雷刀とう。刀の宝貝だ」

　殷雷は、和穂の声で名乗りを上げた。

「ほほう。まるでその娘さんにとりついてるようだな。鬼の類たぐいならば、わしが成せい敗ばいしてくれよう！」

　和穂は和穂の声で説明する。

「いえ、そういうんじゃないんです。とりつかれてるのとは違って」

「これは、少しやりにくい。さっき、わしを気づかってくれた娘さんを、傷つけるかもしれぬとは」

「ふん。遠えん慮りよはいらんぞ。素す手で対刀で不公平だと思うなら、そこの棍でも拾え」

「それには及およばぬ。素手で充分だ」

　男と和穂はジリジリと間合いを詰めていった。やはり点穴を狙ねらおうと、男の右人差し指と中指はつき立てられたままだ。

　殷雷は厄やつ介かいだと考えた。

　心を通して、和穂に語りかける。

『和穂、ちとまずいな』

『どうして？　体が痛いたむの？』

『俺の体は心配ない。刀でいる間は影響は出ない。それよりも、あのチンピラをどうやって始し末まつする？　関節を外され、首の点穴を突かれておいてなんだが、あいつは大して強くはない。

　かといって、戦せん闘とう不能にしようとみぞおちを突いても、すぐ回復しやがる』

『もう一度、ちゃんと説明してみようよ』

『あの面つらが、人の話をきく面か』

　男も刀を前にして、そう簡単に身動きがとれない。

　互たがいにどうしたものかと、思し案あんしていると突然に声が掛かった。

「あ、いた。先生、こんな所で何を遊んでいるんですか？　早く戻って来て下さいよ」

　和穂ぐらいの年頃の娘が、声の主だった。

　髪をきつく上にあげ、男と同じような服装をしている。

　ぽそりと、殷雷が和穂の声でいう。

「先生だと？　用よう心じん棒ぼうでもやっているのか」

　ゴツゴツした顔面は、表情が豊かだった。

　だが、ただ笑うだけでも相当な迫はく力りよくがあった。

「そういう風に見えるか？」

　まさか、竹林の中で、真しん剣けん勝しよう負ぶをやっていると、呼びに来た娘は考えなかった。

　第一、相手は道服を着ている若い女だ。決闘の相手には相応ふさわしくない。

「先生ってば。午後の検けん診しんの前に、食事をすませて下さいよ。

　鏡きよう粋すい先生、聞こえてないんですか」

　思わず、和穂は構えを解といてしまった。

「もしかして、お医者さんなんですか？」

　いい邪じや魔まが入ったとばかりに、鏡粋も手を下ろした。

「そう。名は鏡粋。鍼しん灸きゆうを少しばかりたしなんでおる。

　……この姿を見て、医者だとは思わなかったのか？　第一、薬くすり箱ばこを持っているんだぞ」

　言われてみれば、鏡粋の服装は医者のものだった。

　本人の異様さの前に霞かすんでいるが、動きやすそうな清せい潔けつな服だ。

　漆うるし塗ぬりの箱も、箱だけを見ればありふれた薬箱に過ぎない。

　もっとも、鏡粋の手からさげられていれば、中に武将の撥はね飛とばされた首級しるしが入っていても不思議ではない。

「医者って面か。もろに山さん賊ぞく顔じゃねえか」

「あ、ごめんなさい。殷雷、そんな言い方したら失礼だよ」

　次から次へと口く調ちようが変わる和穂を見て、鏡粋を呼びに来た娘は首を傾かしげた。

「あの、先生。この方は患かん者じやさんなんでしょうか？」

　娘の言葉に大笑いし、鏡粋は片手を上げ、和穂を招まねき入れる仕し種ぐさをした。

「そっちにやる気がないのなら、こっちも力ずくでどうこうする気はない。

　良ければ家に来て、話をきかせてくれまいか。昼ひる飯めしぐらい食わせてやるぞ」

　殷雷の笑え顔がおで和穂は言った。

「いざ行かん、山賊の館やかたへって訳わけだな」

「い、殷雷ってば」




　　　　二




　宝貝。仙人が造り上げた、神秘の道具をそう呼んだ。

　その形けい態たいは無数存在し、この世に存在する道具には、それに対応する宝貝があると考えても差さし支つかえない。

　無む論ろん、仙人が造り上げた道具なので、何の仕掛けもないはずがなかった。

　宝貝の使用者は、常じよう識しきを遥はるかに凌りよう駕がした力を手に入れる事もあり、それこそ宝貝を使用している間は、仙人に匹ひつ敵てきする力を得られたのである。

　幾いくら常じよう軌きを逸いつした能力を持つ道具たちでも、仙人たちの住む世界、仙界にあるぶんには特に問題はない。宝貝で騒そう動どうが起きても、仙術で臨りん機き応おう変へんに対たい処しよすればよいのだ。

　が、これが人間の住む人間界の話になると少しばかりややこしくなる。

　本来ならば、人間界には全まつたく存在しないはずの宝貝が、とある事故をきっかけに地上にばらまかれた。

　その数、七百二十六個。宝貝の中には、思し慮りよ深いものもあり、宝貝が即そく危険な道具とは限らないのだが、この七百二十六個の宝貝は仙界の中で、欠けつ陥かん品ひんとして封ふう印いんされていたものだから、話はまたしてもややこしくなってしまう。

　欠陥は欠陥でも、他の宝貝より能力が落ちるという欠陥ではなく、製造者の意い思しに反して危険な能力を持つ宝貝が多く含まれていたのだ。

　仙界は仙人による宝貝回収を放ほう棄きした。

　宝貝だけで混乱している人間界に、仙術を自在に操あやつる仙人が介かい入にゆうすれば、もはや収しゆう拾しゆうはつかないと考えたからだ。

　仙人対宝貝の戦いになれば、宝貝を持たない人間にどれだけの被ひ害がいが出るか想像すらできない。

　この決定に異い議ぎを唱となえたのが、誰だれあろう和穂であった。

　和穂こそが、宝貝をばらまいた事件の当事者であり、責任を強く感じていた。

　仙界の決定に対し、自みずからの術を封じ込め一切の仙術を使えないようにして、宝貝の回収を行うと願い出たのだ。

　和穂の願いは通じ、宝貝回収の為ために彼女は地上に降おり立った。

　完全に術が使えない、普通の人間として。
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　醬しよう油ゆで煮に込こんだ筍たけのこにパクつき、鏡粋は質問した。

「つまり、和穂お嬢じようちゃん。きみは術が一切使えないんだな？　ならば、どうしてわしが宝貝を持っていると判ったんだ？　もっとも俺おれは宝貝なんて言葉は知らなかったんだが」

「はい。宝貝回収の為に必要な宝貝は、人間の世界に降りる時に渡されたんです。

　宝貝の在あり処かを探さぐる宝貝と、宝貝を保管する宝貝の二つだけなんですが」

　診しん療りよう室しつを兼かねている広間に、和穂たちはいた。壁かべには人体のツボを記した掛かけ図ずがぶら下がり、部屋の壁には巨大な薬くすり簞だん笥すが置かれている。

　簞笥の中の無数の引き出しには、乾かん燥そうさせた漢かん方ぽう薬やくが入っている。

　鏡粋から、硬こう化かを解とくツボを突かれやっと呪じゆ縛ばくから逃のがれた殷雷は、さっきまであちらこちらの関節をポキポキ鳴らしていたが、それにも飽あきたのか和穂たちと共に、机つくえの上で食事をとっていた。

　器き用ようにはめ治したとはいえ、まだ右腕には痛みが残っているようだ。

　鏡粋は、箸はしで殷雷を指す。

「で、こいつも宝貝だ。この吞のん気きに筍を食ってる刀も、その逃とう亡ぼうした宝貝なのか？」

　殷雷はジロリと鏡粋を見たが、何も言わない。和穂が説明する。

「殷雷も七百二十六個の宝貝と、一いつ緒しよに封印されていたんですけど、一人だけ逃走しなくって。

　人間界に降りる私を心配した師し匠しようたちが、殷雷に護ご衛えいを頼たのんだんです」

「護衛？　俺は子こ守もりだと思ってるが」

「……また、子供扱あつかいする」

　宝貝をばらまいて大変だと騒さわいでるのに、欠陥宝貝を護衛につけるとは、妙みような了りよう見けんだと鏡粋は考えた。

　が、先せん刻こくの経けい緯いを思い出し、薄うす々うす事情が飲み込めた。

　殷雷は和穂の身を守り、鏡粋を相手にしても致ち命めい的てきな攻撃は避さけていた。

　あれだけの勢いきおいで、棍こんを突けるのならばそれこそ内ない臓ぞうを突けばもっと酷ひどい目にあわせられたはずだ。

　この刀の欠陥は、少し優やさしすぎるのではないかと鏡粋は推すい理りした。

　殷雷がやっと口を開く。

「もっと早く気がつくべきだったな。

　若い頃にさんざん悪事を働はたらいて、それで罪つみ滅ほろぼしに医者になった、なんてのはよく聞く話じゃねえか」

「馬鹿を言え。これでも代々医者の家いえ柄がらなんだぞ。

　それに若い頃ってのは何だ。わしはまだ二十二歳だぞ」

「えええ！」

　思わず大声を出したのは和穂だった。余よ程ほど驚いたのか、箸を落としそうになったぐらいだ。

　殷雷は和穂の反応を楽しみ、意い地じ悪わるくたしなめる。

「こら、和穂。鏡粋先生に対して失礼であろうが。なんだその驚きは」

　とっくの昔に殷雷は、鏡粋がまだ若いと勘かんづいていた。人相はともかく、身のこなしの機き敏びんさは若さ故ゆえのものだ。

「ごめんなさい、鏡粋さん。驚いたりしちゃったりして」

　衝しよう撃げきの大きさに、和穂のろれつがよく回っていない。

　和穂は本当に申もうし訳わけなさそうに、頭を下げた。鏡粋を傷つけないように、気を配くばっているつもりなのだろうが、殷雷は無む駄だだと考えた。

　鏡粋は己おのれの風ふう貌ぼうを嫌いやがってはいまい。もしそうならば、顔のどこかに卑ひ屈くつな歪ゆがみが出るはずだ。

　凶暴な面つら構がまえなのは確かだが、先入観をなくせば、おおらかに構えているのが判る。

　和穂にはそこまで人を見る目がなかった。

　腹もいっぱいになった殷雷は、そろそろけりをつけようとした。

「てな事情が、こっちにはあるんだ。宝貝を返してもらおうか。

　もっているんだろ」

　箸を置き、鏡粋はうなずいた。

「うむ。それらしき物は持っている。だが、返してやんない」

　理わ由けありかと、殷雷は判はん断だんした。この手の人物は自分の利り益えきよりも、他人の幸せを考える性格だろう。

　判っていて、あえて殷雷は和穂に言った。

「見ろ、和穂が失礼な事ばっかり言うから、鏡粋先生は、気分を害してしまったではないか。ええい、和穂よどうしてくれるんだ」

「わ、ごめんなさい。ごめんなさい。悪気があったわけじゃないんです」

　呆あきれた溜ため息いきをつき、鏡粋は殷雷の頭を軽く殴なぐった。

「お前はいつもそうやって、和穂お嬢ちゃんをからかっているのか。

　こんな純じゆん粋すいな娘を、面おも白しろ半はん分ぶんにからかっては可哀かわいそうだろ」

　鏡粋の優しい言葉に、和穂はホッとした。

「鏡粋先生……」

「時に、和穂お嬢ちゃん。別に深い意味はなく今後の参考に聞きたいんだが、わしは何歳ぐらいに見えたんだ？」

　え？　と和穂は考えた。噓うそはつきたくないが、失礼な事も言いたくない。

「ええと、に、にじゅうう」

　鏡粋は首を傾かしげ、和穂に迫せまる。

「二十？」

「いえ、さんじゅうう」

「三十？　正しよう直じきに言ってくれ」

「よんじゅううぅ、いちに」

「四十、二？　失礼にも程があるな。とっとと失うせろ！」

「和穂、なんて事を言うんだ！」

「わ、ごめんなさい！」

　泣きそうな顔になり、和穂は謝あやまる。

　鏡粋は何事もなかったかのように、殷雷に言った。

「確かに、これだけ表情がコロコロ変わるとからかっていて面白いな。だが、程々にしておかぬと、根こん性じようがねじくれてしまうぞ」

　和穂はがっくりと肩を落とした。

「いいんですよ。そうやって皆で私をからかって喜よろこんでたら。それぐらいじゃ、くじけませんもの」

「はっはっは。そう、気を落とすな。宝貝は返してやらんでもないが、少しばかり待ってくれ。

　恐おそらく、この間、手に入れた不ふ思し議ぎな鍼はりが宝貝なんだろう」

　やっと殷雷の頭から疑ぎ問もんが消えた。

「その鍼で、ツボを刺してみぞおちのマヒを治なおしてやがったか。

　ついでに、やばいツボも突いたんだな」

「むざむざ、棍を持った盗人ぬすつとに倒されるぐらいならば、拐かい穴けつの一つでも刺す」

　拐穴の意味が判らなかった和穂は、鏡粋に質問した。

　鏡粋は手早く、力や素す早ばやさを倍ばい増ぞうするツボで、後こう遺い症しようが残る可能性のある危険なツボだと説明した。

「人体図に載のっているもの以外にも、ツボはあるって事だぜお嬢ちゃん。

　倍の力を引き出して、三倍の疲ひ労ろうをしっぺ返しにする。騙だましてふんだくるのと同じだから、拐穴さ。

　おっと、宝貝の話だったな。

　そいつで治ち療りようしたい患者がいるんだ。まだ小さい子供なんだが」

　宝貝の鍼で治療したいと思うぐらいなのだから、もしかして難なん病びようなのだろうかと和穂は心配になった。

　心なしか、鏡粋の表情も子供の話を口にした途と端たんに険けわしくなった。

「あの、鏡粋先生。その子供って重い病気なんですか」

　鏡粋は言葉に詰つまり、ゆっくりと椅い子すから立ち上がった。

　そして窓から外を眺ながめ、和穂たちと視線を合わさないようにして、小さな声で言った。

　今までの鏡粋からは信じられない声だ。

「難むずかしい病気だが、決して治らない病気ではない。だが、だが……」

　途切れた言葉の重みが、和穂の肩かたにのしかかった。

「鏡粋先生、何か問題があるなら教えて下さい。

　私に手伝えるのなら、幾いくらでも手を貸しますから」

　和穂の言葉に勇気づけられたのか、鏡粋は重い口を開いた。

「……あの子は……わしを怖こわがって鍼を打たせてくれんのだ。

　そんなにわしって怖い顔か」

　これは難題だと、和穂は考えた。

「そうなんですか。少し困こまりましたね」

　殷雷は腹を抱かかえて笑った。

「和穂お嬢ちゃん。今のは冗じよう談だんだよ。そこまで真剣に受けとめられると、さすがのわしも少しは傷つくぞ。

　わしとしては、『鏡粋先生ったら冗談ばっかしなんだから』とでも言ってくれると思ってたのに。

　……宝貝返すのやめちゃおうかなぁ」

　鏡粋は、ぶっとい指で窓まど枠わくに『の』の字をかく。

　和穂は涙を拭ぬぐう仕し種ぐさをしながら、言った。

「楽しい？　楽しい？　そんなに私をからかうのって楽しいの？」

　地じ響ひびきのような声で、鏡粋は笑った。

「はっはっは。ちとしつこすぎたようだな。ま、和穂お嬢ちゃんは可愛かわいいからついついちょっかいを出したくなるんだよ。

　なあ、殷雷」

「馬鹿言ってるんじゃねえ！」

「何を赤くなってるんだ。変な刀だな」

　殷雷は呆あきれた声を出す。

「そのおっさんくさい、からかいかただけは勘かん弁べんしてくれ」
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　鏡粋は真ま顔がおになり、説明を始めた。真ま面じ目めに喋しやべっていると、不ふ思し議ぎなものでちゃんとした医者に見えてくる。

「鍼を打たれるのを嫌いやがっている子供がいるのは本当なんだよ。

　彩さい珪けいという、十になったばかりの男の子でな」

　今度ふざけたら、本当に怒おこりますよという表情で、和穂はたずねた。

「どうして、嫌がっているんです？」

　椅子に深く腰こし掛かけていた鏡粋は、ごそごそと袖そでの中から小さな箱を取り出した。

　平べったい鉄製の箱だ。

　和穂の掌てのひらぐらいの大きさで、それほどかさばる物ではない。

　鏡粋は、フタをパチリと開ける。

　中には教本の鍼が入っており、その中の一本を取り出した。

　指先でつままれた小さな鍼は、突然に長さを増した。

「これが、宝貝なんだろう。この間、消しよう毒どく中に気がついたんだが、米こめ粒つぶよりも小さい字で九きゆう転てん鍼しんと書いてあった。

　鍼しん術じゆつに使う鍼は全部で九種類あって、この鍼はわしが望のぞんだ種類の鍼になるんだ。

　これがかなり便べん利りでな」

　鏡粋の言葉は、和穂の質問の答えになっていなかった。

　だが、宝貝を目の前にして和穂の頭に一つの疑ぎ問もんが浮うかんだ。

「欠陥が何かは判わかっているんですか？」

　鏡粋は胸に顎あごがつくぐらい、大きく首を振った。

「うむ。この鍼を使えば、普通の鍼よりも早く良く治なおるんだが、一つばかり恐おそろしいところがあってな。

　この鍼を刺さすと、べらぼうに痛いんだ」

「痛い？」

「そう。無む茶ちや苦く茶ちやに痛い。

　彩珪の同室に凄すご腕うでの猟りよう師しがいたんだ。わしから見ても、いかつい男だったんだが、鍼を打ったら泣き叫んじまってな。

　彩珪はその姿を見て、鍼を打たれるのを怖こわがるようになっちまった。

　我ながらうかつだった」

　殷雷が自分の意見を言う。

「いっその事、無理にでも鍼を打ったらどうだ？　結果的にはそのガキの為ためになるんだからよ」

「ちと、打ちにくい場所にあるツボでな。それに気血の流れを活発にする為のツボだから落ち着いた状態で打った方がいいんだよ。

　気血を締しめて、相手の動きを封じるツボとは訳が違うんだ」

　ガリガリと殷雷は頭をかいた。

「ならば、普通の鍼で我が慢まんしろ」

「……そうも考えるんだが、九転鍼の威い力りよくを知るとな。一度打てば、その後の鍼は普通のでも充じゆう分ぶんなんだがな。

　特に彩珪のは慢まん性せい的てきな病気だから、九転鍼の力は魅み力りよく的なんだ」

　和穂はふと、殷雷刀の力を思い出した。

「ねえ、殷雷。殷雷は刀の時は使用者の肉体を操あやつれるんでしょ？　だったら、殷雷が彩珪君の病気を治してあげたら」

「病気の程度にもよるが、慢性病ならたいして役に立たないぜ。

　俺おれを手て放ばなした途と端たんに、病気が再発するだけだ」

　自分の禿はげ頭あたまをピシャリと叩たたき、鏡粋は立ち上がる。

「ここで話していても仕し方かたない。彩珪に会いにいってみるかい？」

　和穂たちはうなずく。

　鏡粋は、鍼を懐ふところにしまい部へ屋やを出、和穂たちも後に続く。
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　彩珪は、それほどやつれているようには、見えなかった。

　同じ年頃の男の子供と比くらべれば、少し瘦やせてはいたが、痛いた々いたしい程ではない。大人おとな用の寝台の上に、ちょこんと座すわっていた。

　和穂が彩珪に向かい、小さく手を振ると彩珪はニコリと笑った。

　鏡粋は適てき当とうに椅い子すを引っ張り出し、腰こしを下ろす。

「どうだ彩珪、調子は。おっと、こいつらの紹しよう介かいをしておこうか。こっちの可愛かわいいお嬢さんが和穂、あっちの目付きの悪いのが殷雷」

　殷雷は空あいている寝台に座る。

「鏡粋、お前に人相の事をとやかく言われる筋合いはないぞ」

　鏡粋は彩珪の熱を診みたり、脈みやくをとったりした。特に問題はないようだ。食器の上の昼食も綺き麓れいに平らげている。

　彩珪は心配そうに言った。

「ねえ、先生。やっぱり鍼を打つの？」

「そうだ。あれを打てばもう一発で調子が良くなるぜ」

「……痛いから、やだ」

「痛くないと言えば噓うそになるが、たかが知れているさ。まあ見てな。わしが試ためしにやってみよう」

　九転鍼を片手に持ち、鏡粋は目を閉じて深呼吸を始めた。

　コオコオと深い呼吸音だけが周囲に響ひびき、ついに、クアッと鏡粋の目が見開かれ、九転鍼が掌にチクリと刺された。

「つあっ！……ほら、あんまり痛くない」

　恐ろしいまでの気合を炸さく裂れつさせて、痛くないと言われても、なんの説せつ得とく力りよくもなかった。

　鏡粋のこめかみの血管が、ヒクヒク震ふるえるのが余よ計けいに壮そう絶ぜつだった。

「う、噓だ、やっぱり痛いんだ！」

　殷雷は腕を組み、首を左右に振った。

「やれやれ。何をやっているんだか。

　鏡粋、俺に打ってみな。彩珪よ、もし俺が耐たえられたら、お前も鍼を打ってもらいな」

「……うん」

　袖そでをまくり殷雷は鏡粋に腕うでを差し出した。

　殷雷とて、武器の宝貝、いかに鍼が痛いとはいえ、たかがしれていると考えていた。

　今までにくぐりぬけた戦いを思えば、耐えられぬはずはない。

　机の上の消毒用のろうそくで、しばし鍼をあぶり、冷ひえたのを確認して鏡粋は殷雷の腕をとる。

「それじゃ、当たり障さわりのないツボに、打つぞ」

　チク。

　大騒ぎする程の痛みかと殷雷は思った。

　蜂はちに刺された方がもっと痛い、せいぜいトゲが刺さったぐらいの痛みではないか。

　表情を変えずに、殷雷は鼻で笑う。

「ふん。この程度の、の、の、のぉ！」

　突とつ如じよ、鍼に刺された部分に激げき痛つうが走った。蜂は蜂でもスズメ蜂に刺された痛みに近い。

　スズメ蜂の針を、長い一本の釘くぎにして、金かな槌づちで思いっきり叩たたき込む感かん触しよくがした。

　普通、痛みは一いつ瞬しゆんで残りは山やま彦びこのようなものだが、これは違う。しばらくの間、純粋な痛みが鍼の先から体内に流れるのだ。

　殷雷は椅子に座ったまま、垂すい直ちよくに跳び上がった。

「な、なんだこれは！　本当に鍼しん灸きゆう用の鍼なのか！　もしかしたら拷ごう問もん用の針じゃないのか！」

　跳び上がる殷雷の胸ぐらを、鏡粋はつかんだ。

「どあほう。余計に怖がらせてどうするんだよ。痛みを力説してどうなる！　せめて黙だまって転がってろ！」

「す、すまん。でも、この痛みは洒落しやれにならんぞ！」

　鏡粋と殷雷は、彩珪に聞こえないように小声で喋しやべっていたつもりだったが、元もと々もと地声の大きい二人の会話は、彩珪にもはっきりと聞こえていた。

　聞かない方が身の為だと思いながらも、彩珪はついつい殷雷の言葉に耳を貸してしまった。

　痛みを想像したのか、幼おさない顔にしわが寄っていく。でも、殷雷から目を逸そらす事も耳を塞ふさぐ事も出来ないでいる。

　和穂は一つの覚かく悟ごを決め、鏡粋に言った。

「鏡粋先生。私にも鍼を打って下さい。

　ね、彩珪君。私に我が慢まん出来るぐらいだったら、彩珪君も大だい丈じよう夫ぶだよね」
















「そりゃ、そうだけど。お姉ちゃん、無理しないほうがいいよ」

　鏡粋と小声で怒ど鳴なりあっていた殷雷は、慌あわてて和穂を制した。

「馬鹿者！　仮にも、お前の子こ守もりを引き受けてるものとして、こんな鍼に刺されるのを黙って見み逃のがす訳にはいかんぞ！」

　鏡粋は殷雷の髪かみの毛をつかむ。

「だから、そういう恐きよう怖ふをあおるような事は思っていても言うな！」

　和穂はあえて吞のん気きに言った。

「大丈夫よ。別に怪け我がとかはしないんでしょ？　だったら少しぐらいの痛みは」

「だから、少しじゃねえんだよ」

「頼たのむから余よ計けいな口をきかんでくれ！」

　和穂は殷雷が止めるのも聞かずに、道服の袖を大きくまくる。

「さ、鏡粋先生。やっちゃって下さい」

　再び鏡粋は鍼をあぶる。

「じゃ、打つぞ」

　自分の意見が無視され、殷雷は少し怒りぎみだった。

「どうなっても知らんからな！」

　プスリと九転鍼が、和穂の肌はだに刺さった。鋭えい利りな鍼の先端は、和穂の皮ひ膚ふから血の一滴も流させない。

　和穂はきょとんとした。

　殷雷の時と同じょうに、時間差を置いて痛みの波がやってくる。

「わ！」

　和穂も椅子から跳び上がった。その上、部屋の中を駆かけずり回った。

　走れば、痛みから逃のがれられるかのようである。

「痛い痛い痛い痛い、何これ！」

「だから、言ったろ！　九転鍼てのは、もしかして九種の鍼に転ずるって意味じゃなくてょ、七しち転てん八ばつ倒とうの上を行くって意味じゃねえのか！」

「そ、そうかもね！　うわ、もう痛いというよりこれは、響ひびくって感じよね。

　血管と筋肉が反発しあってるみたい」

「いやいや、それじゃまだ甘いぜ和穂」

　和穂と殷雷は、九転鍼の痛みを互たがいに力説した。

　殷雷にも和穂の狙ねらいが判わかったようだ。

　鏡粋は髪の毛のない頭を搔かきむしる。

「今までの努力が！　少しずつ鍼への恐怖心を取り除のぞこうとしていたのに！」

　和穂と殷雷の力説は続く、おおげさにしつこいぐらいに、何度も何度も。そしてしばらくの後、彩珪はボソリと言った。

「ね、ね、鏡粋先生、僕にも鍼を打ってみてくれる！」

　鏡粋には何がなんだか判らなかった。

　和穂と殷雷は全すべてを計算していた。

　好奇心は恐怖よりも強い感情なのだ。

　山葵わさびの辛からさを知らない子供がいたとする。

　その子供の前で、山葵の辛さに、大人おとながもんどりうっている。

　それを見て山葵を食べたがらない子供がいるだろうか？




『九転鍼』

　九種類の鍼へ自在に姿を変える宝貝。

　欠陥は、刺された時の異様なまでの痛み。
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　朝市の混こん雑ざつが過ぎても、まだ街まちの中にはかなりの人通りがあった。

　ありふれた会話が無数に繰くり広げられ、一つの大きな喧けん騒そうへとまとまっていく。

　小川のような緩ゆるやかな人の流れの中を、一人の娘と青年は立ち止まっていた。

　片手には銀色の棍こん、しなやかな体を、黒い袖そで付つきの外がい套とうに包つつんだ青年は、隣となりに佇たたずむ娘に言った。

「……どいつだ？　和かず穂ほ。

　厄やつ介かいだな。これだけ人が多いと、下へ手たをすれば大おお騒さわぎだぞ。

　とっとと始し末まつして、さっさとずらかるか」

　青年の長い髪かみは、後こう頭とう部ぶでまとめられていた。

　彼の髪は、その鋭するどい眼がん光こうと同じぐらいに油ゆ断だんなく、敵てきの襲しゆう来らいに備そなえていた。

　人の姿をしているが、彼の正しよう体たいは人ではない。

　和穂と呼ばれたのは、十五、六歳のまだ幼おさなさが残る普ふ通つうの娘だった。優やさしそうな澄すんだ目の上には、意志の強さを表すかのように、少し太めの眉まゆ毛げがのっている。

　外見こそ、道士が身につける袖の大きな道服を着ているが、取り立てて不ふ自し然ぜんな様よう子すはなかった。

　柔やわらかそうな髪の毛を、赤い飾かざり布ぬので結んでいる。

　和穂は、耳につけた小さく丸い耳飾りに手を添そえ、青年の質問に答えようとする。

「近いよ、殷いん雷らい。だんだんこっちに近寄ってくる。

　たぶん、人の流れの中を普通に歩いているんだと思う」

　耳飾りに手を添えた和穂の視し界かいには、一つの光が見えていた。

　道を歩く人々の体を、透すかすようにして光る一つの点。

　光はゆっくりと、だが確実に輪りん郭かくをハッキリさせていった。

　どんな人なのだろうか？　話して判わかってもらえれば、問題はないんだけど。

　和穂の緊きん張ちようは徐じよ々じよに高まっていく。

　緊張と共に、体が硬かたくなる和穂に対して、殷雷は緊張と共に、余よ計けいな力が抜けていく。

　今まで棍をガッシリと握にぎっていた指も、卵たまごを扱あつかうように柔らかくなっていた。

　昼食をあてこんだ道脇わきの露ろ店てんには、無数の蒸むし器きが置かれ、だんだんと強い蒸じよう気きを吐はき出していった。

　露店の親父おやじは、蒸し器を調節しながら和穂と殷雷に声をかけた。

「よお、お二人さん。今丁ちよう度ど、サザエが蒸しあがったんだが、どうだい？」

　殷雷は吐き捨てるように言った。

「黙だまれ！　今とりこみ中だ！

　親父、厄介に巻き込まれたくないなら、逃げた方がいいぜ」

「えらく物ぶつ騒そうだな、兄ちゃんよ。喧けん嘩かでもやろうってのか？」

　露店の親父は、蒸し器の横の焼けた金かな網あみの上に別のサザエを置き、ジョボジョボと醬しよう油ゆを垂たらした。

「兄ちゃん。こっちのほうが口に合うか？　焼きサザエだぜ、焼きサザエ」

　焼けた醬油の香かおりが立ち込める。

「黙れと言ってるだろうが！」

　さらに、広がる醬油の匂におい。一いつ瞬しゆん、葛かつ藤とうする殷雷の心。

「……親父。今は手が放せないが、あとで二つばかりもらうか。焼いた方のサザエだぞ」

「へい、毎まい度ど」

　片手を耳飾りに添え、空あいた方の手で和穂は慌あわてて殷雷の髪の毛を引っ張った。

「殷雷！　あの人よ！」

　焼きサザエに、わずかばかり精神の集中を乱みだされていた殷雷は、慌てて和穂が示した人物を見た。

「な、なんだこいつは！　あの人って、こいつか？」

「そう、真ん中の男の人よ！」

　殷雷が見たのは、周囲に数人の女をはべらせた男だった。

　女たちは互たがいに競きそい合うように、壮そう麗れいかつ派は手でな服に身を包んでいた。

　競い合う目的は、中央の男の関心をひくためなのだろう、歩きながらも誰だれが男と腕うでを組むかで大騒ぎしている。

　殷雷はゲンナリしながら言った。

「なんで、こうややこしそうな奴やつばかりと、戦わねばならんのだ」

　女たちの中央にいたのは、二は十た歳ちぐらいの若い男だった。

　ほっそりと贅ぜい肉にくもなく、目鼻だちが整ととのっている。

　中肉中背の殷雷よりも背が高く、括くくってはいないが、殷雷と同じような黒髪を長く伸ばしていた。

　男は、行く手に立ちふさがる和穂たちに気がつき、足を止めた。

　互いに相手の素す性じようを探さぐるべく、間合いは大きく空けたままだ。

　和穂は男に向かい、言った。

「お願いします。宝ぱお貝ぺいを返してください」

　男は和穂を見つめ、爽さわやかに笑った。口くち許もとから零こぼれた歯が光ろうものなら、殷雷は即そく座ざに攻こう撃げきを仕し掛かけただろう。

　殷雷はこの手の男が嫌きらいだった。

　男は優しい声で和穂に答える。

「おおう、これはまた可愛かわいらしい娘さんじゃのう、この細さい陵りように何か用かい？

　よければ、お嬢じようさんのお名前を教えてくれんか」

　黙だまっていれば色男、という種類の人間だなと、殷雷は地面にへたり込みそうになった。

　だが、辛かろうじて棍を杖つえ代わりにして体を支える。

　和穂は一いつ所しよ懸けん命めいに説明を続けた。

「和穂と申もうします。

　いえ、だから宝貝を返して欲ほしいんです。宝貝はもともと、仙界にあった道具で人間の世界にはあってはならないものなんです。

　えぇと、細陵さんでしたっけ？　宝貝に心当たりがあるかと思うんですが」

　にこやかな笑顔で細陵は首を縦たてに振った。だが、後に続く言こと葉ばは和穂に対する答えに全まつたくなっていない。

「ほほぅ。和穂さんかい。

　いい名前だの。それに、なんと愛らしい声をした娘さんじゃ」

「あの、宝貝の話をしているんですけど」

「黒メノウのような、吸い込まれそうな澄んだ瞳ひとみじゃないの。

　あなたのような娘さんと、知り合いになれたんじゃ、この細陵、真に幸せ者じゃい」

　ここまで自分の言葉を無視され、和穂は少し不快になった。

　珍めずらしく、和穂の口く調ちようが硬くなる。

「とぼけないでください」

　細陵の笑顔は変わらなかったが、細陵の脇に控ひかえる女たちの表情が、険けわしくなった。

　和穂に対する怒いかりというより、細陵に褒ほめられる和穂に、嫉しつ妬と心しんを覚おぼえているのが表情から読み取れた。

　薄うすい紅べに色いろの着き物ものを着た女が、さっそく和穂にくってかかった。

「ちょっと、なによあんた。そのデカイ態たい度どは。細陵様に対して失礼でしょ。

　ちょっといい気になってるんじゃない？」

　その言葉をキッカケに、女たちの罵ば倒とうが和穂に襲おそいかかった。

『「そうよそうよ、貧ひん相そうな小娘のくせに」「若いからって威い張ばってるんじゃないよ」「なんで道服なんか着ているの」「眉まゆ毛げ太いんじゃない」』

　次から次へとまくしたてられる罵声に、和穂はたじろぐ。

　ひるむ和穂を見て、手て加か減げんを加えるどころか、さらに罵倒の勢いきおいをましていく。

　特に、眉毛が太いという悪口に過か敏びんに反応した和穂に、ここぞとばかりに眉毛が太いとからかいの言葉が飛ぶ。

　言い返す隙すきもなく、半分泣きそうになる和穂の頭を、殷雷は棍で軽くつついた。

「なにやってんだか。口で言って判らん手合いには、実じつ力りよく行こう使ししかあるまい。

　あんな派手な取り巻きは無視してりゃいいんだよ」

　うっすらと浮うかんだ涙なみだを、和穂は手の甲こうで手早く拭ぬぐった。

「……殷雷、そんなに私の眉毛って太い？」

　またしてもずり落ちそうになる体を、殷雷は棍で支えた。

「あんな悪口でいちいち泣くな！」

　殷雷の言いたい事は和穂にも判っている。だが、どうしても涙が零れそうになった。

「……判ってるよお。でも、今まであんな事を言われたの初めてだから」

　そりゃそうだろうよ。と、殷雷は舌打ちした。

　仙術の粋すいを結けつ集しゆうして造つくられた神しん秘ぴの道具を宝貝と呼ぶ。

　本来は人の世にあってはならぬ、常じよう識しきを軽く超ちよう越えつした道具たちだ。

　かつては仙人であった和穂は、うっかりと欠けつ陥かんのある宝貝を閉じ込めていた封印を破やぶってしまった。

　和穂の師である女仙人が造った、七百二十七個もの欠陥宝貝が解き放たれたのだ。

　欠陥宝貝たちは、人間の世界に逃とう亡ぼうし、責せき任にんを感じた和穂は、全すべての仙術を封印し宝貝回収の為ために降り立った。

　和穂の耳飾りは宝貝の在あり処かを探る宝貝、索さく具ぐ輪りんであった。索具輪は細陵に反応している、細陵は宝貝を持っているはずだ。

　いくら超越的な能力を持つとはいえ、やはり宝貝も道具であった。

　道具である限り、誰だれかに使って欲ほしいという道具の業ごうを背せ負おい、結果として宝貝は全て人の前に現れる事となった。

　今まで和穂の行く手に立ちふさがり、また和穂が行く手に立ちふさがった敵は、この宝貝所持者なのである。

　宝貝により、常じよう軌きを逸いつする力を持った敵はいちいち、和穂の眉毛が太いなどという悪口を飛ばしたりはしない。

　たぶん、これからも敵もそんな子供っぽい真ま似ねはしないだろう。

　かつて経けい験けんのない斬ざん新しんな攻こう撃げきに、和穂の心は多少なりとも動どう揺ようしているのだ。

　舌打ちのついでに溜ため息いきを吐ついた殷雷は、和穂に言った。

「はいはい、和穂よ。お前の眉毛は太くないぜ。だから気にするな。

　……ちょっと濃こいとは思うけど」

「……うぅ。殷雷まで……」

　大おお袈げ裟さな手振りをつけて、細陵は首を振った。

「おやおや、いかんぞ、よってたかって和穂さんをからかっちゃ。

　和穂さん、あなたを理解出来るのは、この私だけのようだの」

　棍を構かまえながら、殷雷は叫さけぶ。

「なんでそうなる！　俺おれはお前みたいな人間が嫌きらいでね。

　自分が色男か何かと勘かん違ちがいしてるんじゃねえのか！」

　細陵は面めん倒どうそうに手を振る。

「おおう。何かと思えば、例によってもてない男のひがみだったんかい。

　いやだいやだ、未み練れんたらしいのお。

　自分がもてないからといって、この細陵にあたるのは、それこそ八つ当たりというもんじゃろう」

　細陵の言葉に釣つられて、女たちの罵声は数倍激はげしくなった。

　だが、さすがに殷雷は悪口など頭から相手にしない。

　細陵は、一歩後あとずさりながらも勇いまましい声で言った。

「まさかその棍で私を殴なぐろうってんじゃあるまいな！

　そんな脅おどしに屈くつする細陵じゃないぞ」

　様子を見る限り、屈しはしないが逃げ出す事はありそうだった。

「おとなしく宝貝を返せば、それでよし。そうでなければ、しばき倒す。鼻の一つでもへし折ってくれるぞ」

　殷雷の威い嚇かくは女たちの怒りに、火をつけてしまった。

「なんですって！　細陵様に指一本触ふれさせるもんですか！」

　女たちは殷雷に飛び掛かろうとした。

　慌てず騒がず棍の先端を女たちに向ける。

　少しでも武術の心こころ得えがあるのならば、殷雷の棍の恐おそろしさが判っただろう。

　下手に近寄れば、一撃で叩たたき潰つぶされるのは明めい白はくだった。

　一度動きを止め、殷雷に隙が出来るのを待つのが普通の反応だ。

　が、飛び掛かろうとする女たちに、武術の心得もなければ、本能的に危険を感知する繊せん細さいさもなかった。

　女たちは突進し、全く速度を落とさずに殷雷に襲いかかる。

　驚おどろいたのは殷雷のほうだった。

「い？」

　威嚇が全く威嚇にならず、かといって本気で相手を攻撃する訳わけにもいかず、手加減してあしらうには人数が多すぎた。

　あっというまに取り囲まれ、情なさけ容よう赦しやなく引っぱたかれ、嚙かみつかれ、引ひっ搔かかれた。

「て、てめえらいい加減にしろよ！」

　棍の威嚇にも動じなかったのだ、殷雷の叫びにひるむはずもない。

　女たちは、殷雷の髪を引っ張り、棍を持つ左手に嚙みつき、顔を引っ搔き、布ふ団とんを叩くように殷雷の背中をビタンビタン叩いた。

　どれも命が危険にさらされるような攻撃ではなかったが、殷雷のいらつきはやがて頂ちよう点てんへと達たつした。

　殷雷はゆっくりと、肺はいの奥おくに空気を溜め込み一気に吠ほえる。

「どけい！」

　空気を打ち震ふるわせる爆ばく発はつ音おんのような、殷雷の怒ど鳴なり声に女たちは、思わず自分の耳をおさえた。
















　その一瞬の隙を見み逃のがさず、女たちの間を抜け、細陵に向かい駆かけた。

　殷雷の視界の中で、グングンと細陵の姿が大きくなっていく。

　いざ棍を振りかぶろうとした時、一つの影かげが細陵の背はい後ごより現れた。

　殷雷は足をとめる。

　殷雷は引っぱたいていた女たち以外にも、女がいたのだ。

　スラリと高い背に、女め豹ひようのようになめらかで隙のない動き。

　細い顎あごに短い髪、殷雷に匹ひつ敵てきするほど鋭いが、どことなくもの寂さびしそうな眼光がこちらを見つめている。

　着き飾かざる女たちとは違い、細い袖がついた動き易やすそうな服を着ている。

　つやを消した黒い素そ材ざいの服には、黄色の縁ふち取どりがしてあった。

　腰こし帯おびの代わりに黄色の布がまかれ、余あまった部分は左の腰の横で結むすんである。

　ふんわりと結ばれた黄色い布は、うつむきかけた百ゆ合りの花びらを思わせた。

　腰には二本の刀が差されている。

　気け配はいの消し方、足の運びから、殷雷はこの女がかなりの腕うで前まえだと判断した。

「どいてくれねえかな。そいつに返してもらいたいものがあるんだがね」

「…………」

　無言の女は答えの代わりに、ジャキリと音をたてて鞘さやから刀を抜いた。

　右手と左手に一つずつ刀を握にぎる。

　殷雷の背後で鼓こ膜まくを押さえていた、女たちは大声で叫ぶ。

「『瑞ずい絡らく！　そんな奴、こてんぱんにしてやりなさいよ！」「そうよそうよ、やっちゃいなさい、私が許ゆるすから」「細こま切ぎれよ、ぶつ切りよ」』

　瑞絡はゆっくりと首を横に振った。

「……この人、強いですよ」

　ひっかかれた傷がヒリヒリ痛むのを感じながら、殷雷は棍をくるりと回す。

「判ってるならどいてくれ。お前の後ろにコソコソ隠かくれてるような男を、助ける義ぎ理りでもあるのかい？」

「細陵様は私が守る」

　瑞絡は半はん身みに構かまえ、右足で地面を強く踏ふみ締しめた。

　それに対し左足は地面から離し、曲げた膝ひざ頭がしらを胸むねに当たるぐらいまでに持ち上げる。

　左手の刀は、目の少し上に構え、右手の刀は不自然なまでに、だらんと垂たれ下がっていた。

　殷雷は瑞絡の構えに合わせ、胸の高さで棍を両手で握った。棍を三等分する部分にそれぞれ右手と左手をおいている。

　ジリジリと瑞絡と殷雷のにらみあいは続いていく。

　瑞絡に声せい援えんを送っていた女たちだが、さすがに二人の気き迫はくに声も出なくなった。




　しばしの時が流れた。




　殷雷は棍を下げ、構えを解いた。そして不ふ機き嫌げんな表情で瑞絡に言う。

「け。とっとと行きやがれ。次はそうはいかんぞ。

　なぜ、そこまでするんだ？」

　二本の刀をスルリと鞘に納おさめ、瑞絡はつぶやく。

「……あんた甘いね」

　ホッとした表情で、瑞絡の後ろに隠れていた細陵が顔を出す。

「おおを。なんだかよく判らんが、でかしたぞ瑞絡、勝ったんだな？」

「一応、この場は」

　女たちも殷雷に罵声を浴あびせながら、細陵のそばに戻る。

『「やあい、負け犬」「見み掛かけ倒し」「目付きが悪いからって恰かつ好こうつけてるんじゃないわよ」』

　女たちの声は殷雷には届とどいていなかった。

　立ち去る細陵たちの後ろ姿をみながら、殷雷は考えた。

　瑞絡のあの構えは、捨すて身みのものだった。

　持ち上げた左足で踏み込み、上げた左手の刀で最初の一撃。避よけられた場合は、踏み込みの勢いきおいを利用し右手を鞭むちのようにしならせて、次の一撃を放つ。

　最初の一撃を避け、体勢が崩くずれたところに次の一撃を叩き込む戦法だ。

　殷雷に打つ手がないのではなかった。

　最初の一撃をかわしながら、棍を突き、瑞絡を突き殺せば次の一撃はこない。

　だが、突きに少しでも迷まよいがあれば次の一撃は放たれ、瑞絡と殷雷は相打ちになっていたはずだ。

　そこまでして、細陵を守ろうとする理由が殷雷には判らなかった。




　　　　二




「ねえ、殷雷。その傷は大だい丈じよう夫ぶ？　お医者さんに診みてもらった方がいいんじゃない？」

「うるせい。

　こんな引っ搔き傷、ちゃんと消しよう毒どくしとけば大丈夫だ。

　あぁ、みっともない、ミミズ腫ばれになってるじゃねえか」

　露ろ店てんの裏うらで、親父おやじに安物の焼しよう酎ちゆうを分けてもらい殷雷は、傷口を洗あらっていた。

　心配そうな和穂とは対たい照しよう的てきに、露店の親父はニヤニヤしながら殷雷を見ていた。

「てっきり、細陵に女をとられた腹いせに喧けん嘩かを吹っ掛けてるのかと思ってたが、そうじゃないようだな？」

　和穂は親父に質問をぶつけた。

「細陵さんて、何者なんですか？」

　炭すみ火びを団扇うちわであおぎ、ついでに焼けた醬しよう油ゆの香かおりをばらまきつつ、答えが返った。

「見てのとおりのいけすかない奴だよ。

　ちょいと、整ととのってる顔をしてるからと思っていい気になってる野郎だ。

　同性から嫌きらわれ、異性から敵視されるってやつだな。

　まあ、今までは恰好をつけても、もててなかったから愛あい嬌きようがあったんだが、最近急にもて出したから、洒落しやれが洒落にならんようになったんだよ」

「急に、ですか？」

「そ。あの馬鹿が、この間うちの客を口く説どいてるのを見たけどよ。

『あなたにこの曲を捧ささげます』とかなんだか訳わけの判らん事を言ってだな、懐ふところから笛ふえ取り出してビィビョロロと下へ手たな演えん奏そうをはじめやがったんだ。あれなら、蜂はちや蚊かの羽は音おとの方がよっぽど名曲だ。

　俺おれが笑うのを必死に堪こらえてたら、なんと驚おどろいた事に女の顔がポッとなったじゃねえの。

　サザエが焼けるのを待っていた後ろの娘さんまで、ポッとなったんだぜ。

　判んねえよな、女心って。

　特にあの瑞絡は、凄すご腕うでだけど堅かた物ぶつで有名だったのにな」

　その笛が宝ぱお貝ぺいだと和穂と殷雷は確かく信しんした。

　一通り消毒がすんだ殷雷は、焼けたサザエを手にとり、竹たけ患ぐしで身をほじりだす。

「えらく、俗ぞくな宝貝じゃねえか和穂よ。

　笛の音を聞いてもこの親父は何ともなかったんなら、純じゆん粋すいに異性を魅み了りようする宝貝かよ。

　お前の師し匠しようもくだらん宝貝を造ったもんだな」

　いつもなら、師匠の悪口を言われればむきになって言い返す和穂だったが、今回だけは口調が弱かった。

「いや、まあ、私も結けつ構こう、アレな宝貝だと思うけどね。

　一応、欠けつ陥かん宝貝として封印したんだから、師匠も自分でアレだなあと、考えたんじゃない？」

　焼けすぎたサザエを金網の端はしに動かし、露店の親父は言った。

「宝貝、宝貝って。そんなお伽とき話ばなしみたいな事が本当にあるのかね。確かに、最近の細陵は尋じん常じようじゃないがな」

　殷雷はニヤリと笑う。

「さあ、宝貝なんざ本当にこの世にあるのかねえ。ともかく俺らは細陵の笛に用があるんだよ」

「そうか。細陵に一ひと泡あわ吹かすつもりならば、色々と教えてやろう。

　正直、俺も少々ムカついてるんだが、正面きってつっかかれば、もてない男のひがみみたいで恰かつ好こう悪いからな」

　言われてみれば、細陵や瑞絡と戦っている時、野や次じ馬うまたちはみんなニヤニヤ笑っていたと殷雷は思い出した。

　壮そう大だいな溜ため息いきをつき、殷雷は残ったサザエを口の中に入れた。




　　　　三




　その街まちの前には海が広がり、背後には山がそびえ立っていた。

　街には魚市場や、魚の取引の場などがあり賑にぎやかであったが、基本的には人は住んでいなかった。

　冬場には、大時し化けの影えい響きようをもろに受け、街全体が海水まみれになるからである。

　人々は、山の向こうの丘きゆう陵りよう地帯に住じゆう居きよを構かまえていた。

　街に出るには四半刻（三十分）ばかり、緩ゆるやかな山道を歩く必要があるのだが、時化で全財産を流される事を考えれば、それほど苦にはならなかった。

　露店の親父は、この山道が不意打ちに最さい適てきだと太たい鼓こ判ばんを押した。

　不意をつくつもりはなかったが、街中での騒動を避けたい殷雷たちは、山道で細陵が来るのを待つ。




　　　　＊




　数日後の山道。

　山道とはいえ、木の香かおりよりも潮しおの香りがきつかった。

　目の前に現れた、和穂と殷雷を見て、娘たちは大騒ぎした。

『「ちょっと、また出たわよ」「このあいだ瑞絡にかなわなかったくせに」「そうよそうよ」「弱いくせに、しつこいんだから」』

　殷雷は相手をせずに、瑞絡を見つめた。

「よお、今日はけりをつけてやるぜ」

　殷雷の言葉に誘さそわれたのか、ユラリと瑞絡が正面にでた。

「……望のぞむところだ」

「驚おどろいて腰こしをぬかすなよ」

　言うなり、殷雷の体は軽い爆発音をたて、爆ばく煙えんの中へ姿を消した。

　和穂は爆煙の中から、黒い鞘さやにつつまれた一振りの刀を引きずり出す。

　何事かと見守る女たちだが、爆煙と共に姿を消した殷雷を見て、慌あわてふためく。

『「わ、消えた」「ちょっと、もしかして」「あの刀がアイツなの？」「きゃあ、化け物よ！」』

　余よ程ほど驚いたのか、細陵と瑞絡を除のぞいた女たちは、散ちり散ぢりに逃げていく。

　瑞絡は冷静に、状じよう況きようを判断しようとしていたが、細陵はかなり驚いていた。

「な、なんじゃい貴き様さまは！　もしかして」

　和穂は一気に、刀を鞘から抜き放った。

　雷光を思わせる、青白い刃やいばがギラリと光っている。

　和穂は、ゆっくりと言った。

「そういう訳わけです。

　細陵さんが持っている以外にも、宝貝はあるんです。

　お願いします、宝貝は元々は仙界の道具、人間の世界にはあってはならないものなのです。

　宝貝を返してください」

　腰を抜かさんばかりに、細陵は慌てふためく。

「わ、渡さないぞ、この笛だけは！　瑞絡、頼たのむ、こいつを始し末まつしてくれ！」

　驚きはしたが、瑞絡は動揺はしていなかった。

「あの男はどこに消えた？」

　和穂は刀を目の前に上げた。和穂の口調は殷雷のものへと変わった。

「ここにいるさ、瑞絡よ。

　我わが名は殷雷刀とう。刀の宝貝だ。刀の時は喋しやべる口がないから、和穂の声を借りているんだよ。

　細陵は笛の宝貝で、お前を操あやつっている」

「馬鹿な。そんな話が信じられるか！」

「信じられないならば、戦うまでだ」

　瑞絡は二本の刀を抜き、以前と同じ構えをとる。

　殷雷刀の鞘を腰帯に差し、和穂は切っ先を瑞絡に向けた。

　瑞絡は眉み間けんに皺しわを寄よせた。

「……小娘とて、加減はせんぞ」

「遠えん慮りよはいらんぞ。戦いに関しては、和穂の体は俺が操っているからな」

「細陵、下がっていてください」

　一人の男が刀に姿を変えた事より、瑞絡にとっては、和穂の身のこなしが以前とは比べ物にならない鋭するどさを持った事の方が、不ふ思し議ぎだった。

　本当にそれが宝貝の刀なのだろうか？　疑ぎ問もんはつきなかったが、瑞絡は戦うしかなかった。

　しばし、迷まよった挙あげ句く、迷いを断ち切りながら瑞絡は一気に踏み込んだ。

　左手の刀が和穂に向かい走った。

　和穂も殷雷刀を一いつ閃せんさせる。だが、体勢がぐらついてしまった。

　逃のがすかとばかりに、右手の刀がしなりながら和穂を狙ねらう。

　殷雷刀の刃が再び光る。




　馬鹿な！　瑞絡は目の前の光景が信じられなかった。

　刀を折られる可能性は考こう慮りよしていた。

　だが、もし刀を折られた衝しよう撃げきを感じたならば、別の攻撃を仕掛ける考えだった。

　瑞絡はもう一度、両手の刀を見てみた。

　刀身が綺き麗れいになくなっている。

　刀を折られた衝撃は感じていない。

　瑞絡は息いきを飲のんだ。

　殷雷刀は、瑞絡の刀をへし折ったのではなかった。

　殷雷刀は、刀身を切せつ断だんしていたのだ。

　研とぎ澄すまされた剃刀かみそりが、紙を切断するかのように。

　衝撃がうまれるはずはなかった。

「ま、宝貝だから、これぐらいの芸当は出来て当たり前なんだがね。

　人の事を甘いとか言ってやがったが、今のお前の攻撃は峰みね打うち狙いじゃねえか」

　声は瑞絡の背はい後ごで聞こえた。

　振り向く前に首くび筋すじに重い手しゆ刀とうが落とされ、瑞絡は膝ひざをついた。

　裏返った声で細陵は叫ぶ。

「ず、瑞絡！」

　くるりと振り向き、和穂は殷雷刀を細陵に突き出した。

「さて、観かん念ねんしな」

　細陵は後ずさりながら、袖そでの中から紅べに色いろの横よこ笛ぶえを取り出した。

　和穂はジリジリと細陵に近づく。

「ふん。無む駄だなあがきを」

　心の中で、和穂は殷雷に異い議ぎを唱となえた。

『ちょっと、殷雷。別に無駄じゃないでしょ？　あの笛で私が操あやつられたらどうするのよ』

『……そういや、お前は女だったな』

『そういやって何よ？　そういやって』

　ここぞとばかりに、細陵は横笛に息を吹き込む。

　ビィビャロビャロロォォ。

　お世せ辞じにも綺麗とはいえない音が、奏かなでられる。甲かん高だかい振しん動どう音おんは、どことなく昆こん虫ちゆうの羽は音おとを連想させた。

　その音ね色いろを聞いた途と端たん、和穂の体が鉛なまりのように重くなった。
















　髪の毛が逆さか立だち、音に抵てい抗こうしようと必ひつ死しになって身み構がまえる和穂の姿に細陵は驚おどろきを隠かくせなかった。

　今までの相手は、抵抗する素そ振ぶりもみせずに易やす々やすと魅み了りよう出来たのだ。

　このままではいかんと細陵は息を強め、さらに音を大きくした。

　音が大きくなるにつれ、和穂の顔の苦く痛つうも大きくなっていく。

　このままゆけば、自分の勝ちだと細陵はほくそえんだ。

　横笛を握にぎり、力のままに息を吐き続ける。

　殷雷は和穂の心の中で、舌打ちをした。

『ちと、油ゆ断だんしたか』

『だ、大丈夫なの殷雷！』

『堪こらえろ。奴の息とてそう続くはずはない』

　だが、意外にも細陵の笛の音はやむ気配を見せなかった。

　仮にも宝貝の笛だ。使用者が望のぞむ限りは幾いくらでも奏で続けられたのだ。

　脂あぶら汗あせを流しながら、和穂はゆっくりと膝をついた。

　そろそろ限界だろうと、細陵はさらに笛の音を大きくした。

　と、その時。

　がさりと何かが山道へ現れた。

　笛を吹きつつ、一瞬にして和穂に負けないぐらいの脂汗が細陵の体を濡ぬらす。

　現れたのは、一匹の虎とらだった。

　虎にしては小こ柄がらだったが、体長は殷雷よりも長い。

　飢き餓がに狂った目でグルルグルルと唸うなっているのではなかった。

　日向ひなたの猫ねこのように機き嫌げんが良さそうな顔をして、喉のどをゴロゴロ鳴らしている。

　ゆっくりとゆっくりと、細陵に向かって歩いていく。

　耳の裏うらをかいて欲しくてたまらないような仕し種ぐさに見える。

　膝をつきつつ、和穂は言った。

「危あぶない！　細陵さん……笛を吹くのをやめないと……それは、たぶん、雌めすの虎……」

　細陵は虎から離れつつも、笛を離さない。

　和穂は言こと葉ばを続ける。

「その虎は……細陵さんに……なついてる……でも、じゃれつかれたら、……背せ骨ぼねぐらいは簡かん単たんに折れますよ……」

　だったらどうしろというんだ、と細陵は目で叫んだ。

「……大丈夫。……私と殷雷で……虎はどうにかします。……笛を……」

　一いちか八ばちか、細陵は笛から口を離した。

　途と端たんに、和穂は大地を駆かけ、細陵の手の横笛を、右手に持つ殷雷刀で一いつ刀とう両りよう断だんにした。

　そしてそのまま、虎に馬乗りになった。

　暴あばれる虎の首に左手を絡からませ、まるで手た綱づなのように押さえつける。

　笛の音が消え、突然暴れだす虎。

　暴れ馬を乗りこなすがごとく、虎の背中で和穂の体が跳はねる。

　しばらく暴れた虎に、疲つかれが見えたところで、和穂は虎の背中から飛び下り、刀の背で虎の後ろ足を軽く打つ。

　やっとのことで呪じゆ縛ばくを逃れた虎は、慌あわてて山の中へと走り去っていった。

　ホッと息をつき、和穂は右手の殷雷刀を宙ちゆうに放ほうり投げる。

　軽い爆発音をたて、刀は再び人の形をとった。

「さて、これで一段落はついたんだが、細陵よ。

　色々と、手間をかけさせてくれたではないか。

　俺おれはお前みたいに、人の心をもてあそぶ奴が大嫌いなんでね。

　ちょいと痛いたい目にあってもらおうか」

　殷雷は指の骨をボキリボキリと鳴らした。

　殷雷の怒いかりの視線に、細陵は尻しり餅もちをつき後ずさろうとする。

　が、殷雷と細陵の間に、一人の女が割って入った。

　細陵をかばうように、殷雷に対して両手を広げ、首を横に振っている。

　瑞絡だった。

　殷雷は顎あごをしゃくりあげた。

「どけい。瑞絡よ。

　宝貝を破は壊かいしたんだ、お前は術じゆつから覚さめているはずだ。

　お前とてこいつには腹がたつだろう」

　瑞絡は静かに言った。

「……うちは武家の一族でね。男子に恵めぐまれなかったんで私は物心ついた時から、刀術の修しゆ行ぎように明け暮くれていた。

　遊びたいと言っても、許ゆるしてはもらえずに鍛たん練れんの毎日だった。

　泣いてもわめいても、果てる事のない修練の毎日さ。

　辛つらいと思う気持ちがある事が辛かった。

　私は自分でも知らないうちに、自分の感情を自分の中にしまいこんでいたんだ」

「お前の身みの上うえ話など」

「喜き怒ど哀あい楽らくの感情を封じ、刀の腕だけはメキメキと上がっていったんだ。

　強くなったのを、喜よろこぶ気持ちも既すでになくしているのにさ。

　そうやって何年も生きてきて、細陵に出会ったんだよ。細陵の笛を聞いて、私の心は揺ゆさぶられた。

　他人に好意を持つ自分が、信じられなかったよ。

　皮ひ肉にくなもんだ。細陵に心を奪うばわれたおかげで、しまいこんでいた感情も再び外に出られたんだ」

　尻餅をついていた細陵は立ち上がり、瑞絡の肩に手を置く。

「そうだったのか、瑞絡。そうとは知らずに俺は、『結構腕がたつし、手元においときゃ何かの役にでもたつんじゃないか』ぐらいの、本当に軽い気持ちでお前を口く説どいていたんじゃ」

　肩に置かれた細陵の手を、瑞絡は強く握りしめた。

　ばつが悪そうに殷雷は自分の頭をかいた。

「ふん。瑞絡よ、お前が怒おこってないのなら、俺がそいつをブチのめす必要もあるまい」

　瑞絡は細陵の手をさらに、強く握る。

「話は最後まで聞きなよ、刀の兄ちゃん。

　細陵のおかげで、私は感情を思い出した。




　けども、それはそれ、これはこれだ。




　宝貝の力でよくもまあ、私をたぶらかしてくれたな細陵よ」

　自分の手を握る、瑞絡の力に不吉なものを感じつつ細陵は言った。

「いや、まあ、ともかく感情を取り戻せて良かったんじゃないかのう。

　喜怒哀楽の気持ちがあれば、人生もまた彩いろどるであろうよ」

「確かにな。

　ちなみに、今の私の感情は喜怒哀楽のどれだと思う？」

「喜かな？　楽かな？　哀ってはずはないよな？」

「怒だ」

　腕を後ろ手にひねりあげられ、細陵は大声で叫んだ。

「わ、わ。そこの二人、助けてくれい！」

　瑞絡を説せつ得とくしようとした和穂に、殷雷は首を横に振った。

「かまうことはない、好きなようにやらせておけ」

「でも」

「痴ち話わ喧げん嘩かに首を突っ込むもんじゃないぞ。

　笛は拾ひろったな、行くぞ和穂」

　立ち去る和穂たちの背中に、細陵の断だん末まつ魔まの叫びが響ひびく。




『蜂引笛』

　仙界の一部で猛もう威いを振るった、半なかば妖よう怪かい化かした蜂はちの群むれに対たい抗こうする為ための宝貝。れっきとした兵器である。

　欠陥は、女王蜂を手て懐なずける機き能のうのせいか、種族を問わず、女性を魅み了りようする効こう果かを持ってしまった事である。
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「妙みような人？　そういうの多いからね、この辺あたりは。大だい道どう芸げい人にんやら、曲きよく芸げい師しなんか掃はいて捨すてるほどいるわよ」

　茶ちや屋やの女は、二人連づれの客に水を出しながらそう言った。そして、客の顔を見た。

　一人は若い娘むすめだ。歳としの頃ころなら十五、六。柔やわらかそうな髪かみを背中で束たばねている。ほっそりとした顎あご、意い思しの強そうな太めの眉まゆが、澄すんだ黒色の瞳ひとみの上にのっかっていた。

　年頃の娘らしく、小さな白い耳みみ飾かざりを着つけているが、ただの安物だろう。

　顔を見ている限りでは、普ふ通つうの娘と変わらないが、服ふく装そうは奇き妙みようだった。

　娘は仙せん人にんや道どう士しが着ているような、白い道どう服ふくを着ていた。若い娘の道士なんて、聞いた事がない。茶屋の女は木の盆ぼんを胸むねに抱かかえて、言こと葉ばを続けた。

「お客さんたちも、妙って言えば、妙よ。

　若い娘の道士なんかに、縁えん起ぎ担かつぎを頼たのむ人なんているの？　あんまり、娘の道士じゃありがたくないじゃない。

　あ、もしかして、修しゆ行ぎよう中ちゆうの道士かなにかかしら？」

　道服の娘の前、卓たくを挟はさんで座すわる青年は笑って、茶屋の女に言った。

「へへへ。馬鹿を言っちゃあいかん。

　こいつは、この前まで道士どころか仙人だったんだぜ。なあ、和かず穂ほ大先生。

　もっとも、術じゆつは使えないんだぜ」

　青年は娘とは対たい照しよう的てきに、黒い袖そで付きの外がい套とうを身につけていた。

　たいして大おお柄がらな男ではないが、俊しゆん敏びんそうな体たい格かくをしている。和穂と呼ばれた娘よりも長い黒髪を、無む造ぞう作さに、括くくっていた。

　店に入ってきた時に持っていた、銀色の棍こんは、今は卓に立て掛かけている。

　青年の鷹たかのような眼がん光こうから、茶屋の女は男の棍がハッタリの武ぶ器きではないと見み抜ぬく。

　強がって喜よろこんでいるチンピラとは、わけが違う。本当に強い奴やつはこういう目をしていると、茶屋の女は知っていた。

　和穂は頭をかきながら答えた。

「また、殷いん雷らいったら、そういう意い地じ悪わるな言い方をするんだから」

　茶屋の女は、盆を持ち直した。

「ここいらじゃ、珍めずらしくもないわよ。皇こう帝ていの血を引いているだとか、金きん鉱こうの在あり処かを印しるした宝の地図を持っているとか、そういう奴も多いからね。仙人じゃなくて、元仙人なんてこけおどしなら、可愛かわいい方だと思うわよ。

　で、注ちゆう文もんは何にする？」

　殷雷は、瞬しゆん間かん、真しん剣けんな目付きになり素す早ばやく思し案あんし答えを出す。

「団だん子ごと、玄げん米まい茶ちやだ」

「えぇと、緑りよく茶ちやと、私も団子」

「はいよ」

　茶屋の女は、厨ちゆう房ぼうの奥おくへと姿すがたを消した。

　和穂は水を飲み、一ひと息いき吐ついた。

「それにしても、賑にぎやかな町だね。それほど大きくもないのに」

　茶屋の店内は、広々としていた。卓もかなりの数が用意されている。

「さあな。馬鹿でっかい滝たきとかの観かん光こう名めい所しよが近くにあるか、祭まつりでもあるんじゃないか。通りのあちこちに提ちよう灯ちんが飾かざってあったぞ。

　ま、そんなこたあ、どうでもいい。宝ぱお貝ぺいの場所は判わかってるのか？　今の店員の話じゃ、特に厄やつ介かい事ごとは起きてないようだが。

　正せい確かくな宝貝の場所は判るか？」

　宝貝。

　仙人が己おのれの技ぎ術じゆつの粋すいを結けつ集しゆうして、造つくり上げた神しん秘ぴの道具を宝貝と呼ぶ。

　岩がん石せきですら両りよう断だんする剣けんに、炎ほのおを操あやつる槍やり、幾いく千せん里りもの距きよ離りを瞬しゆん時じに移い動どうする靴くつなど、無数の種類の宝貝があり、それぞれが特とく異いな能のう力りよくを持っていた。それらの宝貝は、仙人たちの世界である仙界にしか、存そん在ざいしてはならない道具たちだった。

　人間の世界においては、その超ちよう絶ぜつ的てきな能力は災さい厄やくの元でしかない。

　だが、一人の仙人の過あやまちにより宝貝は人間の世界にばらまかれてしまったのだ。

　それも、一つや二つではない。その数は七百二十六個。

　しかも、ばらまかれた宝貝は通常の宝貝とは異ことなりそれぞれが欠けつ陥かんを抱えていたのだ。

　地上に混こん乱らんが起きるのは、必ひつ至しだった。この重じゆう大だいな事じ件けんに、仙界がとった態たい度どは、静せい観かんの一手だった。

　仙人の仙術による宝貝回かい収しゆうは、余よ計けいに混乱を巻き起こすと仙界は判はん断だんしたのであった。

　この決定に、宝貝をばらまいてしまった仙人が異い議ぎを唱となえた。名前は和穂。

　仙術で、より混乱が起きるのならば自分は仙術を封ふうじ込めて、宝貝の回収を行うと志し願がんしたのである。

　願ねがいは聞き届とどけられ、彼女は幾つかの宝貝と共ともに地上に降おり立った。

　彼女の耳飾りは宝貝の在り処を探さぐる宝貝、索さく具ぐ輪りんであり、道服の赤い腰こし帯おびにくくりつけたひょうたんも断だん縁えん獄ごくという宝貝であった。

　そして、彼女の前に座る、黒髪の男も宝貝であった。

　名前は殷雷刀とう。人の姿を取ってはいるが、彼の正体は刀かたなの宝貝である。

　殷雷は口を開いた。

「遅おせえなあ、団子」

　これでも一応、刀の宝貝である。

　索具輪で、宝貝の在り処を探っていた和穂は耳飾りから、細い指を離はなした。

「多分、この町に一つの宝貝がある。もう一つ宝貝の反はん応のうがあるんだけど、町からは少し離れてると思う」

「索具輪はまた調ちよう子しが悪いのか？」

　索具輪は、他の宝貝の在り処を教える宝貝である。

　だが、その精せい度どには好こう不ふ調ちようの波があり、時として使いものにならない。

「この町の、恐おそらくこの通りにあるのは判るんだけどね。

　賑やかな町だから、誰だれかまで探り当てるのは無む理り。もう一つの反応は町の外だよ」

「じゃ、ともかく、町の中の方から順に片づけていくか」

「うん」

　ふと、殷雷は和穂の声にいつもの張はりがない事に気がついた。ちょっと鼻はなにかかったような声になっている。顔も少し赤いようだ。

「どうした和穂？　風か邪ぜか？」

「大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫。たいした事はないよ」

「なら、いいが。一いち段だん落らくしたら、二、三日休きゆう養ようしよう」

　二人が話していると、茶屋の女が、湯ゆ飲のみと団子をのせた盆を持って現れた。

　一本の竹たけ串ぐしに、草色をした三つの団子が刺ささっている。

「はい、お待たせ。悪いけど、祭りの間は特別料金で二割わり増ましだからね」

　なんの祭りだろうかと、和穂は思った。

「祭りですか？」

「そう。隣となり町まちで、明日あしたから銀ぎん龍りゆう神じんの社やしろの建こん立りゆう五十周年の祭りをやるんだよ」

「へえ、そうなんだ。上う手まい具ぐ合あいに、祭りの時に来たなんて、運うんがいいな」

　茶屋の女は口くち笛ぶえを吹ふく。

「そうでもないわよ。来月は白はく猿えん様さまの社の建立五十周年だし」

「へ？」

「頭のいいのが、昔、隣町にいてね。

　何の名物もなかった町に、百二十柱の神様を祭る社を、一ひと月つきおきに建立したのよ」

　殷雷は真ま正しよう面めんから、団子を一ひと口くちで食べた。流石さすがに武器の宝貝、竹串の間ま合あいを完かん璧ぺきに考こう慮りよしていて、紙かみ一ひと重えの見切りで、竹串で喉のどを突つくのを避さけていた。

「もぐ。

　それじゃ、毎月、どこかの社が建立何十年かの祭りじゃねえか」

「そ。でも、その御お陰かげで隣町は観光地になって、この町まで繁はん盛じようしてるの。だから、芸人とかが多いのよ。うさんくさい奴も、浮うかれてる人間を目当てにやってくるんだけどね。

　そうだ、さっきの話だけどね。

　ここらへんの人間で一人ひとり妙なのがいたよ」

　団子を食べようとしていた、和穂は手を止めた。

「妙な人ですか？」

「そう。鈴りん旋せんていう女なんだけどね。

　凄すごいわよ、賭かけ事ごとで儲もうけて蔵くらを建たてたのよ」

　殷雷は鼻で笑う。

「ふん。だからどうした。そうやって、一山当てる奴がたまにいるから、博ばく打ちに狂くるう奴が後あとを絶たたないんだ」

　茶屋の女も負けじと、笑う。

「一回、大おお穴あなを当てたわけじゃない。

　ここ、半年、博打場で負け知らずなのよ。

　だいたい、ここいらの博打場ってのは、役やく所しよが仕し切きってて、観光客の暇ひまつぶしみたいなものだから、動くお金はたかが知れててね。

　それなのに、あれだけ勝つなんて絶ぜつ対たいに普ふ通つうじゃない。役所の仕切りだから、出入り禁きん止しにもされないしね」

　興きよう味みを覚おぼえたのか、殷雷の猛もう禽きん類るいのような眼光が鋭するどく光った。

「その、鈴旋ってのは、隣町に住んでいるのか？」

「鈴旋に会うつもり？　あいつなら、この町に住んでるよ。博打場が開かれるのは、祭りの間だけだから、そこらへんの酒さか場ばでもうろついてるんじゃない？」

　和穂は茶屋の女に、鈴旋の特とく徴ちようを尋たずねた。茶屋の女は和穂の質しつ問もんに答えた。さらに、一つの忠ちゆう告こくを与あたえる。

「鈴旋とやりあうなら、一ひと筋すじ縄なわじゃいかないよ。

　歳としは若いけど、それでもあいつは勝しよう負ぶ師しなんだから。

　しかも、だいぶ性しよう根ねが腐くさってるからね」

　話をきいても殷雷と和穂は、口を開かなかった。なぜ、相あい槌づちの一つも打たないのかと、茶屋の女は不ふ思し議ぎに思った。

　この緊きん張ちよう感かんは何だろうと、茶屋の女は考えた。

　まさか。

　ゆっくり振ふり返ると、そこにはニヤニヤ笑った鈴旋が、片かた膝ひざを立てて卓の上に座っている。

「性根が腐ってて悪かったね」

　茶屋の女は、出で来きるかぎり大だい胆たんに言い返した。こういう時に、脅おびえを顔に出すと後あと々あとつけあがられるかもしれない。

「優やさしいお嬢じようさんです。とでも紹しよう介かいしてほしかった？」

　言うだけ言って、茶屋の女は奥へさっさと引っ込んでしまう。鈴旋もまた、殷雷と同じように抜ぬけ目めのない目をしていた。

　年ねん齢れいは二十歳前ぜん後ごだろうか、短みじかめに揃そろえた髪と、きつめの化け粧しようで鋭さが増されている。

　赤い服には、絡からみつくような柳やなぎの刺し繡しゆうが施ほどこされていた。

　鈴旋はチラリと、腕うで前まえを品しな定さだめするように殷雷を見つめた。殷雷の強さを充じゆう分ぶんに認みとめた上で、勝負師らしく大胆な態度を取る。

　卓から降り、和穂たちの側そばに寄よる。

「鈴旋は私だけど、何か御ご用よう？」

　そう言って、和穂がまだ口をつけていない団子を手に取った。

「あ、私の団子！」

　自分の事を嗅かぎ回まわっている、この奇妙な二人連れは何者だ？　男は戦たたかいなれた武人だと一目で判る。なら、この小娘は何者かと、鈴旋は吟ぎん味みした。

　団子を取り戻もどそうとする、和穂の頭を押さえ、その瞳ひとみを見る。

　……ただの小娘だ。

　その瞳の奥にあるのは、明るさと無む邪じや気きさだけでしかない。

　団子の一本で大おお騒さわぎするなんて、ただの子供ではないか。

　和穂に見せつけるよう、鈴旋は団子を美う味まそうにたいらげる。

　そして、鈴旋は意い地じの悪さを包つつみ込む笑え顔がおを作り、厨ちゆう房ぼうに向かい注文した。

「悪いけど、この娘の頼たのんだ団子をもう一皿持ってきて」

　和穂の顔に嬉うれしそうな表情が浮かんだのを鈴旋は見み逃のがさない。

　自分の団子を食べられたのは、ただの冗じよう談だんで、ちゃんと新しいのを返してくれると、考えているのだ。

　すぐに、追つい加かの団子がやって来たが、鈴旋は当然のごとく、その団子をパクリと自分で食った。

　絶ぜつ望ぼうにうちひしがれる和穂に向かい、殷雷は言った。

「『何すんのよ、この厚あつ化げ粧しようのババァ！』ぐらい怒ど鳴なってやったらどうだ？」

「そんな事言ったら、このオバさんに失しつ礼れいだよ！」

　なんのためらいもなく、鈴旋は和穂の頭をポカリと殴なぐる。

「誰だれがオバさんだ！　お前と十歳も歳は離れてないわよ！　最近、不ふ摂せつ生せいがたたって、ちょっと肌はだが荒あれてるだけなんだからね！　若いからって、いい気になってるんじゃないわよ。若さなんて、努ど力りよくの賜たま物ものでもなければ、才さい能のうでもないんだからね！　むかつくむかつくむかつく。『私はまだ若いから、化粧なんかしなくていいや』なんてぐらいにしか思ってないんでしょ。あぁ、もお、眉まゆ毛げが太いくせに！」

「うわあ、ごめんなさい！」

　ポカポカと和穂の頭を小こ突づきながら、鈴旋は殷雷をにらむ。

「あんたと、この娘はどういう関係よ？」

　玄米茶をすすり、殷雷は少し考えた。

「ま、護ご衛えいといったところか」

「……護衛なら、助けてやんなよ」

「馬鹿らしい。年とし増ま女おんなに苛いじめられてるぐらいで、護衛が動くか」

　騒いでいる最さ中なかに、和穂は大きなくしゃみをした。

「くしゅん！」

　慌あわてて、鈴旋は和穂から離れる。

「何よ、あんた。風邪でもひいてるの？　うつさないでよ！　明日から、祭りが始まるんだからね。あっちいってよ！　汚きたないわね」

　くしゃみがかかったのか、鈴旋は自分の手を和穂の頭にこすりつける。

　様よう子すを見ていた殷雷は、喧けん嘩かに興きよう味みはないとばかりに口を開く。

「鈴旋。やけに景けい気きがいいそうじゃないか」

「文もん句くある？　別にいかさまをやってる訳わけじゃないわよ」

　和穂が宝貝について、問いただそうとするのを殷雷は目め配くばせで、阻そ止しした。

　問いただす前に、その目で確かく認にんしようとする殷雷の作さく戦せんを、和穂は何となく理り解かいした。

　殷雷は、懐ふところから銀ぎんの塊かたまりを取り出す。これだけの銀なら、だいたい、一か月は充じゆう分ぶんに遊んで暮くらせるだけの価か値ちはある。

「どうだ。一つ、勝負をしてみるか」

　銀の塊を見て、鈴旋の顔に大きな笑みが浮かんだ。和穂を小突いていた表情からは、想そう像ぞうも出来ないような柔やわらかな笑顔だ。

「えらく気前がいいじゃない。こんなに大金を私にくれるの？」

「勝負に勝てばな」

「もし、私が負けたら？」

「そのツキの秘ひ密みつを教えてくれ」

「いいわ。じゃ、勝負は何でする。札ふだでもいいけど、役の説せつ明めいが面めん倒どうよね。

　代かわりにこれでいいかしら？」

　鈴旋は胸むな元もとから、白いサイコロを二つ取り出した。サイコロの宝貝か？　殷雷は思し案あんを巡めぐらした。

「サイコロで充分だが、変な仕し掛かけがないか確かめさせてくれるよな？」

　殷雷は鈴旋の反応を見た。だが、鈴旋は返事をするまでもなく、殷雷にサイコロを手渡した。

　手て早ばやく調べたが、どうみても普通のサイコロだ。手の中で転ころがしてみても、宝貝どころか、イカサマサイコロですらない。

「いいぜ。いいサイコロだ」

「じゃ、勝負よ」

　鈴旋は卓の上に置いてあった、竹製の箸はし立たてを摑つかみ、中に入っていた朱しゆ色いろに塗ぬられた赤い箸を無む造ぞう作さに、床ゆかへ捨すてた。

　そして、空からの箸立ての中にサイコロを投げ込み、手て慣なれた仕し種ぐさで何度も振り、一気に卓の上に、箸立てを置く。

　伏ふせられた箸立ての中で、サイコロは一体どの目を現しているのか？

　鈴旋は笑って言った。

「お兄さん。イカサマをしていないのは、判るよね。あんたほどの腕うで利ききの前で、イカサマをやる程ほど、馬鹿じゃないよ」

　イカサマはしていない。それどころか、宝貝を使う暇ひまもなかったと、殷雷は判はん断だんした。

　鈴旋は自じ信しん満まん々まんの顔をしている。

　だが、奇妙な自信だと、殷雷は気がついた。

　鈴旋の自信は、勝利を確信しているというより、敗はい北ぼくを恐れていない『余よ裕ゆう』に近いようだ。

　まるで、大金持ちが小銭で賭け事をしているようである。サイコロは宝貝ではなく、宝貝を使ったようにも見えない。

　少し戸と惑まどう殷雷に鈴旋は言った。

「さあ、丁ちよう（偶ぐう数すう）か半はん（奇き数すう）か？」

「よお、和穂。どっちだと思う？」

　茶屋の卓の上には勝負事の緊きん張ちよう感かんが、漂ただよい始めていた。

　まだ痛いたいのか、泣きそうな顔で小突かれた頭を撫なでながら和穂は言った。

「丁だと思う」

　間かん髪はつ入れず、殷雷は勝負に出た。

「よし、鈴旋。半だ！」

　和穂は慌あわてる。

「殷雷、私は丁だと言ったんだよ」

「判っている。だから、半だ！」

「どういう意味よ！　そりゃ私って、運がいい方じゃないけど」

　鈴旋は、ゆっくりと箸立てを卓の上から離す。現れたのは、二と五の目。

　出で目めは、半だ。殷雷の勝ちだ。

　奇妙な空気が流れた。殷雷は半なかば、自分が負けると予よ想そうしていたのだ。

　鈴旋を見れば、敗北の悔くやしさは微み塵じんもなかった。平然とした顔をしている。

「あら、負けちゃった」

「……もしかして、本当にただの強きよう運うんだったのか」

「いいえ。次は負けないもの」

「次などあるか！　一回勝負だ！　貴き様さま、宝貝を持っていたのではないか！」

　鈴旋は動じない。声に含ふくまれる余裕は、只ただ事ごとではない。

「宝ぱお貝ぺい？　宝貝を知っているの？　なるほどね。それじゃ、和穂が宝貝を回かい収しゆうしている元仙人で、殷雷が刀の宝貝なわけか。噂うわさには聞いていたけど、こんな小娘だったとは。

　ツキの秘密を教えるんだったね。簡かん単たんよ。今の勝負の出目は半だった。それを覚えておくの。次の勝負の時には、私から先に半に賭かけさせてもらう。それが、勝負に負けない絶ぜつ対たいの方法よ。ツキなんかじゃない。

　まあ、追おっ手てと判ったからには『次』は吞のん気きにサイコロ博ばく打ちなんかやらないけどね」

　鈴旋は一歩後ずさり、殷雷との間合いを開けた。そして、袖そで口ぐちから小さな砂すな時ど計けいを取り出した。

「あなたたちは絶対に私に勝てないのよね。可哀かわいそうに。

　この砂時計は、再さい来らい砂さという宝貝でね」

「再来砂だと！」

　殷雷が弾はじけるように、椅い子すから立ち上がり棍こんを手にした。

　殷雷の棍の一いち撃げきより早はやく、鈴旋は再来砂を作さ動どうさせた。途と端たんに、鈴旋の輪りん郭かくはぼやけ赤い光の粒りゆう子しになる。鈴旋は言葉を続けた。

「じゃ、一か月ぐらい過か去こに戻もどる」

　光の粒つぶになった鈴旋は、吸すい込まれるように虚こ空くうに消えていった。




　　　　二




　光を超こえる光になり、鈴旋は時間の中を遡さかのぼっていった。再来砂は、使用者を過去に引き戻す能力を持つ。だが、いかに宝貝とはいえ、限げん度どなく過去に戻す力はない。

　再来砂の使用者は、まず砂すなの落ちきった再来砂を引ひっ繰くり返かえさなければならない。

　その引っ繰り返した瞬しゆん間かんが、再来砂で戻れる過去の限げん界かい点てんなのだ。

　際さい限げんなく砂の落ちる奇妙な砂時計、それが再来砂が機き能のうしている姿である。

　春に再来砂を引っ繰り返し、夏に海を秋に山を訪おとずれ、今は冬だとしよう。

　秋に戻れば、山にいた自分に戻り、夏に戻れば海にいた自分に戻る。だが、春の前には、戻れず、未み来らいに行くのも不ふ可か能のうだ。

　鈴旋の場合、半年前に再来砂を拾ひろった時がその限界にあたる。

　それで鈴旋には充分だった。

　祭りの時に開かれる、博打場の出目を記き憶おくし、過去へ遡る。結けつ果かの判わかっている博打で負けるはずがなかった。

　こうやって鈴旋は、幾いく度どか時間を遡り、蔵くらを建たてる程ほどの儲もうけを得ていたのだ。

　そして、今、宝貝を回収に和穂と殷雷がやって来た。殷雷はかなりの腕うで前まえだが、恐おそれるには足たりない。奴やつらが今日きよう、この町にやって来るのはこれで判った。歓かん迎げいの準じゆん備びをする余よ裕ゆうは充分にある。
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　鈴旋が遡ったのは、殷雷たちと遭そう遇ぐうした日の丁ちよう度ど、一か月前だった。

　一か月もあれば、殷雷たちを歓迎する準備は充分に間に合うだろうと、考えたからだ。

　鈴旋が今居いる場所は夕ゆう闇やみ迫せまる路ろ地じ裏うらだ。一か月前のこの日、自分は何をしていたのか鈴旋は思い出そうとした。

　なかなか、一か月前の自分の行動を思い出すのには手て間まがかかる。

　それでも鈴旋は、今は路地を抜け、酒場に行く途と中ちゆうだったと思い出した。

　一部を思い出すと、それに引きずり出されるように、幾いくつかの記き憶おくも戻る。

「銀ぎん龍りゆうの前月？　青あお鳥どりの祭りの一日前だな。

　確か、この日は酒場で馬鹿な飲み比くらべをやって、酷ひどい目にあったっけ。

　酒場はやめて、家に帰ろう」

　明日からは、色いろ々いろやる事がある。




　　　　三




「妙みような人？　さあ、知らないわよ」

　水を置くだけ置いて、茶ちや屋やの女はそそくさと逃にげるように店の奥おくへと帰っていった。

　殷雷は、棍こんを卓たくに立たて掛かけ、毒どくづいた。

「愛あい想そうの悪い店員だな」

　和穂は軽くくしやみをして、水を飲む。

「それにしても賑にぎやかな町だね。それほど大きくもないのに」

「さあな。近くに観かん光こう地ちでもあるんだろ。

　それとも祭りでもあるんじゃないか」

　賑やかな茶店だった。広い店内には無数の卓があり、その卓の殆ほとんどが埋うまっている。

　殷雷も水を飲む。

「まったく、注ちゆう文もんぐらい取りにこいよ。それより和穂、宝ぱお貝ぺいの在あり処かは近いのか？」

　二人の会話に耳を傾かたむけ、鈴旋は笑いを堪こらえるのに必ひつ死しだった。和穂と殷雷の卓から少し離れた卓に、鈴旋は座すわっている。

『馬鹿ねえ、油ゆ断だんしちゃって！』

　油断するも何も、目の前を鈴旋が横切ったところで、和穂たちは警けい戒かいしないだろう。

　既すでに、この茶屋の中の客は、和穂たち以外は全すべて、鈴旋の雇やとった刺し客かくだった。屈くつ強きような荒あらくれ者たちに客のふりをさせているのだ。

　鈴旋が聞き耳を立てていると、和穂がボソリと言った。

「ねえ、殷雷」

「なんだ？」

「そりゃ、自分のお金なんだから、どう使おうが勝かつ手てだと思うよ」

「は？　何の話だ」

　和穂は小さく手て招まねきして、殷雷の顔を招き寄よせる。

「勝手だと思うけど、ごっついオジサンたちが、よってたかって、茶屋で団だん子ごを食べてるのって変じゃない？」

『し、しまった！』

　鈴旋の額ひたいを冷ひや汗あせが流れた。このままでは罠わなだと勘かんづかれてしまう。

　慌あわてて、鈴旋は手に持った湯ゆ飲のみを床ゆかに叩たたきつけた。砕くだけ散ちる、湯飲みの音が襲しゆう撃げきの合あい図ずだった。一いつ斉せいに男たちは椅い子すから立ち上がり、椅子と床が擦こすれる音が、爆ばく走そうする牛ぎつ車しやのような轟ごう音おんを撒まき散ちらす。

　立ち上がった男たちは、それぞれが刀かたなやら棍こん棒ぼうやら、椅子やらを手に持ち、殷雷たちに襲おそいかかる。驚おどろかされた描ねこの尻尾しつぽのように、殷雷の髪かみの毛が逆さか立だった。

「な、なんだいったい！」

　驚きながらも、さすがは武器の宝貝、とっさに卓の上を転ころがって、椅子に座る和穂の背はい後ごに近寄り、一気に和穂ごと椅子を仰あお向むけに倒たおした。

「きゃ！」

　そして、倒した椅子を和穂ごと、卓の下に押し込み、自分は卓の上に飛び乗った。

　一番近くにいた男たちの攻こう撃げきが、殷雷に襲いかかる。

　だが、殷雷は卓の上で飛び跳はねつつ、どうにか攻撃をかわし、棍を手に取った。

　そして、それが本ほん能のうであるかのような滑なめらかな動きで、棍を下げ段だんに構かまえる。

　全身に漲みなぎる気き迫はくとは、恐おそろしいまでに対たい照しよう的てきに、殷雷の体は柔やわらかくしなやかだった。

　棍を握にぎる手も、まるで小鳥を包つつみ込むように脱だつ力りよくしている。

　どんな間ま抜ぬけでも、今の殷雷に隙すきが無ない事に気がついただろう。

　だが、悲しいかな最前列の男たちは、間ま合あいを離そうにも、次から次へと迫せまり来る、他の刺客の為ために身動きが取れない。

　殷雷は、にいと笑い、最前列の男たちも仕し方かたがなく、にいと笑った。

「誰だれかに雇われたのか、操あやつられてるのか、どっちだか判わからんが、運がなかったな。武器を持ってる奴に加か減げんはせんぞ！」

　瞬しゆん間かん、棍の突きが最前列の男たちを襲う。棍の一撃は、正せい確かくに男たちの鼻はなの付け根に炸さく裂れつする。もんどり打って倒れようにも、押し合いへしあいでそれもかなわない。どうにか殷雷と同じように卓へ上のぼろうと悪あく戦せん苦く闘とうする者もいたが、次から次へと棍の餌え食じきになる。

　意い外がいと呆あつ気けなく、勝負はついた。刺客たちは呻うめき声を上げつつ、床に横たわった。かなりの人数が、戦いの間に逃にげ出していたが、それでも大たい漁りようの魚うお市いち場ばさながらに男たちが、床に転ころがっていた。

　殷雷は和穂を押し込んだ卓に、足をかけ一気に蹴けり上げる。

　何が起きたのか、よく判ってないが、取り敢あえず驚いてる和穂の姿がそこにあった。

　何が起きたのか、完全に把は握あくしている鈴旋の表情も、和穂とあまり変わりはない。

　愕がく然ぜんとする鈴旋の前に、殷雷は飛び降りた。

「よお。面おも白しろい事やってくれるじゃねえか」

「あ、あんた無む茶ちや苦く茶ちや強いじゃないか！」

「馬鹿め、こんな狭せまい場所で、これだけの人数で攻せめたら、同士打ちになるに決まっておろうが。こいつらの三分の二は、自分たちの武器で倒れたんだ」

　殷雷の棍が鈴旋の肩かたを強く打った。

　慌てて和穂は鈴旋のもとへ駆かけ寄よる。痛さで小こ刻きざみに震ふるえる肩は、まるで寒さに凍こごえているようであった。殷雷が手加減しているのは判ったが、それでも和穂は叫さけばずにはいられない。

「殷雷！　乱らん暴ぼうしちゃ駄だ目めじゃない！」

「うるせい。あの連中はこの女の指さし図ずで襲おそってきたんだ！」

　信じられないような表情が和穂の顔に浮かんだ。

「本当なんですか？　どうしてそんな事を」

「はん、うるさいわね。だから、どうだっていうのよ。あんたにとやかく言われたくないわね。殷雷がいなけりゃ、何も出来ないくせして！」

　言葉に詰つまる和穂の姿が、鈴旋には心地ここち好よかった。鈴旋は高らかに笑う。

　笑いながら、懐ふところから取り出した再さい来らい砂さを作さ動どうさせ鈴旋は赤い光となり虚こ空くうへと吸い込まれる。




　　　　四




　夕ゆう闇やみ迫る路ろ地じ裏うらで、鈴旋は荒い息をついていた。肩にはまだ痛みが残っていた。

「ええい、殷雷め！　刀の宝貝だけあって奴は簡かん単たんには倒せん！　何か手はないのか！」

　鈴旋のフツフツと煮にえたぎる闘とう志しが、ふと覚さめた。冷れい静せいに考えれば別に戦う必ひつ要ようなど、全まつたくなかったのだ。

　殷雷と和穂が一か月後にやって来るのは判っている。ならば、逃げればいいのだ。

「そうか。逃げまくっているうちに、他の宝貝の使い手が、奴らを倒してくれるかもしれないじゃないか」

　だが、どっちに逃げればいいのか？

　鈴旋は、和穂たちの会話を思い出した。確か、あいつらは祭まつりの事を知らなかったはずだ。

「つまり、隣町とは逆の方からやって来ているんだ！　なら、隣町を抜けて、西へ西へと逃とう亡ぼうすればいいんだ！」

　逃げきる自じ信しんは充分にある。和穂たちとは一か月も離れているのだ。もし、追いつかれたとしても……鈴旋は懐の再来砂を握にぎりしめた。

　完かん璧ぺきだ、完璧すぎる作戦ではないか。




　　　　五




　一年が過すぎ、二年が過ぎ、五年が過ぎ、七年の月日が流れた。その間、鈴旋のもとに和穂たちは姿すがたを現しはしなかった。

　もはや、和穂たちは他の宝貝によって倒されたのだろうと、安心した鈴旋は、とある港みなと町まちに落ち着いた。

　この町にも博ばく打ち場ばはある。生活に不ふ自じ由ゆうはしない。

　そして、鈴旋が和穂たちの事をコロリと忘れ、さらに三年が過ぎた。




　　　　＊




　夕闇迫る、船ふな着つき場ばを鈴旋は歩いていた。人通りもなく、風もピタリと止やんでいる。

　その鈴旋の前にフラリと一つの人ひと影かげが立ちふさがった。夕焼けを背中にしているので、顔がよく判らない。

「誰だれよあんた？」

　立ちふさがったのは、背せ筋すじのシャンとした女だった。腰こしに届とどきそうな程ほどの長い髪かみをしている。一いち陣じんの風が吹き、女の髪と大きな袖そでを緩ゆるやかになびかせた。夕日のまぶしさを、少しでもやわらげようと、鈴旋は軽く顔を手で覆おおい影を作る。

　ぼんやりと、女の顔が見えた。鋭するどいながらも、どこか物もの悲がなしい瞳ひとみ。その上には意い思しの強さを表すような、太めの眉まゆ。

　女は静しずかに言った。

「判っているでしょ？　宝貝を返してちょうだい」

　鈴旋は生なま唾つばを飲み込んだ。この声には聞き覚おぼえがある。和穂だ。頭の奥深くでほこりにまみれていた記き憶おくが、鮮せん明めいに蘇よみがえる。

　昔の声にあった、甘あまったるさは、涼すずやかな落ち着きに変かわっていた。だが、これは和穂の声だ。身長もだいぶ伸のびている。

　十年間逃げ通して、思い出したように追おっ手ては現れたのだ。

　が、和穂は一人だけのようだ。

「か、和穂？　殷雷はどうしたの！」

　和穂は瞬しゆん間かん、息いきをのんだ。そしてゆっくりと語った。

「殷雷は死んだわよ。忘れもしない、十年前のあの日。銀ぎん龍りゆう神じん社じや建こん立りゆう五十周年とかいう祭りの日だった。

　祭りが行われていた町に住む、湯ゆ飲のみの宝貝の使い手に倒された。私が風か邪ぜのせいで倒れた瞬間、私を守ろうとして……」

　よし、まだ運はある。懐には再来砂以外にも、短たん刀とうが忍しのばせてある。殷雷ならば、通用しないだろうが和穂ぐらい、簡かん単たんに倒せるはずだ。

　鈴旋は短刀を構かまえ、和穂に飛とび掛かかった。

「それは残ざん念ねんね！　こっちは修しゆ羅ら場ばを何度もくぐり抜けたのよ！　あんたなんかに、みすみすやられないから！」

　突き出される、短刀を持った鈴旋の手首を和穂は、簡単に摑つかむ。そして後ろ手に事ことも無なげにねじりあげた。

「！」

　和穂は容よう赦しやなく腕うでを締しめ上げ、鈴旋の耳元で囁ささやいた。

「修羅場を乗り越こえたのはお互たがい様さまよ」

　抑よく揚ようのない和穂の声に潜ひそむ気き迫はくに、鈴旋はゾクリとした。

　不ふ自し然ぜんな体たい勢せいになりながらも、鈴旋は懐に手を入れ、再来砂を摑む。

「ふ、ふふ。でも残念ね和穂。私はあなたに捕つかまりはしない。宝貝は返さないわよ。私は自由に過去に戻もどれるんだから」
















　それでも和穂は驚おどろかなかった。

「そう。過去へでもどこへでも逃にげるがいいわ。でも、逃げ切る事は出来ないわよ。私の命いのちがある限り、あなたの命がある限り、どこまでも追おい詰つめてあげるから。せいぜい、惨みじめな逃亡者の生活を満まん喫きつしなさい」

　これが、団だん子ごを取られたからといって大おお騒さわぎした娘の言葉なのだろうか。しかも、脅おどし文もん句くではないのだ。言葉に含まれる大いなる自信に、鈴旋は恐きよう怖ふした。

　ただ、もうこの場所から離れたい。この時間から遠く立ち去さりたいという思いと共ともに、鈴旋は再来砂を起き動どうさせた。

　和穂の手の中で、赤い光となり鈴旋は虚空へと消えた。

　時間を逆行しながら鈴旋は、だんだんと今までにない不快感を感じてきた。

　普通の人間にとって時の流れは一本の線でしかないが、鈴旋の時間は複雑な網あみの形をしている。過去に戻り、以前とは違う行動をおこせば、時間は二つに別れるのだ。

　鈴旋の時間の流れには、そんな無数の別れ目があった。




　　　　六




　魂たましいが干ひからびるような疲ひ労ろうに、鈴旋は吐はき気けを覚えた。よろけ、床ゆかに手をつくと、目に入ったのは皺しわだらけの腕だった。

「こ、これは！」

　鈴旋の絶ぜつ叫きように驚いたのは、茶ちや屋やの女だけではなかった。卓たくに座すわる和穂と殷雷も慌あわてている。和穂は立ち上がり、ひざまずく老ろう婆ばに歩あゆみ寄よった。

「どうしたんです？　お婆ばあさん」

　誰が婆さんだ！　と、怒ど鳴なる気力はない。

　この腕を見れば、自分の姿は簡単に想そう像ぞう出来た。しかも、間違えたみたいだ。この過去は、一番最初に和穂と出会った過去ではないか。

　本当ならば、和穂に一か月の差を開けて逃げている過去に行かねばならなかったのだ。鈴旋の手から再来砂が転ころげ落ちる。途と端たんに殷雷の目の色が変わった。

「これは、再来砂！　さては、おまえが今話していた鈴旋か？」

　茶屋の女は首を横に振ふった。

「違ちがうよ。歳としよりふけて見えるけど、鈴旋はもっと若い女だよ」

　殷雷は再来砂の能力を知っていた。そして欠けつ陥かんすらも知っていた。

「ほお。もっと若い女か。でもな、こいつが鈴旋だ。再来砂を使えば博ばく打ちで蔵くらを建てるなど、造ぞう作さもない。

　だが、無む理りな使い方をしたんだ」

　和穂は鈴旋を支ささえながら、殷雷に尋たずねた。

「どういう意味？」

「再来砂は使用者を過去へ引き戻す。だが、若わか返がえらせる訳わけではない。五年前に引き返そうと思えば、五年の老ろう化かが起きる。

　一いち里りの距離を往おう復ふくするには、二里の距離を歩かねばならんのと一いつ緒しよだ。同じ道を引き返したとて、疲つかれは消えないだろ。

　この再来砂は、そこに致ち命めい的てきな欠陥があるんだよ。時間を戻すのに、三倍の寿じゆ命みようを奪うばいさるんだ。数週間や数か月なら、気がつくまい。だが、一気に十年や二十年を引き返すと酷ひどい目にあう。

　だがな、和穂。再来砂は切きり札ふだになる。最悪の結果になった場合、人生をやり直せる。無む闇やみに使えぬが、最後の切り札として」

　殷雷の言葉より、和穂は老婆が気になって仕し方かたなかった。ぜいぜい、細こまかい息を吐ついている。

「ねえ、殷雷。このお婆……鈴旋さんは、元に戻せないの？」

　殷雷は和穂をにらみつけた。それどころか本気で和穂の胸むなぐらを摑つかむ。

「再来砂は、宝貝回収の鍵かぎを握にぎっていると言ってもいいんだぞ！　その女は哀あわれだとは思うが、自じ業ごう自じ得とくだ」

　殷雷は妙みような部分で正しよう直じきだった。元に戻す方法はないと噓うそをつけば、和穂も納なつ得とくしていただろう。だが、和穂は食くい下さがった。

「元に戻す方法を教えて」

　吐き捨てるように、殷雷はその方法を和穂に告つげた。

「……そいつが、未来で見たものを誰だれにも話してないのなら、再来砂を破は壊かいすれば肉体は元に戻る。もちろん、未来の記憶は消しよう滅めつする」

「良かった。鈴旋さん、元に戻れますよ」

　老婆になった衝しよう撃げきの中で、和穂の微笑ほほえみが鈴旋には心地ここち好よかった。この微笑みを忘れないまま、和穂には成長してほしいと、鈴旋は願ねがった。あの悲しい目をした女には、ならないで欲しい。

　その為ためには、殷雷が明日死ぬ事を教えなければならない。

　殷雷が死ななければ、歴れき史しは大きく変わるのだ。鈴旋は口を開いた。

　が、慌あわてて、和穂は鈴旋の口を塞ふさぐ。

「もが！　もがもが！」

「駄だ目めですよ、鈴旋さん。喋しやべったりしちゃ。さあ、殷雷。早く再来砂を壊こわして」

　殷雷はあまりの勿もつ体たいなさに、泣きそうな顔になっていた。

「あぁぁ。切り札なのにぃぃ！」

「もがが！」

　棍は一いつ閃せんし、再来砂は脆もろくも砕くだけ散ちった。途と端たんに、鈴旋の体を青い光が包つつみ、ゆっくりと肉体が若返っていく。

「ぐがが！」

　抵てい抗こうしようにも、老おいた力ではどうにもならない。青い光が活かつ力りよくを与えるが、同時に記憶も砂さ漠ばくに滴したたった水のように消えていく。

　伝えなければ、和穂の為に、和穂の為に、和穂の為にする事がある、和穂の為に！　和穂に対する思いが強くなればなるほど、記憶は薄うすれていく。




　茶屋の女は盆ぼんを引っ繰り返し驚おどろいた。若返った老婆は、確かに鈴旋だったのだ。とうの鈴旋はキョトンとしながらも、和穂の手を握った。

「和穂……」

「何ですか？」

　だが、鈴旋は口をパクパクさせているだけだ。ただ、心の中にあるのは強い思い。

　和穂の為に何かしなければ、何をしたかったのだろう。老婆の時に何を考えていたのだろうか。

　そして、和穂はくしゃみをした。

　心配そうに鈴旋は和穂の額ひたいに手を当てた。

「和穂、風か邪ぜ？　今年の風邪はこじらせるとたちが悪いわよ。私の家で治なおるまで休きゆう養ようするといい。医者ぐらい呼んであげる。お礼れいの代かわりだから、断ことわると承しよう知ちしないわよ」

　殷雷が不ふ服ふくそうに言った。

「なんだよ。それじゃ、銀ぎん龍りゆう神じんの祭まつりが見れないじゃねえか」

　鈴旋は静かに言った。

「そうね。何だったら、あんた一人ででも見けん物ぶつに行く？」

「こいつは俺おれがいねえと何も出来ねえんだ。離れるわけにいくか」

「そう？　じゃ、和穂に変な苦く労ろうをさせないように、せいぜい頑がん張ばりなさいよ。

　お願ねがいだからね。お願いだから、苦労をかけさせないでよ」




『再来砂』

　使用者を過去へと引き戻す砂時計の宝ぱお貝ぺい。

　殷雷が語る欠けつ陥かんは、不ふ老ろう不ふ死しの仙せん人にんにとっては、さほど問題ではない。

　常つねにやり直しのきく人生。それは同じ場所をグルグル回り続けるだけの、迷めい路ろに過ぎない。
















切れる女とおとぎばなし
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　てくりてくりと、和かず穂ほたちは次の宝ぱお貝ぺいを目め指ざし、街かい道どうを歩いていた。

　水はけを考えてばらまかれている砂利じやりが、和穂の足元で小さな音を立てている。

　さすがの殷いん雷らいも、砂利道を音を立てずに歩くような芸げい当とうは出で来きなかったが、それでも和穂より格かく段だん小さな足音しか立てていない。

　そして、殷雷が、くしゃみをした。

「ぶぇっくしゅい！」

　殷雷のくしゃみを合あい図ずにし、街道を進む和穂の足がピタリと止まった。鼻をグシュグシュいわせながら、殷雷も立ち止まる。

　街道には数人の人影があったが、茫ぼう然ぜんとしているのは和穂一人だけであった。

　他の者にとって、くしゃみをする者の姿など、珍めずらしくもなんともなかったからだ。

　和穂にしても、自分が何に驚おどろいたのか、すぐに忘れてしまった。

　だが、今、自分がとても驚いた記き憶おくだけはしっかりとあった。

　和穂は言葉が見つからず、口をパクパクさせるだけであった。
















　殷雷が言った。

「なにをボケッとした顔をしてやがる。えっくしゅい！」

　くしゃみ。そう、くしゃみだ。くしゃみはくしゃみでも、何かが鼻をくすぐった時の、軽いくしゃみとは、少しばかり様子が違う。

　どちらかというと、咳せきに近いような響ひびきがする、絡からみつくようなくしゃみだった。

　和穂のパクパクする口の動きに唐とう突とつに声がのった。

「……どうしたの殷雷、くしゃみなんかして！　もしかして風か邪ぜをひいたの？　この間の私の風邪が移うつっちゃったの！」

「たわけ。宝貝が風邪をひくか。

　でも、ちょいとまずいといえばまずいな」

　殷雷は否定したが、和穂には風邪をひいているようにしか見えなかった。

　さっきのくしゃみをきっかけに、殷雷の声は少し鼻声になっているし、目も微わずかに充じゆう血けつしているようだった。

　風邪は一つのくしゃみをきっかけに始まるものである。

「でも、そのくしゃみは？」

　殷雷は腹はら立だたしそうに答えた。当の殷雷にはくしゃみの原因は判わかっていた。

「いかに宝貝とて、万ばん能のうではない。常つねに最さい善ぜんの状態で永えい久きゆうに動き続ける訳わけにゃいかないんだよ。

　人の状じよう態たいを取り続ければ、気き血けつの運行に偏へん差さも生まれる」

「？　よく判らないけど、宝貝でも疲つかれが溜たまるって意味？」

　殷雷は首を縦たてに振ふろうか、横に振ろうかしばし迷まよった。

「人間の場合、一度疲れ始めたら休養でもして回復しない限りは、疲れは溜まる一方だ。

　でも、そういうのとは少し違う。

　普段は十割の能力を発はつ揮きしてるが、気血の偏差で九割程度に能力が下がったとしよう。

　宝貝は、あえて能力を八割ぐらいにまで下げて、余よ剰じようした力を使って回かい復ふくしようとするんだ」

「それじゃ、今の殷雷って……」

　舌した打うちしながら、殷雷は咳せき込こんだ。

「そうだ。正常時の八割の状態だ。

　外から見るぶんにゃ、風邪をひいてるようにしか見えんだろう。普通の武ぶ人じんが風邪をひいて腕が鈍にぶるように、俺の腕も八割に落ちてるって寸法だな」

　和穂は心配そうに殷雷を見つめた。

「大だい丈じよう夫ぶ？　苦くるしくはないの？」

「け。こんなのは、人間でいう鼻風邪ぐらいのもんで、苦しいというより鬱うつ陶とうしい程度の話だ」

　殷雷は強がって見せたが、和穂の顔からは心配の表情は消えない。

「ねえ、治なおす方法はないの？　薬とか何か方法は？」

「心しん配ぱいはいらん。気血の偏差は病やまいではない。大だい体たい宝貝用の薬なんざあるか！　ま、三か月もすれば通常の状態に戻もどる」

　口調を荒あららげたところで、元気な振りを装よそおっているようにしかみえなかった。

「本当に大丈夫？」

「うるせえな」

　とは言ったものの、殷雷に不安が無いわけではなかった。

　完全ではない状態で、他の宝貝と戦うのはあんまり気分のいいものではない。

　日常雑ざつ貨かの類たぐいの宝貝ならば、充じゆう分ぶんに戦えるだろうが、相手も武器の宝貝だとしたら、状じよう況きようはかなり不ふ利りだ。

　風邪をひいている時に、あまり真剣勝負をしたくはない。

　力が衰おとろえるだけならまだましなのだが、微熱を抱えた人間のように、咄とつ嗟さの判断力にまで影響がでるのが心配だ。

　殷雷の隣となりで、和穂はまるで、正体不明の病魔に侵おかされた病人を見るような目で殷雷を見ている。

　こんな面を三か月も拝おがまされるのかと思うと、殷雷の気も滅め入いった。本当に厄やつ介かいなのは今のように症状が表に出ない時なのだが、説明しても和穂には理解出来まいと殷雷は考えた。

　半なかば渋しぶ々しぶ殷雷は口を開いた。

「……治す方法がなくもない」

　パッと和穂の顔が明るくなる。

「え、どうすればいいの！」

「……宝貝として作動しながら、気血の偏差を治そうとするから、三か月もかかるんだ。

　安定した場所……そうさな、断だん縁えん獄ごくの中で回復に専せん念ねんすりゃ、一週間もあれば充分正常に戻れる」

　ホッと安あん堵どの溜め息を和穂は吐ついた。

「なんだ、だったら断縁獄の中でゆっくり静養してちょうだい」

「……あのな和穂」

　和穂はドンと自分の胸むねを叩たたいた。

「大丈夫！　私なら、心配いらないから！」

　本調子の殷雷ならば、『どの面下げてそんな口が叩けやがる！』とでも怒ど鳴なったところだろうが、今の殷雷は軽いめまいを覚おぼえるだけで、叫さけぶ気にもならない。

　殷雷のめまいもまた、和穂は不調の表れだと勘かん違ちがいした。

「やっぱり、気分悪そうだよ」
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　たった一週間、それでも一週間である。

　ここ数日、殷雷は宿屋の一室で机に向かい索さく具ぐ輪りんを片手に色いろ々いろと計算を続けていた。

　幾いくつかの宝貝の反応はあるが、それほど近い場所にはない。

　が、一直線に和穂を狙ねらったとしたら、数日で辿たどり着つける距離だ。

　一つの土地に定住する宝貝使いもいれば、気き儘ままに旅をしている使い手もいるだろう。生あい憎にく、索具輪の反応だけではその違いは判わからない。

　連続して索具輪を使い、反応の動きを知りそれと地図を重かさね合わせ、移動の方向を分ぶん析せきする。

　距離が遠くても、街道をこちらに向けて進んでくる使い手がいれば、おちおち休むわけにはいかない。

　使い手たちの軌き道どうを描えがいた、沢たく山さんの紙をにらみつけ、慎しん重ちように慎重を重ね、殷雷はその動きを分析する。

　星の動きを分析し、国の吉凶を占うらなう天てん台だい官かんでも、ここまで慎重に頭は使わなかっただろう。

　そして、殷雷はやっと結論を出した。

「ま、大丈夫だろう。

　この宿屋、この街にいる限り、ここ一週間で敵と遭そう遇ぐうする可能性はなかろう。

　治安も良さそうだから、昼間に大通りに出るぐらいなら、それほど物ぶつ騒そうじゃあるまい。

　だが、和穂。この一週間は、この宿屋から離れるんじゃないぞ」

　和穂はコクリとうなずく。

「大丈夫よ。殷雷が元気になるまで、私もおとなしくしてる」

　それほど強く注意する必要はないと、殷雷は考えた。和穂はちょいとお人ひと好よしであり、その度が過ぎて間ま抜ぬけな行動に出る時もなくはないが、基本的に馬鹿ではない。

　護ご衛えいもなしで、ヒョコヒョコ危険な場所に出歩いたりはしないだろう。

「さてと。ならグズグズしている暇ひまはない。和穂、断縁獄をよこしな」

　索具輪と引換えに、和穂は断縁獄を殷雷に渡した。

　そのまま、殷雷は自分で自分を断縁獄の中に入れるかと和穂は思ったが、少し違っていた。

　殷雷は断縁獄を手に叫ぶ。

「深しん霜そう刀とう！」

　途と端たん、断縁獄の中から一いち陣じんの風が吹きすさび、一人の娘が姿を現した。

　深霜は大きく深しん呼こ吸きゆうをしながら、思いっきり伸のびをした。

　そして、猫ねこが魚に見せるような笑顔で殷雷の腕うでに飛びついた。

「きゃあ、殷雷。私に会いたくなったのね」

　焼やけ焦こげた蜂はち蜜みつのような深霜の甘い声に、殷雷は口を開いたが言葉がすぐに出ない。

　殷雷の態たい度どに深霜は疑ぎ問もんを覚おぼえた。

「どしたの？」

　殷雷の開いた口は、言葉より先にくしゃみを炸さく裂れつさせる方を選ぶ。

「べぇっくしゅい！」

　至し近きん距きよ離りで、顔に向かってくしゃみを浴あびせられ、さすがの深霜のこめかみも、ピクリとひくついた。

「……えらいご挨あい拶さつじゃないの」

「すまんすまん。悪気があってやってるんじゃない」

　深霜とて、殷雷と同じく刀かたなの宝貝である。

　説明をされる前に、殷雷の体調に気がついた。

「あれ、気血の偏差？」

　鼻をムズムズいわせ、殷雷は首を縦たてに振った。

「そうだ。それで一週間ばかり、休息を取ろうと思うんだが、深霜よ。

　その間、和穂の護衛を引き受けてはくれないか？」

　チラリと深霜は和穂に目をやる。その視線は殷雷に向けた柔やわらかい視線とうって変わって鋭するどいものだった。

「……どうして私が和穂の子こ守もりなんかしなくちゃ……」

　と、そこまで口に出した深霜だが、慌あわてて言葉を取とり繕つくろった。

「うん、判った。殷雷の頼たのみとあっちゃ、断ことわれるはずがないじゃない。

　和穂の事は私に任まかせて、殷雷はゆっくりと休んでて」

「ごほ。そうか、引き受けてくれるか。

　ま、そんな面めん倒どうな仕事じゃない。

　俺おれが回復するまでの間、和穂はこの宿屋に留とどまる。街まちに出る用事もあるだろうから、その時はついてやってくれ。

　それだけでいいからな。

　それと、和穂」

「なあに？」

「やれ、気血の偏差だと騒さわいでいるが、別にそんな大おお掛がかりな治ち療りようをするんじゃない。

　ちょいとでもやばいと思ったら、遠えん慮りよなく俺を呼び出せ」

　一応和穂はうなずいたが、出来るだけ殷雷にはゆっくりと休息して欲しかった。

　深霜が割って入る。

「大丈夫よ。私がついてるんだから、何の心配もないわよ」

　殷雷は壁に立て掛けていた棍こんを、手に取った。

「休んでる間は、棍も用よう無なしだな。深霜よ、使うんだったら、この棍を貸しておいてやるぜ」

　しばし深霜は考えたが、首を横に振った。

「いらない。棍は私の趣しゆ味みじゃないもん」

「そうか。じゃ、一いつ緒しよに断縁獄の中に持っていこう。

　ではそろそろ、休ませてもらうか。

　じゃあな」

　言葉が終わると共に、殷雷と棍の姿は一陣の風となり、断縁獄の中に消え去った。

　地面に落下しようとする、断縁獄を素す早ばやく深霜がつかんだ。

　深霜は幸しあわせそうにニコニコしていたが、それと裏腹に和穂の表情は、考え事でもあるのか、眉み間けんに皺しわが寄よっていた。

　深霜が言った。

「何、心配してんのよ。別にあんたを酷ひどい目に合わせたりゃしないわよ」

　和穂はそうではないと首を振った。

「ちょっと不思議だったの。

　どうして殷雷が深霜に護衛を頼んだのか、理由が判わからない」

　少し照てれ、嬉うれしそうに微笑ほほえみながら深霜が答える。

「やあねえ、そんなの決まってるじゃないのさ。

　私に言わせるつもり？」

「別にいいよ」

　和穂の言葉を無視し、深霜は続けた。

「殷雷はなんだかんだいって、私を信用してるのよ。

　まあ、ああいう性格だから素す直なおに、

『あぁ、俺が頼れるのは愛する深霜、お前だけだ。だから和穂の事を頼む』

　とは、言わないだろうけどね、きゃ」

　当の殷雷が居いれば、『何が、きゃ、だ！』とでも怒ど鳴なっただろうが、彼は今やひょうたんの中である。

　和穂は深霜の説明には、全まつたく納なつ得とくがいかないようだった。腕を組みながら、頭をひねっている。

「そうかなあ？　どこかがおかしいな」

　深霜の笑顔が少しひくつく。

「今の説明のどこがおかしいのよ！」

　ついに納得のいく結論に辿たどり着き、和穂はポンと手を打った。

　やっと謎なぞが解とけ、和穂は嬉うれしそうにはしゃいだ。

「判った！　せっかく断縁獄の中で休むつもりなのに、深霜がいたらまとわりつかれて休息どころじゃなくなるじゃない。

　それで、自分が断縁獄に入はいる替かわりに、深霜を外に出したんだ」

　和穂の両手を優やさしく握にぎり、深霜は和穂の言葉の続きを喋しやべる。

「それで、間抜けな深霜は頼りにされたと勘違いして、舞い上がって健けな気げに和穂の子守にせいを出すって事かな？」

　氷のような素す晴ばらしい深霜の笑顔に、和穂の笑顔も固まっていく。

　両手を握りあったまま、二人の娘の間に奇き妙みような沈ちん黙もくがしばし流れた。

　深霜の言葉が沈黙を破やぶる。

「誰だれが『間抜けな深霜』だ！」

「それは私が言ったんじゃないよ！」

「やかましい、問もん答どう無む用よう。然しかるべき罰ばつを受けてもらうわよ！」

　焼やけた鉄てつ板ぱんの上に滴したたった水滴が、蒸じよう発はつするような音がした。

　それが深霜に握られた自分の手から出ている音だとすぐに和穂は気がついた。

「つ、冷たい！」

「ふふふ。お前のような女は、季節外れの霜しも焼やけに苦しむがいいのよ！」
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　大分、落ち着いたのか、深霜は茶を啜すすりながら窓の外を眺ながめていた。

「いいお天気ねえ、和穂さん」

　和穂は吞のん気きに天気の話をしている余よ裕ゆうはなく、宿屋の従業員に用意してもらった二つの盥たらいの中に、順番に手を着けていた。

　当然、片方の盥には湯、もう片方には水が入ってる。

「あぁ、ヒリヒリする」

　深霜は窓の外で遊ぶ雀すずめを見つめる。

「和穂には判らないのよ。あなたは愛を知らない女ですもの」

　話が妙みように大きくなっているのに和穂は気がついた。

「そんな大おお袈げ裟さな。ねえ、深霜。仲良くやりましょうよ」

　茶で口を湿しめらせ、深霜は言った。

「判ってるわよ。得にもならない喧けん嘩かをやる趣味はないからね」

　和穂の手から、どうにか痛みはひいていたが、代わりに霜焼け独特の、痒かゆみが起きていた。

　和穂は特に霜焼けの酷ひどい、左手の小指に塗ぬり薬を着け、小さな包ほう帯たいで小指をグルグル巻きにした。

「でも、深霜。こうやって一週間も宿屋にいるのって結けつ構こう退たい屈くつだね」

　窓の外を見つめていた深霜は、呆あきれた顔をして振り向いた。

「あんた、何を言ってるのよ」

「へ？」

「宝貝を集めなくてどうするのよ」

　ほんのついさっき、殷雷におとなしくしていろと言われたばかりだ。が、深霜はそのとおりにするつもりは最初からなかったようである。

　和穂は慌てた。

「だって、殷雷はこの街に居ろって」

　顔の前に人ひと差さし指ゆびを立て、深霜は舌したをならした。

「ちっちっち。

　殷雷にいいとこ見せる、絶ぜつ好こうの機き会かいじゃないの。気血の偏差を元に戻して、一週間ぶりに外界に戻ったら、なんと宝貝が回収されてるのよ。

『おお、さすがは深霜、子守どころか宝貝の回収までやってくれていたか！』

　って、大喜びするに決まってるじゃない」

「……なんか動どう機きが不ふ純じゆんなような」

　それどころか、例たとえ宝貝を回収出来たとしても、殷雷はおとなしくしていなかった事を怒るんじゃないかと、和穂は思う。

　和穂の考えを知ってか知らずか、深霜はまくしたてた。

「うるさいね。和穂だって、少しは殷雷に見直されたいんじゃないの？

　しょうがないな、私一人の手て柄がらじゃなくて和穂と二人で協力して回収したって事にしてあげるからさ。

　だったら文もん句くはないでしょ」

　殷雷に怒られるのが、問題ではない。

　余よ計けいな行動を起こして、せっかく、休んでいる殷雷を呼び出すはめになるのが和穂は嫌いやだったのだ。

「駄だ目めだよ、やっぱり」

　ガリガリと氷を嚙かみ砕くだく音が、深霜の口から響ひびいた。いらついた深霜は、手に持つ湯ゆ吞のみの茶を凍こおらせたのだ。

「融ゆう通ずうの利きかない女ね。いつも殷雷に頼りっきりなんでしょ？

　ちょいとでも危あぶない目にあったら、

『きゃあ、殷雷、助けて！』

　なんて叫んでるくせに」

　それこそいいがかりだと、和穂は首を横に振った。

「そんなことないよ」

　そう。和穂が殷雷に頼りきった事は、今までに一度もなかったのだ。

　和穂の反論を聞き、深霜の顔に愕がく然ぜんとした表情が浮かぶ。

「あんたもしかして、殷雷に頼ったり甘えたりしてないの？」

「それでなくても、いつも殷雷に助けてもらってるのに、これ以上頼っちゃ可哀かわいそうじゃない」

　深霜はゴクリと口の中の氷を飲み込む。

「本当に信じられない。

　あんたは、術の使えぬ能無しの元仙人なんでしょ？　適当に甘えて、頼ったりして殷雷をいい気分にさせてあげなきゃ、他にやる事がないでしょうに」

「そ、そういうもんなの？」

　てんでなってない剣撃を見せられた、武術の師し範はんのように深霜は大きく溜ため息いきを吐つく。

「まったく、あんたって女は。

　ちょっとでも困こまれば、死にそうな声で、

『殷雷、助けてえ！』

　で、殷雷が助けてくれたら、

『きゃあ、殷雷ありがとう！』

　とでも言って、首ねっこにかじりつきゃ、殷雷に限らず、大たい抵ていの男はいい気分じゃないの」

　和穂には全くピンと来ない。

「？」

　これは一から教え込む必要があるなと、深霜は考えた。

「愛を知らないどころか、あんたにゃ女の情じよう念ねんて奴やつが欠かけてるわね。

　まあいい。この一週間でそういう部分を私がみっちり教えて上げるからね」

　あまりそういう事を教えてもらっても、楽しそうな感じが和穂にはしなかった。

「いいよ別に」

　和穂を見つめ、深霜は考えた。それよりも問題は、この頑がん固こな和穂をどうやって宝貝回収に駆かり出だすかだ。

　深霜は何のためらいもなく、それらしい噓うそをつく。

「それはそうと和穂。気血の偏差ってどういう時に起きるか知ってる？」

「ううん、知らない。殷雷は病気とかじゃないって説明はしてくれたけど」

　深霜は湯吞みを卓の上に置き、少しばかり目め頭がしらを押さえた。

「気血の偏差はね。精せい神しんに悩なやみ事なんかの負ふ担たんがあると、余よ計けいに酷ひどくなるのよ」

　和穂は首を傾かしげた。

「殷雷に悩みなんか……」

　うっすらと涙なみだを浮うかべ、その涙を隠かくすように深霜は和穂から視線を外し、窓の外を見つめた。

　完かん璧ぺきな演えん技ぎだ。

「この場合、悩みというよりも心理的な負担ね。

　能無しの元仙人を危険から守るために、いつも気が抜けないのよ。

　神経に緊きん張ちようが掛かかり続ければ、そりゃ気血の偏差だって酷くなるのよ」

　完全な出で任まかせであったが、当の和穂にそれを知るよしもなかった。

　どだい、戦闘に関する緊張感で神経が参まいるようでは、武器の宝貝がつとまるはずはないのだ。

　が、深霜の言葉は少なからず和穂の心に衝しよう撃げきを与えた。

「それじゃ、私の護衛が殷雷にとって、そんなに負担になっているの？　でも、殷雷はそんな話は」

　深霜は軽く鼻水をすすった。

「殷雷の性格を考えてみなさいな。

　そんな弱音を吐はくはずがないじゃない」

　適当に噓の中に真実が混ぜられている。殷雷が弱音を吐きそうにないのは事実だった。

　言葉を失うしなう和穂の気配を察さつし、深霜は口の端をニヤリと歪ゆがめた。

　当然、和穂からは深霜の笑みは見えない。

　深霜は畳たたみ掛かけた。

「さあ、そんな殷雷が今は休養中よ。

　休息を終えて戻ってみたら、自分のいない間に宝貝が少しは回収されていたとしましょうよ。

　今まで只ただの能無しの元仙人だと思っていた和穂が、意外としっかりしてると判わかったら、殷雷の気苦労も少しは減へるとは思わない？」

　沈黙する和穂。

　勝利を確信する深霜。

　ゆっくりと和穂が口を開く。

「……判った。殷雷が休んでる間に、一緒に宝貝を回収しましょう」

　心の中で高らかに勝利の雄お叫たけびを上げながら、深霜は親しん身みなふりをし、ウンウンとうなずいた。

「そうでなくっちゃね。

　そんなに深刻にならなくても大丈夫よ。

　私だって武器の宝貝なんだから。

　殷雷と和穂で今までやってこれたんなら、私だって役に立つから」

　深霜とて武器の宝貝、状況の分ぶん析せき能のう力りよくには長たけていた。

　殷雷が断縁獄の中から外に戻ったとき、たとえ宝貝が回収されていても、喜びはしないのは深霜も充分承しよう知ちだった。

　刀の宝貝であろうがなかろうが、自分が立てた綿めん密みつな計画を無視されて気持ちがいいものではないからだ。

　当然、その時は、

『私は護衛として必死に止めたんだけど、どうしても和穂が宝貝を回収するって言ってきかなかった』

　と、噓をつくつもりだった。

　面めん倒どうをかけた和穂を必死に守り、結果として宝貝の回収に尽じん力りよくしたとしったら、殷雷が自分を見る目も変わるだろうと、深霜は計算していたのだ。

　まあ、少しは和穂にとっちゃいい迷めい惑わくかと思わないでもなかったが、結果として宝貝が回収されるんだから、かまいやしないと、深霜は勝手に納得していた。

　深霜は優しく問い掛けた。

「で、宝貝の反応は？」

　和穂は左の耳に索具輪を着け、宝貝反応の場所を語り出した。
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　和かず穂ほたちが辿たどり着いたのは、宿屋のある町から街かい道どう沿いに五日進んだ場所にある街まちだった。

　以前の街よりもより大きく、商都というよりは観かん光こう地ちに近い様相の街だった。祭りを行っているようでもなかったが、常に人々の雑ざつ踏とうの中に威い勢せいよく破は裂れつする爆ばく竹ちくの音が混ざっている。

　町中を歩きつつ、和穂は言った。

「恐おそらく、この街の中に宝貝があるはずよ。

　……聞いてる？　深しん霜そう」

　深霜は通りにある、みやげ物屋の店先を覗のぞき込んでいた。店頭には、なぜだか塔の置おき物ものが所ところ狭せましと並ならんでいる。

　和穂にではなく、みやげもの屋の店員に深霜は問い掛けた。

「ねえねえ、お兄さん。この塔って、何の塔なの？」

　店の中でハタキを振り回していた、大おお柄がらな男が答えた。

「へいお客さん。これは西海名物、奇岩群を見物する為ために立てられた、観かん覧らん塔とうの模も型けいでさあ」

「なにそれ？」

　慣なれた口調で店員の説明は続く。

「この辺あたりの遠とお浅あさの海には、海面からひょこひょこ顔を出してる、奇妙な形の岩の群れがあるんですよ。

　海辺で見る分にゃ、ただの変な岩なんですが、観覧塔みたいな高い建物から見物すりゃあ、見渡す限りの岩の群れで、それは豪ごう快かいなんですぜ。

　この観覧塔は本来、二十八年前に灯とう台だいとして立てられた……」

　後ろで喋しやべる和穂を無視し、深霜は店員の話の腰こしを折おる。

「能のう書がきはいいのよ。そんな塔はどこにあるの？」

　首をひねりつつ店員は答えた。

「どこもそこも、街のド真ん中にあるんですが、西の門、そう、そこの門から入ったら丁ちよう度ど、あの馬鹿でかい六階建ての宿屋の影になっちゃって、角度の都つ合ごうでここからは見えないんで。

　この通りをもう少し進めば、嫌いやでも目に入りますぜ。

　どうです、みやげとして、お一つ？」

　当然の疑問を深霜はぶつけた。

「奇岩が名物なのに、どうして奇岩を見物する塔が置物になるのよ？　奇岩でいいじゃないの？」

「岩の模型じゃ、ただの石ころと変わらないんで売れないんですよ」

「なるほどね。でも、ただの模型じゃ買っても仕し方かたないね」

　待ってましたとばかりに店員は説明した。

「そこにぬかりはございません。

　観覧塔は灯台も兼かねてるんで……」

　店員は深霜の手の中の模型を取り、パカリと開く。塔の模型は、蝶ちよう番つがいで繫つながれており、魚の開きのように二つに割れた。

　店員はその塔の台座の内側にある、細長い刺とげを指差す。

「ほら、お嬢じようさん。ここの刺とげに蠟ろう燭そくを立てれば、蠟燭立て、燭しよく台だいとしても使えるんです。

　丁ちよう度ど、塔のてっぺん辺りの隙すき間まから光が零こぼれて、それはもう、まさしく灯台です」

　店員から塔の模型を受け取り、深霜は大きく感心した。

「凄すごい。気に入った。それじゃ、これ一つ貰もらっていくわね。

　あ、勘かん定じようはこっちの娘から貰もらってね」

「へい、毎度」

　スタスタと深霜はみやげ物屋から出ていき和穂も後を追おうとするが、店員は逃にがさない。

「お客さん、お支払いを」

「あ、深霜、待ってよ！」

　ともかく、深霜は商品を持っていっているのだ、お金は払わなくてはならない。

　やむなく、和穂は断だん縁えん獄ごくから代金を取り出した。

　店員は嬉うれしそうに言った。

「ありがとうございます。はい、これはお釣つり」

　釣り銭を受け取り、和穂は急いで深霜の後を追った。

　和穂の背中を見送りながら、店員はふと疑ぎ問もんに思った。

　手の中にある小こ銭ぜには、どう考えてもあのひょうたんの口より大きい。

　あの娘はどうやって、この小銭を取り出したのだ？

　店員は硬こう貨かを齧かじったが、それは間違いなく本物だった。
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　危あやうく、深霜を見み失うしないかけた和穂であったが、またしても店先を覗のぞいている深霜の後ろ姿をどうにか見つけた。

　みやげもの屋の次は、小こ物もの屋やの前にへばりついている。

　やっと深霜の側そばに寄ると、何をもたもたしているのかと叱しつ責せきするような強い声で、深霜は和穂に言った。

「ちょっとちょっと、あの耳みみ飾かざり可愛かわいいじゃない。

　買ってよ」

　呆あきれつつもついつい和穂も店先を覗いた。

「深霜、だからこの街にね」

　和穂の言葉に生返事で答え、深霜は小さな水すい晶しようの耳飾りを手に取った。

「いいじゃない。別にそんなに高いのを買えなんて、言ってんじゃないし。

　ほらほら、片方ずつでも買えるような安いやつなんだからさ」

「だから、宝ぱお貝ぺいが」

「ほら、和穂はどれがいい？」

　深霜は幾つかの耳飾りが無む造ぞう作さに放ほうり込まれた、小箱を和穂に見せる。

「私は、これがいい……ってそうじゃなくてね」

「そうか、和穂は索さく具ぐ輪りんがあるから、左と右で違う耳飾りになっちゃうのか。

　じゃあ、店の奥にある飾かざり布ぬのでも見てみようか。

　ちょいと店員さん」

　ズイズイと店の中に入る深霜の袖そでを引ひっ張ぱり、止めようとするが、深霜とて武器の宝貝である。

　和穂程度の力ではその歩あゆみを止めるのは無む理りだった。

　刀の宝貝であるが故ゆえの幾いくつかの機き能のうを、深霜は戦闘とは関係ない部分でも惜おしみなく使っているのであった。

　和穂が重いというより、和穂を引っ張りながら歩くのもみっともないので、ようやく深霜は和穂の言葉にまともに答えた。

「判わかってるわよ。宝貝の使い手を倒したいんでしょ。

　買い物が終わったら、ちゃんとやるから。どうせ、殷雷が戻ってくるまであと二日もあるんだし、慌あわてなくても大だい丈じよう夫ぶよ」

　深霜を止めるのに、余よ程ほど真剣に力を使ったのか、和穂はゼイゼイと息を吐はいていた。

「はあ、はあ、そうじゃなくて」

「はいはいはいはい。

　和穂って貧乏性よね。

　目の前に心配ごとがあると、先にそれを片づけないと落ち着けないんでしょ。

　判ったわよ。それじゃ、さっさと宝貝を取り戻して、ゆっくりと買い物といこうじゃないの。

　で、宝貝はどこにあるって？」

　和穂はコクリとうなずく。

「だから、さっきから言ってるでしょ。

　この街の中にあるはず」

「さっきから何度も聞いてるわよ。

　だから、どいつが宝貝の所しよ持じ者しやなの？　とっとと、そいつを倒そうじゃないの」

　どうも話が嚙かみ合わない理由が、やっと和穂には判ってきた。

　深霜は、索具輪の精度がどの程度なのかを知らないのだ。

　索具輪を、宝貝の在あり処かを正せい確かく無む比ひに示す宝貝だと思っているのだろう。

　本来ならば、それぐらいの精度はあるのだが、現在の索具輪は原因不明の不ふ調ちようの為ため、時と場合によっては、大まかな位置関係しか把は握あく出来ないのだ。

　索具輪は、街全体を覆おおうようなボンヤリとした宝貝反応を和穂に示していた。

「深霜、今の索具輪じゃそこまで探さぐれない。

　原因は知らないけど、ときどき索具輪の精度は、落ちちゃうの。

　今判るのは、せいぜいこの街の中に何らかの宝貝があるだろうって事だけ」

　露ろ骨こつに面めん倒どうそうな表情が、深霜の顔に浮うかんだ。

「それじゃ何？　誰だれだか判らない宝貝の所持者を、この街の中から捜さがし出せっていうの？　かったるいわね。

　宝貝の回収には、そんなに手て間まがかかるっての！　宝貝反応を見て、所持者をしばき倒して回収終了って訳わけにゃいかないっての！」

「いかないよ、そう簡かん単たんには。

　だからいつもは、それらしい人を勘かんづかれないように探り出して……」

　自分が喋しやべりたくなると、深霜はお構かまいなしに相手の言葉を遮さえぎる。

「よし、判った」

「判ったって、なにが？」

　深霜は片手に持った、観覧塔の模型を和穂の前にズイと出す。

「この観覧塔が怪あやしい」

　なぜ、このおみやげが怪しいのか？　和穂はキョトンとしながら塔の模型をじっくりと見つめた。

　お構いなしに深霜の罵ば倒とうが炸さく裂れつする。

「馬鹿ね！　この模型が怪しい訳ないじゃないの！　本物の観覧塔が怪しいのよ！　もしかしたら、宝貝かもね」

「……さっきの店員さんは、この塔が出来て二十八年経ってるとか言ってなかったっけ、私が宝貝をばらまいたのは、そんなに昔じゃないんだし……」

　ギロリと深霜の眼光が和穂を射い抜ぬく。

「お、だ、ま、り。

　刀の宝貝が怪しいっていってんだから、素直に信用しなさいよ！」

　和穂は和穂で、脅おどしに屈くつするような性格はしていない。

「もしかして、深霜。その観覧塔に見物に行きたいって思ってるだけなんじゃないの？」

　高らかに深霜は笑った。

「おほほ。

　和穂ちゅわん、今度はそのホッペタを霜しも焼やけにしてあげようかしら」

　敵の宝貝使いと戦い、負傷するならばまだしも、どうして味方を相手に霜焼けの恐怖と戦わなければならないのか？

　指先の霜焼けは、この間、治なおったばかりなのに。和穂はブンブンと首を横にふる。

　深霜は満まん足ぞく気げに言った。

「判ればよろしい。

　でも、口答えした罰ばつよ。観覧塔に行く前に耳飾りを買って貰もらうからね」

　あぁ、私は一体何をやっているのだろうかと、和穂は頭を悩ましたが、こんな事でくじけている場合ではない。

　殷雷の為にも頑張らなくてはと、和穂は自分に言い聞かせ、その拳こぶしを力強く握にぎった。

　和穂の視界の隅すみでは、深霜が嬉しそうに耳飾りの品定めを進めていた。
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　全身から噴ふき出しているのは、本当に汗あせなのだろうかと、宿やど屋やの主人は考えていた。

　もしも、これが汗ではなく血であれば、この苦痛からさっさと逃げる事も出来たであろうに。

　だが、死んでどうなる？　問題は解決しない。問題が自分の手のとどかない所に行くだけでしかない。

　自分の手から離はなれた問題はどこに行く？　考えるまでもない。我わが一人娘、香こう純じゆんの前に立ちふさがるのだ。

　自分の手にも負えないのだ。娘の手に負えるはずもない。

　宿屋の主人の前には、黒く袖そでの長い道服を着た道士がいた。

　そう。彼は凄すご腕うでの道士だ。

　だが、人間であるかどうかの保ほ証しようはない。もしも、この道士の正体が人間ではなかったとしても、驚おどろきはしないだろうと宿屋の主人は考えた。

　人間の化け物か、動物の化け物か。肝かん心じんなのは、目の前に居るのは化け物であるという事だけであった。

　宿屋の主人は、額ひたいを流れる汗を拭ふいた。

　革かわ靴ぐつに油を塗ぬり込めるような感覚がする。

　黒服の道士の袖は、風もない、この部屋の中でゆっくりとたなびいていた。

　道士は己おのれの顎あごを撫なで、主人に言った。

「忘れてはいるまいな、親父おやじ殿どの。

　祝しゆう言げんは明あ日すだ」

　宿屋の主人は、カラカラに乾かわいた喉のどから声を振ふり絞しぼる。

「ま、待ってくれ、封ふう傑けつ道どう士し。香純の体調がすぐれないんだ。祝言を延えん期きしてはくれまいか」

　鳥の鳴き声のような笑い声を上げ、黒服の道士、封傑は言った。

「香純の不調はだな、親父殿。

　親父殿が我われ等らの祝言を快こころよく思っていないからなのだよ」

「噓うそをつけ！

　香純を逃にがさせない為ために、旅に耐たえられぬような体調にしたんだろう！」

「くけけ。

　どちらにしろ、祝言を済すませば、香純の不調など消えてなくなるわい。それで文もん句くはあるまいて。

　明日で、香純は十五になる。よもや、約束を破やぶれるとでも思っていまい」

　宿屋の主人の顔から血の気が引く。

「わ、判った」

「うむ。物わかりがいいのが一番だ」

「違う。

　全すべてを返す。この宿屋をお前に返す。それで許ゆるしてくれ。

　私の財産を全てくれてやる、だから香純だけは許してくれ」

　封傑の目に殺さつ気きが宿やどった。

「ふざけるんでないぞ、親父殿。

　お前は十年前、娘を俺おれの嫁よめに差し出すという約束で、俺から強きよう運うんを授さずけられたのだ。

　破は産さんし、潰つぶれかけていたボロ宿屋が、ここまで繁はん盛じようしているのだ。

　やること、なすこと、全てが上う手まくいったではないか。

　どうだった？　夢のような十年間だっただろう」

　あまりの後悔の大きさに、主人は砕くだけんばかりに歯を食くい縛しばった。

「悪夢でしかない。

　あの時、俺は魔まが差したのだ。香純と共ともに野の垂たれ死ぬぐらいならばと思って、藁わらにもすがる思いで、お前の口くち車ぐるまに乗ってしまったんだ。

　お前との約束を後こう悔かいしなかった日は、一日たりともなかったぞ！」

　封傑は嘲あざ笑わらうように、主人の神経を逆さか撫なでしていく。

「商売人なら、計算はお手のものだろう。

　十年前に死んでいれば、親父殿と香純の二人の死人がでてそれで全ては終りだった。

　が、我わが道どう術じゆつのお陰かげで、少なくとも、親父殿、あんたはこれからも生き続けられるんだ。

　お互いに得な取り引きだったんだ。

　もっとも、後悔の念に押おし潰つぶされて、自殺するのはそちらの勝かつ手てだがな」

「貴き様さま！」

　怒りに任まかせ、主人は己おのれの拳こぶしを封傑の顔面に叩き込んだ。

　拳の衝撃で封傑の頭部はボンと破は裂れつした。自分の拳がしでかした異い様ような事じ態たいに、主人は愕がく然ぜんとしたが、破裂した頭部から血は流れずに変わりに真っ黒な鳥の羽はねが飛び散った。

　散さん乱らんする鳥の羽。嵐あらしの中の羽のように、羽は渦うずを巻き舞まい散ちり、主人の視界を遮さえぎった。

　そして、茫ぼう然ぜんとする主人の肩かたを背中から叩たたく者がいた。

　驚く事に疲つかれた主人は、振り向く気力すらなかった。

　主人の耳には聞き慣なれた封傑の声が響ひびく。自分の背後でせせら笑う封傑の顔を見る気には到とう底ていなれなかった。

「そういう訳わけだ親父殿。

　約束からは逃のがれられぬ。

　どうしても、娘を差し出したくなければ、この私を殺すんだな」

　殺す？　そうだ、こいつを殺すしか手はあるまい。

　だが、どうやればこの化け物を倒せるというのか？

　宿屋の主人は妙みように可お笑かしくなった。

　十年前、死にかけた時のように、今度は別の道士に封傑退たい治じを依い頼らいするか？　その為ためには何を差し出せばいい？　香純がいずれ生むかも知れない子供か？

「はっはっは」

　主人は笑い、封傑も笑う。

　笑いながら主人の瞳ひとみからは涙なみだが零こぼれていった。

　封傑は道服の袖そでを翻ひるがえした。

「では、さらばだ親父殿。祝言の準備はこちらでさせてもらおう。祝福したくなさそうだから、親父殿は出席せずともよい。

　明日の夜には、香純を貰もらい受けに来るからな」
















　バサバサバサ。狂ったように道服の袖がはためく音が轟とどろき、やがて沈ちん黙もくが訪おとずれた。

　封傑の姿は消えてなくなっていた。

　主人は、床ゆかに散らばったままの黒い羽を握にぎりしめた。

　強く強く握りしめられた拳からは、血が滴したたり羽を濡ぬらす。

　腹はらの底から主人は呻うめいた。

「く、あの烏からすめ！」

　途と端たん、窓まど枠わくをブチ破り、突風が吹きすさんだ。突風を纏まといながら、封傑は再び姿を現したのだ。

　目を血ち走ばしらせた封傑は、主人の襟えり元もとを締しめ上げて軽かる々がると持ち上げた。

「貴き様さま！　誰だれが烏だ！　愚ぐ弄ろうするにも程があるぞ。我は黒くろ鷺さぎだ！」

　それがたとえ、何の意味も持たない怒りでも主人は気力を振ふり絞しぼるしかなかった。

「黒鷺か。ならば、百人の猟りよう師しを雇やとい貴様を射殺してくれようか」

「百人の猟師が放つ、千本の矢とて俺を貫けはしない」

「ならば、神が宿やどる天の弓矢で貴様を撃うってやろうか」

「有りもせぬものに望みを託たくすか？

　だが、無む駄だだ。例えお前の手の中に、宝貝の弓と矢があろうとも、この封傑を殺す事は叶かなわぬのだ！」

「ならば、ならば、貴様の手に香純を落とすぐらいなら、我が手で我が娘を殺してしまおうか！」

「それで怯ひるむとでも思ったか、親父殿。

　その手で香純を殺すとな？

　良いぞ。

　味は落ちるが、俺の手間が省はぶける」

「死肉を食らうとは、やはり貴様は烏だ！」

「下げ賤せんの烏と一緒にするな。

　我は羽のあるものの中の王、選んだ肉しか口にはせぬのだ！」

　再び突風。舞い散る黒鷺の羽。

　床を叩たたき続ける、宿屋の主人。
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「……お父様」

　床を叩き、うなりつづけていた宿屋の主人は、ハッと我われに返り振り向いた。

　そこには香純が、扉とびらによりかかるようにして立っていた。

　どこまでも白い肌と、闇やみ夜よよりも黒い髪かみの娘だ。

　髪は膝ひざの裏うらにまで届とどきそうな程に長い。

　髪と同じ黒さをした瞳ひとみが、その顔の中にはあった。

　白い肌と、黒い髪と瞳、そして唇くちびるの朱しゆ色いろの三つの澄すんだ色だけで形作られたような娘だった。

　香純の美しさは、そのまま儚はかなさの美しさであった。天を舞まう粉こな雪ゆき、一度でも嵐あらしにあえば吹き飛ぶような可か憐れんな花のせつなさがあった。

　血と肉で作られた人間の形が作り上げた美しさというよりは、それだけで純じゆん粋すいな美、光のような美しさであった。

　家の中を歩くだけでも疲つかれたのか、香純の息は弱よわ々よわしかった。

　長い黒髪は結ゆわえられ、右肩の所から体の前に垂たらされている。

　娘の姿を見つけ、主人の顔が青ざめた。

「香純！　見ていたのか！」

「すいませんお父様、盗み聞きなどはしたないまねをして」

　香純の苦しみは、病やまいの苦しみではないと宿屋の主人は思い知る。

　思い悩む、自分の姿を見て、同じように苦しんでいるのだ。

　主人は、根こん拠きよのない笑え顔がおで、どうにか娘を力づけようとした。

「ははは。違うぞ香純。何も心配はいらぬ」

　そんな父の姿すら哀あわれむように、香純は首を横に振った。

「知っております。ここ数日、お父様があの封傑という道士の訪問を受け、私を嫁よめに差し出すように脅おどされている事も、十年前にお父様と封傑の間にどんな約束があったかも」

　娘を安心させる為の噓うそは、自分の責せき任にんを誤ご魔ま化かす為の噓なのではないか？　宿屋の主人の心は沈む。

　今必要なのは、噓をつき現実を誤魔化す事ではない。

　主人は娘に頭を下げた。

「許してくれ香純！　この父の軽はずみな言葉で、お前をこんな目に合わせるなんて！」

　崩れるように膝を折り、香純は頭を下げる父親の肩に手を置いた。

「お父様。仕し方かたがなかったのでございます。

　香純はお父様を責せめたりはいたしません。

　それよりも、この十年間のお父様の、心の苦しみを思うと、私も辛つらくなります」

「香純！」

「お父様、どうかご自分をお許ゆるしになって下さいませ」

　辛かろうじて主人は顔を上げ、呟つぶやく。

「ああ、こんな時に雷らい納のうがいてくれれば」

「雷納兄様……」

「もう、五年になるのだったな」

　雷納。宿屋の主人にとっては、息子、香純にとっては兄のような存在の青年であった。

　香純が生まれた頃、この宿屋に病やんだ男が一人泊とまった。

　旅先での病気の身である。宿屋の主人は心こころ細ぼそかろうと、自分の商売が上う手まく行ってないことも省かえりみずに、色いろ々いろと面めん倒どうを見てやったのだが、男はあえなく亡なくなったのだ。

　その男には十歳になったばかりの、一人の息子むすこがいた。

　それが雷納であった。

　雷納の言葉では、他に身み寄よりはいないという話だった。

　主人は、実じつ直ちよくな性格をした雷納を引き取り育てた。

　香純を生んですぐに妻も病で亡くなり、再婚する気には、どうしてもなれなかった主人は、ゆくゆくは香純の婿むことして、雷納を跡あと取とりとして考えていたのかも知れない。

　そう、貧乏宿屋の主人であったが、あの頃はまだ明日に対する希望があったのだ。

　だが、歯車はどこかで狂い出した。十年前のあの日、封傑道士の誘さそいに乗ってしまい、さらに、雷納が徴ちよう兵へいされ異国の戦争に連れていかれたのは五年前の話だ。

　戦争が終了して、すでに四年は過ぎていたが雷納の行方ゆくえは知れない。

「香純よ。私たちは一体どうなってしまうんだろうか？　雷納のいない今、私は誰だれに頼たよれというんだ」

　父親の言葉に香純は珍めずらしく強い口調で、反論した。

「お父様。雷納兄様はきっとどこかで生きておいでです！」

「……そうかも知れない。だが、もしも雷納が戻って来た時に、お前がいなくなっていたら、私はどの顔で雷納に会えるというのだ」
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　天高くそびえる巨大な塔とう、というほど凄すごい建たて物ものではなかったが、観かん覧らん塔とうを含ふくむこの街まちがちょっとした高台にあるせいか、塔からの視界は非常に良かった。

　みやげものの塔は、観覧塔をかなり正確に再現していた。

　実際に塔の最さい上じよう部ぶは灯台になっており、一般の観光客の立ち入りは禁止されていた。

　話によると、季き節せつによっては一般にも開放されて見けん学がくが出来るのだが、生あい憎にく今はその時期ではなかった。

　観覧塔の大体、五分の四ぐらいの高さに、展てん望ぼう台だいが作られている。

　異様に細長い四し角かく錐すい形けいの塔を囲かこむような、四角の展望台だ。

　展望台とはいえ、何のことはない、塔の途と中ちゆうから外に出られるようにして、一いち応おうの柵さくをつけただけなので、高いところが苦にが手てな人間にとっては、かなりきついものがあった。

　もしも、落ちたらどうなる？　という生なま々なましい想像を起こさせるよりは、遥はるかに高いがそれでもたまに吹く突風で、木造の観覧塔が軋きしむ音は恐怖を巻き起こす。

　ついさっきまでは、展望台に到とう達たつする為ために作られた、塔の内部の螺ら旋せん状じようの階かい段だんにこれ以上ないほどの悪あく態たいをついていた深しん霜そうであったが、景色けしきを眺ながめると今までの不ふ機き嫌げんが噓のように吹き飛んだ。

　柵から身を乗り出すようにして、海をながめている。

　海からの風が、客たちの髪かみをなびかせていた。

「ふうん。名所になってるだけの事はあるじゃないの。

　高いだけで名物になってるなんて、つまらないかと思ってたけど、さすがに気分がいいわね。

　ねえ、和かず穂ほ？　こっちにいらっしゃいよ」

　和穂はペタリと、塔側に背中を寄せ、動こうとはしなかった。

　塔の影になり、表情までは判わからないが、和穂が肩かたで息をしているのは判った。

　和穂の呼こ吸きゆうが乱みだれているのが、螺旋階段を登り疲つかれたせいなのか、高所への恐怖なのか深霜はちょいと興きよう味みがあった。

　深霜の少しばかり意い地じ悪わるそうな視線を、敏びん感かんに察さつ知ちしたのか和穂は話題を変えようとした。

「買うのは耳飾りだっていったのに……」

　そう。小物屋で耳飾りを買えと大騒ぎしていた癖くせに、深霜の耳には耳飾りの姿はなかった。

　かわりに、しなやかな指先には真しん珠じゆの指ゆび輪わが光っていた。

　機き嫌げん良よさそうに真珠の指輪を撫なで、深霜は鼻はな唄うたを歌った。

「いいじゃない。あんたの話を聞いてるとまるで私が節せつ操そうもなく、無む駄だ遣づかいしてるように聞こえるじゃないの」

　和穂はめまいがしそうになった。さっきの観覧塔の置物もさっさと飽あきてしまい、側そばに居いた子供に上げていたのだ。

「だって、無駄遣いしてるじゃないの！」

　待ってましたとばかりに、深霜は言い返した。

「ふむ。でも、『私が無駄遣いをしている』というのは間違いね。

　真実は『私たちが無駄遣いをしている』じゃないの。

　似に合あってるわよ、その髪かみ留どめ」

　ドキリと、和穂は痛いところを突かれた。

　塔の影からゆっくりと和穂は深霜の側に寄っていった。

　いつもは後こう頭とう部ぶの辺あたりで、緩ゆるく飾かざり布ぬので結んでいる和穂の髪型が、変わっていた。

　後頭部の真ん中で、一つに結ゆわえているのではなく、真ん中から少しばかりずらした右と左で二本に纏まとめてある。

　髪を括くくっているのは飾り布ではなく、小さな緑色の珠たまを繫つなげた、小さな腕うで輪わのような髪留めであった。それを幾いく度どか捩ねじり、その中に髪を通していた。

「うう。

　深霜が楽しそうに小物を見てるから、私も何か欲しくなっちゃったのよ」

　深霜は当然とばかりに、大きくうなずく。

「ま、あんたを責せめる気はないけどね。

　こういう時は、

『深霜も買ってるんだから、仕し方かたないじゃないの！』

　とでも怒ど鳴なるのが正解ね。

　道どう理りが通とおってなくても、捲まくし立てたらどうにかなる時もあるのよ。

　どう、勉強になるでしょ？」

「勉強にはなるけど、為にはならないような気がする」

　深霜に近づいてきた和穂だったが、ある場所まで来て歩みを止めた。

　深霜は親切そうな顔で和穂に言った。そろそろ和穂にも、この親切そうな顔がただの罠わなであることが判りはじめてきた。

「どうしたのよ？　高いところが怖こわいの？」

「……高いところが怖いっていうより、この展望台が怖い。

　だって、揺ゆれてるじゃないの」

「あぁ、落ちるのが怖いってんなら、心配無用よ。私が保ほ証しようする」

　怖さ半分、景色の見たさ半分で和穂も手すりまでやってきた。

　恐怖は消えなかったが、それを覆おおい隠かくすような景色けしきの素す晴ばらしさがある。

　見渡す限りの海は、波が小さく、その海面からは鍾しよう乳にゆう石せきに少し似にた岩が伸びていた。

　鍾乳石に似ているが、それよりも遥はるかに複ふく雑ざつな形で曲がりくねっている。

　冗じよう談だんめかして、ポンと深霜は和穂の背中を押した。

　条件反射で、和穂は軽く飛び上がる。

「ははは。ビックリした。でもそれぐらいじゃ大騒ぎしないわよ」

　心の底で、『へえ、そうなの？』と思いつつ深霜は笑った。

　やはりまだ親切そうな笑顔に見える。

　もしかしたら、深霜は少しいたずらっぽいだけの宝ぱお貝ぺいなのかと、和穂は思う。

　だが、少し違った。深霜は、和穂の背中を押したとき、もっと派は手でに驚おどろいて欲しかったのだ。深霜は言った。

「万が一、ここから落ちたとしても、怖こわがる必要なんかないのよ」

　和穂も深霜の笑顔に答えた。

「そ、そうだよね。刀かたなに変わった深霜が力を貸してくれたら、どうにか塔の壁にでもへばりつけるもんね」

　深霜は軽く首をひねった。

「そうだけど、私はそういう意味で言ったんじゃないの。

　これだけの高さがありゃ、途中で気き絶ぜつするから痛みは感じないのよ。

　安心して」

　ゾクリと、和穂の背中に得え体たいの知れない悪お寒かんが走った。

「は、は、は、は。何だか、殷いん雷らいが言いそうな冗談だね」

「冗談じゃないわよ。

　あなたを殺せば、私は再び自由の身になれるのよね。

　私は情熱的な女だから、愛の為ために死ねる。でも、自由の為になら愛を捨すてられる。

　ごめんなさい、殷雷。私は自由になりたいのよ！」

　殷雷が敵に見せる、殺気に満ちた視線とそっくりな気き迫はくが深霜の視線に宿やどった。

　そして、再び深霜は和穂の背中を押した。

　今度の和穂は飛び跳ねなかった。が渾こん身しんの力を込めて、柵さくに摑つかまり悲鳴を上げた。

　深霜の悪戯いたずら心ごころを充じゆう分ぶんに満足させるだけの大きな悲鳴だったが、叫んでいる時間が長すぎた。

　他の観光客の視線を浴あびて、深霜は恥はずかしさを覚おぼえた。

「きゃあきゃあきゃああきゃあ！」

「ちょ、ちょっと和穂！　冗談に決まってるでしょ」

「きゃあきゃあ落ちる、落ちる！」

「あぁもう、仕し方かたないわね！」

　力づくで和穂を柵から引ひき剝はがし、展望台の入口にまで和穂を運ぶ。

　顔がん面めん蒼そう白はくの和穂はまだブルブルと震ふるえていた。

　深霜は宥なだめるというより、怒るように和穂に言った。

「本当恥ずかしい女ね。人前でギャアギャアわめいて。

　だいたい、あんたを殺して自由になるつもりなら、さっさと殺して山の中にでも埋うめてるわよ」

「そ、それもそうね」

「今までの旅で命を賭かけて戦った事もあるでしょうに、どうしてあれぐらいで叫んだりするのよ」

　生きるか死ぬかの真剣勝負と、突き落とされる恐怖は全く別物だと和穂は思った。だが大声で叫んでいたのが妙に恥ずかしい。

「……ごめんなさい……って、深霜が驚かすから悪いんじゃないの！」

　状況が不ふ利りなので、深霜は正論で話を混ぜっ返した。

「和穂！　こんな事で、ワイワイと遊んでいる暇ひまが今の私たちにあって？

　殷雷の休養が終わるまでもう少しなのよ。

　一いつ刻こくも早く、敵の宝貝使いを見つけるの」

　この街に着いた時から、宝貝を探さがそうって言ってたじゃないかと、和穂は考えたが、深霜がやる気になっているのだ。いや、いるのだろう。

　ここは、真ま面じ目めに宝貝回収を始めるべきだろう。だが、深霜に振り回されっぱなしでさすがの和穂も、意い地じ悪わるな口の一つでも叩たたきたくなった。

「で、この観覧塔は怪あやしくなかったのね？」

　三十倍ぐらいになって意地悪が返ってくるかと和穂は身構えたが、別段深霜は怒ったようすもないようだった。

　変に微笑ほほえんだりもしていない。

　さも当とう然ぜんの如ごとく、和穂の疑問に答えた。

「まあ、待ちなさい。別に岩っころが見たい為にこの塔に登ったんじゃないのよ。

　この展望台は観覧塔をグルリと囲かこんでいるでしょ？　街の方も見れるじゃないの。

　街そのものを観察して、怪しい部分を探そうと思ったの」

　和穂の表情に、疑ぎ惑わくの表情が浮かんだ。

　途と端たん、深霜の目付きが鋭くなる。

「文もん句くあるの和穂！　人がたまに本当の事を言ってるんだから信用しなさいよ！」

　凄すさまじい理り屈くつを凄まじい勢いきおいで捲まくし立てられ、和穂は一いつ瞬しゆん、自分がとてつもない疑うたぐり深い性格になっていたような気がした。




　　　　＊




　深霜は塔から街を見下ろす。

　どこを見ているか焦しよう点てんが定まっていない癖くせに、その眼光は鋭かった。

　それはとてつもなく巨大な獣けものと相対した武人が、相手の全ぜん貌ぼうを見み定さだめている表情にも見て取れた。

　今までのチャランポランな言動が全く噓うそのように、和穂には思えてきた。

　視界の全すべての人間の動きを深霜は追い掛けていた。どこにでもあるありふれた街のあり触れた日常。

　深霜の真剣な眼まな差ざしを見て、和穂は急に謝あやまりたくなった。

「もしも、うるさくて邪じや魔まだったら言ってね深霜、喋しやべるのはやめるから。

　深霜、ごめん。どうせさっきみたいに、

『む。あそこの茶店は、汁しる粉こが美う味まそうだから調査してみる必要がある！』

　とか言い出すもんだと思ってた。

　深霜も真剣に宝貝を探そうと思ってたんだね」

　驚いたように和穂の顔をみる深霜の表情はなぜか、少し赤くなっていた。

『褒ほめられるのが苦にが手てなんだ』

　と、和穂は考えたが、深霜の心の叫びは、

『なんで、茶店の事が判わかったのよ！』

　であった。

　軽かるく咳せき払ばらいして、やむなく深霜は本気でこの街の奇き妙みような部分を探った。

　だが、いざ探してみると、奇妙と奇妙でないもの、日常と非日常の区別はなかなか付かなかった。

　横では和穂が期待に目を輝かがやかせて、自分を見ている。

　こりゃ、適当に誤ご魔ま化かしてこの場を逃れようかと、深霜が考えたとき、彼女の視界に何かが引っ掛かった。

「？」

　何だ？　深霜は確たしかに不自然なものを感じとり、そこに視線を集中した。

　通りの一部に人だかりが出来ている。

　人だかり自体は何の不思議もない。安売りの店の前にすら出来るのだ、この街の中にどれだけの人だかりがあるという。

　奇妙な人だかりは、店の前に出来ているのではない。通りの中央に出来ている。

　さながら、大だい道どう芸げい人にんの前に見けん物ぶつ客きやくが集まるかのようであった。

　いかに凄まじい視力があろうと、物を透すかして見る訳わけにはいかない。

　人だかりの中心を把は握あくするには、根こん気き強く観察を続ける必要があった。

　深霜のさほど、粘ねばりけのない根気が今まさに尽つきようとした瞬しゆん間かん、人だかりの中心の姿が見えた。

　道士だ。和穂と同じような、袖の長い白い道服を身に纏まとっていた。

　筆ふでを片手に何かをしている。その道士を往おう来らいを行く人々は見つめているのだ。

　見物人で、視界が一瞬遮さえぎられたと深霜は感じた。道士の片手には筆、片手には炎ほのおが握られている。

　ゴクリと深霜は生なま唾つばを吞み込み、記憶を整せい理りした。

　炎は唐とう突とつに現れたのだ。その為ため、深霜は炎が現れる瞬間を見物人の為に見逃したと判断したのだが、どうやらそうではない。

　いや、そうであっても不ふ思し議ぎはないのだ。

　自分はこの街の奇妙な人間を探しているのではなかったのか。

　消えた炎の中から現れた小さな短たん冊ざくを握る手が見えた。

　筆があるならば、筆で文字を書くための紙がいり、その紙を束たばねる短冊も必要だ。

　道士は短冊に、筆で何かをしたためているのだ。

　道士が書き終えた瞬間、短冊を持つ手には鷹たかが一いつ匹ぴき出現していた。

　和穂の胸むなぐらを摑つかみ、深霜は怒鳴った。

「居いたわよ。宝ぱお貝ぺいの使い手が」

「え、どこ？」

　場所を指し示す手間を深霜は省はぶき、胸ぐらを摑んだ和穂と共に一気に柵さくを飛び下りた。

　周囲の観光客が慌あわてて、覗のぞき込む。

「わ、飛び下りだ！」

　そして観光客はとても奇妙なものを見た。飛び下りた二人は、何故か爆ばく煙えんに包つつまれながら落下していく。

　煙けむりは瞬間的に晴れ、二人だったはずの娘たちの姿は一人だけしか確認出来ない。

　しかも、その一人の娘は刀かたなを片手に持っている。

　まるで、こんな事は日にち常じよう茶さ飯はん事じと言いたげに、道服の娘は落下の風を上う手まく操あやつり、自分を塔の壁かべに近づけた。

　そして、壁に足が触ふれるやいなや、道服の娘は塔の壁を地面に向けて駆かけ出したのだ。

　落下速度よりは遅おそくなったが、それでも壮そう絶ぜつな速度で娘は駆けていく。

　言葉を通じ、和穂は喋しやべった。

『深霜！』

『うるさいわね、私のやり方に指さし図ずは無用だからね。

　塔の上から怪しい奴を見つけた。だから、そいつ目め掛がけて速そつ攻こうでいくわよ』

『それはいいけど！』

『なら黙だまって。敵は道士風の若い男。持っているのは恐おそらく、筆か短冊の宝貝よ。

　ま、宝貝という面おも白しろいおもちゃを拾ひろったから、道士の真似まね事ごとでもしたくなったんでしょうね。どっちにしろ、楽勝よ』

『でも、関係ない人を巻き込んで怪け我がをさせたりしないでよ』

『面めん倒どうね。……判ったわよ』

　ほぼ、一直線に深霜は標的を狙ねらい突き進んでいった。

　これが、荒こう野やや草原ならまだしも、完全な街中である。筆を持つ道士との間に、直接通じる道など、はなからない。

　暴あばれ馬に追い掛けられるように、通行人は慌あわてふためくが、深霜は人間を完全に避よけて進んだ。

　が、その手て間まの不満をぶちまけるかのように、壁やら防火用の水みず桶おけをブッタ斬ぎりながら和穂は駆けていった。

　行く手に民家があるのなら、壁に深霜刀を突つき刺さし、手て掛がかりとして屋や根ねに飛び上がり瓦かわらを蹴けり飛とばし、踏ふみ割わりながらさらに進む。

『あの、深霜。出来れば物も壊こわさないように……』

『何言ってるの！　この瞬しゆん間かんにも宝貝使いが街の人々に危き害がいを与えるかもしれないのよ。

　人命優先なんでしょ！』

　深霜が語る筋すじの通った意見には、必ず裏うらがあると和穂は学んでいた。

　人命優先の為、物を壊しても仕方がない。

　と、

　人命優先でやってるんだから、物でも壊させてもらわないと面おも白しろくない。

　では、意味が全く違う。

　和穂の考えを知ってか、知らずか、知っていても恐らく無視して深霜は駆け、ついに道士のいる通りに出た。

　このまま、通りに飛び下りれば、人を巻き込むと判断し、乾かん物ぶつ屋やの屋根の上で深霜は和穂の声を使い、高らかに叫ぶ。

「さあ、そこまでよ！」

　見物人たちは、最初ちらりと声の方角を見ただけだった。

　そこでは、珍めずらしい娘の道士が、抜ぬき身みの刀の切きっ先さきを男の道士に向けているのだ。これは一ひと波は瀾らんありそうだと見物人たちの期き待たいが高まっていく。

「なんだ！　殴なぐり込こみか！」

　見物人たちはザワザワと騒さわぐが、当の道士は落ち着き払っていた。

「貴様、何なに奴やつ？」

「そうさねえ。愛を知らぬ非情の女道士の和穂。とでも名乗っておきましょうか」

　心を通じて和穂から文もん句くが飛ぶが、深霜は相手にしない。

　道士が吠ほえる。

「この私に勝しよう負ぶを挑いどむつもりか！」

　耳の裏をかきながら、深霜は和穂の声で叫ぶ。

「さっさと、その筆と短冊を寄よ越こしなさい」

「馬鹿め。我が師し匠しようである封ふう傑けつ大だい道どう士しから授さずけられた、この筆と短冊を渡せとな？　かような無ぶ礼れいをほざくとは成せい敗ばいしてくれる」

　深霜は和穂に舌した打うちをさせた。

「あんまり、能のう書がきばかり、くっちゃべってると、雑ざ魚こみたいでみっともないわよ。どうせ、宝貝で客きやく寄よせして、インチキな符ふでも売り飛ばそうってセコイ魂こん胆たんなんでしょ。

　いいから、かかってらっしゃい！　あんたを倒したら、汁しる粉こを食べにいくんだから」

　怒いかりの臨りん界かい点てんを超こえた道士は、サラリと短冊に蛇へびの絵を描えがいた。

　短冊から千ち切ぎった紙を宙ちゆうに放り投げると、途と端たんに、ぬめぬめとした鱗うろこに全身を覆おおわれた白い大蛇が姿を現す。

　慌てて見物人たちは後あとずさり、乾物屋と道士の間には一本の道が出来た。

「さあ、この白蛇は我わが修しゆ行ぎようの成せい果かであり、その……」

　乾物屋の屋根から飛び下り、深霜刀は瞬時に大蛇をブツ斬ぎりにした。

「この間ま抜ぬけめ。蛇を出すなら、もっと潜ひそませて出しなさいよ。居い場ば所しよの割れてる蛇なんか怖こわくもなんともない！　馬鹿馬鹿馬鹿、大馬鹿め」

　大蛇は、ボカンといういささか間ま抜ぬけな音を立てて煙へと姿を変えた。

「貴き様さま！」

　再び道士は筆を走らせていく。

　深霜は、筆の動きを軽く分ぶん析せきした。

『ふん。次は犬だってよ。こんな街の中じゃ大蛇よりは使えるわね』

　が、深霜は短冊の中の絵が完全に実体化させるだけの余よ裕ゆうを与えない。

　実体化させる為ために宙を舞まう紙を、そのまま切きり裂さく。

「さあ、これで、汁粉の時間よ！」

　深霜は和穂の体を操り、道士のみぞおちに膝ひざ蹴げりを叩たたき込み、激げき痛つうの為に、しゃがみこもうと下がった道士の顎あごにも膝蹴りを放つ。

　おまけとばかりに、重じゆう心しんを失うしないかける道士の足首に爪つま先さきを引ひっ掛かけ、すっ転ころばす。

　気を失った道士の手から、筆と短冊が地面に落ちた。

　和穂は右手に深霜刀を持ったまま、左手で筆と短冊を拾ひろう。

『…………』

　深霜と和穂の心に沈ちん黙もくが走った。

『……さあ、和穂。これで宝貝の回収は終わったわよ……』

『でも』

　筆と短冊、どちらが宝貝かはっきりしないが、描いた物を実体化させる能力を持つ宝貝だ。

　深霜はとっくに奇妙な点に気がついていたが、ここは宝貝を回収した事にして、汁粉を食べに行きたかった。

『いいじゃない、これで終わり』

『やっぱり変よ。

　師し匠しようが作った宝貝にしちゃ、普通すぎる。

　龍りゆう華か師匠が造つくった宝貝なら、もっとアクが強いというか、無む茶ちやな要よう素そがあるはず。これじゃ素す直なおすぎる』

　深霜刀がゆっくりと、和穂の首に刃やいばを向けた。

『ほお。私のどこがアクが強くて、無茶なのか、こってりと教えてもらおうかしら？』

『別にそういう意味じゃないよ。

　なんというか、宝貝としての発想に工く夫ふうがないじゃない』

『いいの。龍華だって、たまには普通の宝貝も造るのよ』

『それもそうだと思う。でも、普通の宝貝だとしたら、逆に厄やつ介かいな欠けつ陥かんがあるのが自然だと思う』

『……判わかったわよ。和穂、あんたの意見が正解よ』

　途と端たん、和穂はグシャリと手に持つ筆と短冊を握にぎり潰つぶした。

『！』

『これは宝貝じゃない。普通の筆と短冊。宝貝じゃないから、余よ計けいに話がややこしい』

『これはいったい？』

『私に質問しないでよ』

　深霜は、ともかく道士を締め上げるしかないと判断し、和穂の体を操り道士の胸ぐらを持ち上げた。

　気絶していた道士は息いき苦ぐるしさに、意い識しきを取り戻もどす。

「げほ」

　そして、地面に落ちている折れた筆とグシャグシャになった短冊を見つけた。

「あぁ！　封傑大道士から授けられた宝貝があ！　こんな事が知れたら、殺される！」

「えらく物ぶつ騒そうな話じゃないの。封傑って何者よ。そいつの居い場ば所しよを白はく状じようしなさい」

「い、言えぬ。封傑大道士を裏切るような真ま似ねは！」

　和穂の顔に深霜の笑顔が宿った。笑顔の奥にある眼がん光こうの鋭するどさに道士はすくむ。

　脅おびえる道士の姿を楽しむように、深霜は言葉を操る。

「馬鹿ね。封傑とやらがあんたに貸かした宝貝が壊こわれて、怒った封傑はあんたを殺すかもしれない。

　だったら、いっその事、冷れい酷こく非ひ情じようのこの私に」

　和穂からの文句が入る。

『あのさ、深霜。もうちょっと普通にやってよ。さっきから聞いてると、私が悪人に聞こえるような気がするんだけど』

『うるさい。こいつを脅きよう迫はくしてるんだから我が慢まんしなさい』

　咳せき払ばらいして脅しは続いた。

「この私に、封傑について詳くわしく喋しやべる方が、あんたの命にとっては得とくでしょ？　私が封傑を血祭りに上げれば、あんたを殺す余よ裕ゆうなんてなくなるじゃない」

　理り屈くつは通っている。だが、それを理解してもなお、道士の心の中には強い葛かつ藤とうがあるようだった。

「封傑大道士を倒すなど不ふ可か能のうだ！」

「無む駄だ口ぐちはいらない。どうするか、さっさと決めろ」

　道士は一つの考えに辿たどり着いた。この娘は封傑大道士に勝てはしないだろう。

　それでも、少しの間は時じ間かん稼かせぎにはなるのではないか？　その間に少しでも遠くまで逃げられるのではないだろうか？

　封傑の目から逃れるのは、不可能なような気がするが、封傑が捜索の手て間まを面めん倒どうがる可能性はあるかもしれない。

「わ、判わかった。俺おれにも封傑の居場所は判らない。だが、封傑が立ち寄りそうな場所に心当たりはある」

　そして、道士は封傑が香こう純じゆんという娘を狙ねらっていると、和穂に告つげた。

　少しでも自分の延えん命めいに繫つながると考えたのか道士は封傑と、宿屋の主人の間の経けい緯いについても詳くわしく語り出した。

　深霜は少しいらつく。

『なんで、十年前にまで話が遡さかのぼるのよ？　その時はまだ宝貝がなかったじゃない』

『でも手て掛がかりは、その宿屋ぐらいしか』

『判ってるわよ。その宿屋に行ってみましょう』

　和穂は手を離し、道士は地面に倒れた。右手の深霜刀を和穂は鞘さやに納おさめた。

「あ」

　いつのまにか人だかりが消えていたような気がしたが、そうではなかった。和穂と道士を中心に、遠巻きにして怖いもの見たさの視線を送り続けている。

　視線の対象は自分だと和穂は気付く。

　視線を浴び、少し照てれながら和穂は微笑ほほえんだ。

「あはは、すいませんちょっとどいて下さいね」

「ひいい、助けてくれ！」

　道を開あけるというより、逃げまどうようにして和穂の行く手から人は消えていった。

「大だい丈じよう夫ぶです、別に辻つじ斬ぎりじゃないんですから」

　深霜はボソリと語る。

『何の説せつ得とく力りよくもありゃしない。乾かん物ぶつ屋やの屋根から抜き身の刀を振り回しながら現れて、道士をしばき倒したのよ』

　おもわず和穂は手にもった刀に向かい叫んだ。

「だって、これはみんな、深霜がやったんじゃないの！」

　和穂をとりまき、ザワザワ喋しやべっていた見物人の間に妙な沈黙が流れる。

　刀を振り回し、道士を倒し、刀に話しかける娘の姿は、かなり怪あやしかった。

　もしかしたら、見物している自分の身にも危険が降りかかるのではないかと、波が引くように見物人たちは逃げていった。

　深霜はしみじみと語る。

『可哀かわいそうな和穂。人間の為ために一いつ所しよ懸けん命めい回収作業をやってるのに、褒ほめられるどころか、こんな冷たい仕し打うちが待ってるなんて』

　泣きたい気分には違いなかったが、どっと疲つかれが押し寄せ、泣く気力もない。

「そりゃ、普通、怖がるよね」

『本当に可哀そう。こうするしか手段がなかったのに』

「……あの道士の後をつけて、隠かくれ家がに戻もどった所で仕し掛かけるとか、幾いくらでも手はあったんじゃないの」

『面倒でしょ。そういうやり方』

　ここで挫くじけてなるものかと和穂は堪える。

　殷雷を少しでも安心させてあげる為には、深霜に振り回されたぐらいで弱音を吐はいてはいけない筈はずだ。

　そして、自分を励はげますために、低い声で笑う。

「ふっふっふ。負けないわよ」

『そうよ和穂。なかなか情熱的な笑い声ね。

　その調ちよう子しでどんな困こん難なんも乗のり越こえるのよ』

　とりあえず一番の困難が、和穂を励ましてくれた。
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　宿屋の主人の目に生せい気きはなかった。もはや悩なやむ事に疲つかれたのだろう。

　そんな父親の姿を見る香こう純じゆんの姿にも、病びよう魔まの影が見え隠れしていた。

　ここは宿屋の中の一室。主人と香純の家は宿屋の五階の一角を区切り私宅としていた。

　先刻、封ふう傑けつが出ていった窓は破やぶれ、潮しおの香かおりが混まざった風が、部へ屋やの中に吹き込んでいた。

　椅い子すに座すわりながら、宿屋の主人は窓を斬きり破り現れた侵しん入にゆう者しやに言った。

「……強ごう盗とうなら明みよう後ご日にちにしてくれ。娘が奪うばわれたら、私も死ぬつもりだから」

　道士の話を知っている和かず穂ほは、主人の疲ひ労ろうが痛い程ほど判わかった。

　和穂は手に持つ深しん霜そう刀とうを放り投げた。

　途と端たん、刀かたなは爆ばく煙えんに包つつまれ、煙の中から深霜が姿を現す。

　だが、この異様な光景も宿屋の主人を驚かせるだけの役には立たなかった。

　さすがに香純は、目を丸くしている。

　和穂はペコリと頭を下げた。

「手て荒あらな訪ほう問もんになってすいません。

　従じゆう業ぎよう員いんの方に取とり次つぎをお願いしたのですが、会っていただけなかったので」

　深霜は言った。

「ほんと、嫌いやよね。こういう力づくで会おうなんて暴ぼう力りよく的てきなやり方」

　和穂がピシャリと言った。

「黙だまって、深霜」

　やだやだ張り切ってと、深霜は小声で呟つぶやいたがそれ以上はつっかからなかった。

　宿屋の主人はようやく言葉を返した。

「道服などみたくもない。

　封傑の同類なんだろう？」

　背せ筋すじをピンと伸ばし、和穂は主人の目を見た。

「違ちがいます。その封傑について詳くわしいお話を聞きたいのですが」

「奴やつは化け物だ。俺おれは化け物に娘を売った大馬鹿だ。それが全すべてだ」

　深霜がくってかかる。

「それじゃ判わからないでしょうが！」

　父親を庇かばうように、香純が割って入った。

「どこで、私たちの話をお聞きになったか知りませんが、父を責せめないで下さい」

　疑うたがいを解とこうともしない宿屋の主人であったが、和穂は根気よく話を続けた。

「その封傑に関してですが、もしよろしければ私たちの力を貸してさしあげられるかもしれません」

　だらしのない笑顔で主人は言った。

「ふん。それで報ほう酬しゆうは何が望のぞみだ？」

　深霜の顔色が途と端たんに明るくなった。

「まず汁しる粉こでしょ。それといい服もあったから、あれも欲しいよね」

「深霜！」

「何よ、あんたの指さし図ずは受けないわよ」

　深霜は和穂の頰ほおを捻ひねるが、今回は負けじと和穂も深霜の髪かみの毛を引っ張る。

　しばらくやりあったが、深霜がそっぽを向き、戦いは終結した。本気でやれば和穂を倒すなど造ぞう作さもない深霜だったが、口げんかを力づくで解決する趣しゆ味みはなかったからだ。

　和穂が言った。

「お見苦しい所をお見せしてどうもすいません。報ほう酬しゆうは必要ありません」

　値ね踏ぶみしながら主人は言った。

「ただ働ばたらきをあてにする主義ではないんでね。親切心だけで封傑と戦うなんて、信しん用よう出で来きるか」

　深霜は鋭するどく指し摘てきした。

「さっきの道士もそうだけど、あんたも大馬鹿ね。どうせ打つ手はないんでしょ？　娘の命以上に失うしなって困こまるものもないんだったら、さっさと助けを求めたらいいのよ」

　和穂も説せつ得とくする。

「たぶん、封傑という道士は宝ぱお貝ぺいを持っていると思います。その宝貝の力でこんな事をしでかしているのだと。

　私はその宝貝を回収しているのです。報酬とは少し違いますが、私は宝貝が欲しいのです」

　香こう純じゆんも父親の説得に混ざる。

「お父様。この二人を信用しましょう。確かに駄だ目めで元もと々もとという言葉もございます」

　はかなげながらも、強く訴うつたえる香純の瞳ひとみであった。そんな表情をしている香純を殴なぐれる男は、この世界に存在しなかったかもしれない。

　だが、深霜は人間でない以前に、男ではなかった。

　香純の頭をポカリと殴りながら叫ぶ。

「駄目で元々とは、えらい言いぐさだね、この女！」

　慌あわてて和穂は深霜を止めようとした。

「頼むから、他の人につっかかるのはやめてよ深霜！」

　殴られて怒るというより、深霜の行動に香純はポカンとしていた。

　確かに深霜の行動は目め茶ちや苦く茶ちやであったが、逆に言えば小こ細ざい工くの臭においは全くしなかった。

　不ふ思し議ぎと、訳わけが判らない女ではあるが、得え体たいの知れない不ぶ気き味みさはない。

　たとえ、悪わる足あ搔がきに終わろうが、無ぶ様ざまにもがけるのならば、もがくしかないのかと、宿屋の主人は考えた。

　その瞳に僅わずかな希望の光を輝かせ、宿屋の主人は首を縦に振った。

「判った。お願いだ、香純を守ってくれ」
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　香純の部へ屋やには、色とりどりの無数の花が飾かざられていた。

　香こうを焚たいているのではないが、部屋全体に花の甘い香かおりが溢あふれている。

　部屋の明あかりの為ために立てられている蠟ろう燭そくは上等の物らしく、安物の蠟燭が持つ嫌いやな臭においは全くしていない。

　深霜は機き嫌げんが悪そうに、椅い子すに座すわり、両足を卓たくの上に乗せていた。

　寝台に座る香純は隣となりに座る和穂の手をしっかりと握にぎっていた。

　深霜が口を開く。

「困こまったわね。二つの事について文もん句くを言いたいんだけど、どっちから文句を言おうか迷まよっちゃうね」

　和穂が先手を打つ。

「別に無理して文句を言わなくても」

　聞く深霜ではない。

「よし、まず一つ目。部屋が子供っぽい。十五にもなって、部屋にお花がいっぱい、でもないだろうに。

　二つ目は、女同士でグチャグチャくっつくな。見ていて気持ち悪い」

　和穂が言い返す。

「部屋の趣しゆ味みは、人の勝かつ手てでしょ。そうやって酷ひどい事ばっかり言ってるから、香純さんは深霜を怖こわがって、私にくっついてるのよ」

　言いつつも、香純が深霜をそれほど恐れてはいないと和穂は感じていた。

　和穂にくっつくこの感じは、一言で言えば甘えている感覚に似ている。

　同年代で、この言葉を使うのも変だと和穂は思ったが、一番適てき切せつなのは、懐なついているといったところだろうか。

　寄より添そうようにべったりとくっつかれ、和穂は少し居い心地ごこちが悪かった。

　居心地が悪いのは深霜も同じなようで、椅子に座りながら、もぞもぞしている。

　が、居心地の悪さに耐えられる性格を深霜はしていない。

　ついに、椅子から立ち上がる。

「ああ、もう。この椅子、小さ過ぎるわよ！　だいたい、椅い子すといい卓たくといい、小作りなのよ！　金持ちなんだから、もっとこうデカイのを買いなさいってば！」

　こんな椅子に二度と座ってなるものかと、深霜は不ぶ作さ法ほうに卓に座った。

　確かに、この部屋の家か具ぐは普通のよりも少し小さい。

　和穂は、子供の頃から使い続けている家具だと考えた。

「いいじゃないの、別に。

　ほら、愛あい着ちやくのわいた家具って、なかなか捨すてられないじゃない。思い出とかもあったりしてね。

　香純さん、本当に深霜の言う事なんか気にしなくていいからね」

　和穂の心配をよそに、香純は深霜の言葉など全く気にせず、和穂の髪の毛を優やさしく撫なでている。

「和穂姉様の髪かみの毛って綺き麗れい、それにいい香かおりがする……」

　部屋の中を嫌いやな衝しよう撃げきが駆かけ巡めぐる。和穂の顔に居い所どころのない猫ねこのような表情が浮うかぶ。

「いや、あの香純さん。『姉様』って私も十五歳だから同い歳ですからね、あの」

　助けを求める和穂の視線を、深霜は軽く叩たたき斬きった。

「困ったわね。私にはソッチの趣しゆ味みはないからなあ。

　よし、二人でお風ふ呂ろにでも入ってらっしゃいな。なかなか面おも白しろそうじゃない」

「し、深霜……そういう冗じよう談だんは」

　和穂の困こまっている顔を見るのも面おも白しろかったが、それ以上に女同士でくっついている姿を見るのが深霜には不快だった。

　やむなく、深霜は香純に話しかけた。

「和穂姉様に甘えてるのを邪魔して悪いんだけど、香純ちゃんよ。

　隣となりの部屋って空き部屋なの？」

　和穂の髪から手を離し、香純はゆっくりと説明した。

「隣の部屋は、雷らい納のう兄様のお部へ屋やです」

「雷納？　そんな奴やつ、この宿屋にいた？」

「……雷納兄様は、五年前に戦いくさに行ってしまわれました。戦が終わって四年経たちますが、雷納兄様はまだ帰ってこられないのです。

　兄様がいつ戻もどられてもいいように、あのお部屋はそのままにしてるのです」
















　深霜が喋り出すのを見て、和穂はドキリとした。

　戦地に赴おもむいての、四年の空白である。「馬鹿ね、死んでるに決まってるじゃない」とでも、言ったらどうしようか？　和穂が止める間もなく、深霜は言った。

「そう。早く帰ってくるといいわね」

　肩をすかされる和穂を横目に会話が続く。深霜は雷納について語る時の香純の表情を見逃さなかった。悲しさの中に複ふく雑ざつに混まざる憧あこがれの表情だ。

「ふうん。香純は、雷納が好きなんだ」

　なんの照てれもなく、香純は答えた。

「はい。私は雷納兄様が大好きです。雷納兄様はとても優しい方なんですのよ」

　深霜は大きくうなずく。

「なるほど。男でも女でも香純は、両方大だい丈じよう夫ぶなのか。

　便べん利りだな、和穂」

「べ、便利って何がよ？」

「いや、よく判んないけどさ」

　喋りながら、深霜は雷納の部屋の気け配はいを探さぐった。意外と封傑の隠かくれ場所だったりする可能性を考えたのだが、その様よう子すはなさそうだった。

　気配を隠す宝ぱお貝ぺいならば、話は別だろうが、話を聞くかぎり、封傑の持つ宝貝はそんな性質の宝貝ではなさそうだ。

　万が一、隣となりに封ふう傑けつが潜ひそもうが、香こう純じゆんと同じ部屋にいる限り、裏はかかれない。

　封傑から香純を守るのは深霜にとっては、面倒な仕事でしかなかった。

　だが、武ぶ器きの宝貝として、敵てきに後おくれをとるのもしゃくだったのだ。

　深霜は冷れい静せいに気け配はいを読む。

　その深霜の感覚に何かが触れた。

　あってはならぬ気配、この世界の理ことわりに逆さからうような僅わずかな気け配はい。

「……その封傑って奴やつが来る」

「え、でも約やく束そくの日は明あ日すじゃ」

「脅おびえる顔を見て喜よろこぶような趣味のあるやつだ。今日もご挨あい拶さつのつもりなんだろ」

　気配は空を飛んでいる。形の定まらぬ気配の中に、僅わずかな羽は音おとが混ざっていた。

　気配の主は鳥か？　だが、鳥が一直線に、この宿屋に向かい飛ぶ理由があるか？

　宿屋のすぐそばにまで近寄った鳥の気配が、一瞬にして人の形をとり、次の瞬間には部屋の窓が外側から開く。

　突風の為ために、花びらが舞まった。

　そして、封傑がそこにいた。

「どうした、親父おやじ殿どのの部屋は？　板が打ちつけてあったが、あれでこの封傑を防ふせげるとでも思ったのか？」

　深霜がニヤリと笑う。これでも武ぶ器きの宝貝なのだ。戦闘に際さいし、臆おくする性せい格かくはしていない。

「隣の窓枠はね、ちょっとした事情でブチ壊させてもらったのよ」

　封傑の視線は和穂と深霜に向けられた。

「誰だれだお前たちは？　香純の友人か？」

　脅おびえる香純の手を、一度強く握にぎり、和穂は寝しん台だいから立ち上がった。

　同じように、深霜も卓たくの上から立ち上がりゆっくりと和穂の側そばに寄よった。

　深霜が不ふ敵てきに笑わらう。

「さあ、封傑。さっさと宝貝を渡わたして、とっとと立たち去さりなさい。

　さもなくば、痛いたい目めにあうわよ！」

　驚おどろきもせず、呆あきれた声が封傑から返った。

「……親父殿にも呆れたもんだ。

　護ご衛えいを雇やとうに事かいて、こんな小娘たちを使うなどとは」

　深霜は脅しでも、冗じよう談だんでもなく正しよう直じきに言った。

「峰みね打うちだとか、手て加か減げんとかは苦にが手てだから、急所だけは外はずして本気でいくわよ。

　死ななくても、重じゆう症しようは覚かく悟ごしてよ」

　それは封傑に言ったのか、それとも和穂に言ったのか？

　次の瞬しゆん間かん、爆ばく煙えんと共ともに深霜は刀かたなとなり、和穂は素す早ばやく深霜刀を持つ。

　封傑は驚き、間ま合あいいを外す。

「何！」

　まさに言葉通りに、風を斬きるような斬ざん撃げきが深霜刀から放はなたれた。

　ぶん。

　同時に放たれた斬撃は、蜂はちの羽は音おとのような低い振しん動どう音おんを放った。

　あまりに素す早ばやい斬撃に、攻撃をくらった封傑よりも、和穂が驚く。

『す、凄すごい！　殷いん雷らいの攻撃より遥はるかに素す早ばやいじゃないの！』

　深霜とて、武器の宝ぱお貝ぺい。自分の攻撃を褒ほめられて、悪い気はしない。

『ほほほ。おだてるんじゃないよ。

　だって私は、殷雷と違って、防ぼう御ぎよの事は一いつ切さい考えてないんですもの』

　和穂の背中を冷ひや汗あせが流れた。

　冗談にしては、深霜の動きは本当に速い。

　本当に防御の事は気にしてないのだろう。

　和穂の緊張を深霜は笑う。

『大だい丈じよう夫ぶ。一いち応おう、攻撃は避よけるから。殷雷は防御を優先させて、相手の攻撃を刀で受ける事も考えてるんだと思うよ。

　避け損そこなった時には、刀で受けられるようにしてるのよ。

　私は、そういうの好きじゃないからね』

　さらりと説明されたが、これはかなりおっかないぞと、和穂は考えた。だが、今は封傑を倒すのが先だ。

　目の前では、一瞬の沈ちん黙もくを経けい過かして、封傑の体が切れ始めていた。

　まさに、ズタズタの一言だった。

　急所を外すという言葉に噓うそはなかったが、重要な血管がありそうな場所を残し、無数の切れ目が封傑の体に現れていた。

　一つの傷の深さは、だいたい親指の第一関節ぐらいある。

　次の瞬間には、封傑は血ち塗まみれになると、和穂は息を飲んだ。

　死にはしないだろうが、大怪け我がだ。

『深霜、やりすぎよ！』

『……ところが、そうでもなさそうよ。最初の一撃の時の切れ味が変だった。

　あれが普通の切れ味だったら、もうちょっと浅目にきったんだけどね』

　深霜の言葉を理解するより先に、和穂の目の前に答えが現れた。

　封傑の切り口からは、血が流れなかったのだ。

　その代わり、羽う毛もうの枕まくらを破やぶったかのように黒い羽はねが飛び散った。

　肉体の切れ目どころか、道服の切れ目からも羽が飛び散った。

「ぐ、ぐおお」

　自分の体を抱き締めるように手を回し、封傑は呻うめいた。

　封傑の次の一手を待つように、深霜は攻撃せずに、宙を舞う羽を一枚手に取った。

　深霜の頭に疑ぎ問もんが浮かぶ。

『鶏にわとりの羽？』

『？　鶏がどうしたって？』

　封傑が叫ぶ。

「き、貴き様さま！　よくもやってくれたな！　だがこの程度で俺おれは倒せんぞ！」

　欠伸あくびをかみ殺しながら、深霜は和穂に語らせた。

「師し弟ていそろって、雑ざ魚こみたいな口を叩たたくんじゃないよ。

　どうでもいいから、さっさと宝ぱお貝ぺいでも使ったらどうなの！

　……あんた、人間じゃないんでしょ？　妖よう怪かいの類たぐいなら、宝貝の刀かたなの前にゃかなうはずないんだからね！」

　深霜の言葉はただの脅おどしではない。妖怪に宝貝の刃は覿てき面めんに利きくのだ。当の妖怪ならばその事を充分に承しよう知ちしているはずだが、封傑は引かない。

「ほざけ！　我を倒すなど不ふ可か能のうだ！」

　和穂は駆かけ、体当たりを封傑に仕し掛かけた。

　二人はそのまま、壁際にまでもつれこんでいった。

　封傑の右手が、和穂の首を締しめ上げる。

　その封傑の右手を和穂の左手がさらに締め上げる。

　首が折れたか、腕うでが折れたか、ポキリと骨の折れる音がした。

　もんどりうって苦しみの声を上げたのは、和穂ではなく封傑だった。グニャリとした腕が、和穂の首から外される。

　さらに力で押さえ込もうと、和穂の手に力が入るが、封傑は自分の背中が窓枠に達したと知り、強く床ゆかを蹴けった。

　その反動で、封傑と和穂は窓の外に飛び出る。

　香純が窓まど際ぎわへと駆け寄る。

「和穂姉様！」

　バサッ、バサッ。

　封傑の背中からは、黒い羽が生はえ、宙を舞まっていた。

　だが、しがみつくように、背はい後ごから和穂に羽は交がい締じめにされ、思うように飛べず、まるでコウモリのような動きになっている。

　もう一度、香純は叫ぶ。

「和穂姉様！」

　月だけが怪しく光る夜空を、和穂を連れて封傑は飛んでいった。
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　フラリフラリとしていたが、封ふう傑けつの高度は全まつたく下がらない。

　だが、陸から海に吹く風に逆さからうだけの力はなく、ゆっくりと海へと流されていく。

　和かず穂ほの腕うでは完かん璧ぺきに封傑の喉のどを締しめ上げていたが、封傑を窒ちつ息そくさせる事は出で来きなかった。

　たぶん、封傑は息いきをしておらず、首に血管も通っていないのだろう。

　深しん霜そうは心で叫さけぶ。

『こいつは一いつ体たいなんなの！』

　意味のある返答ではないと考えつつ、和穂が答える。

『妖怪なんじゃ？』

『違う。こいつは妖怪じゃない。

　人でもない。じゃあ、一体何なのよ！』

　和穂が封傑の耳元で怒鳴る。

「あんたの正体は何なのよ！」

「くあ、我わが名なは封傑。仙せん術じゆつの奥おう義ぎを究きわめし道士だ！」

　それは噓うそだ、と深霜は思った。仙術の奥義を究めているのならば、逆にこれだけ手こずるはずがない。

　もがきながら、深霜は時を待った。

　深霜の読みの通り、封傑はやがて海の上に流されていった。

「よし。あんたの正体がなんであろうが、知ったこっちゃないわよ。

　でも、消えてもらうからね！」

　封傑を羽は交がい締じめにしつつ、深霜は封傑の重じゆう心しんを探さぐった。

　そして、背せ骨ぼねの中程に重心を見つけると、一いつ気きに勝負に出た。

　和穂は、体を丸め、首を締める腕を離すと一ひと息いきに、封傑の重心のかかった背骨を蹴けりぬいた。

　和穂が封傑の背中から、飛び上がったのか封傑が和穂に蹴られ、高度を下げたのか、和穂にはよく判わからなかったが、ともかく封傑との間に大きな空間が空あいた。

　ゆっくりと和穂は落下していく。

　落下しながらも深霜刀は封傑に狙ねらいを定さだめた。

　そして、封傑と空中で擦すれ違う刹せつ那な、己おのれの持てる最速の斬ざん撃げきを全すべて封傑に叩たたきこんだ。

「ぐげえ」

　封傑の悲鳴さえ細こま切ぎれにしそうな攻撃が封傑に命中した。

　空一面に黒い羽はねが飛び散った。

　落下しながら深霜は笑った。

『ふん。なんだか判らないけど、ともかく倒したわよ。これで死ななきゃ、お手上げよ』

『お、落ちてるよ深霜、どうするの！』

『下は海水よ。一いつ切さい、問題なし』

『……ここらへんの海って遠とお浅あさなんじゃなかったかしら？』

『あ、忘れてた』

『！』

『ま、大丈夫でしょ』

　そして、和穂は海面に向けて真まっ逆さか様さまに落ちていく。

『わあわあ』

『うるさいわね。海底に当たりそうになったら、海底を黄粉きなこみたいに切きり裂さくから、潰つぶれはしないわよ』

　和穂はどうにか息をついた。

　そうこうしているうちに、ついに着水しようとした瞬しゆん間かん、和穂の視界に黒い影がよぎった。

　月の明かりを浴びながら、ゆっくりと封傑が空に浮かんでいたのだ。

「！」

　壮そう絶ぜつな音を立てて、和穂は海に落ちた。
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　ザプン、ザプンと波は奇岩に当たり、消えていった。その波の中から、にゅいと一本の腕うでが伸びた。

　もがくように、腕は動き、一本の奇岩を摑つかむ。そして、一気に海面から自分の体を引き上げた。

　和穂である。

　全身ずぶ濡ぬれになりつつも、不ふ敵てきな笑えみを浮うかべていた。

　もう片方の手には勿もち論ろん、深霜刀とうが握にぎられたままだ。

「やってくれるじゃないの」

　楽しそうに、和穂は笑う。それは深霜の笑え顔がおだった。

　月明かりの中、封傑の姿を深霜は探さぐった。

　東の空を街に向かい、ゆっくりとはばたく封傑の気け配はいが感じとれた。

　先刻の攻こう撃げきが効きいているのか、封傑の動きはノロノロとしている。

　これなら充じゆう分ぶんに追いつける。もしも、追いつけなくとも、封傑に一ひと泡あわふかせねば、宝ぱお貝ぺいとしての誇ほこりが傷きずつく。

　片手に深霜刀を持ったまま、和穂は奇岩の上に登のぼる。

　そして、別の奇岩の上に飛び移り、また別の奇岩へと。

　そうやって和穂は、街まちへと向けて飛とび跳はねていった。

「待ってろよ、あの鶏にわとり男おとこめ！」

　そう言えば、さっき深霜が鶏がどうのこうのと言ってはいなかったか？

　和穂は尋たずねた。

『鶏がどうしたの？』

『最初、奴やつに切りつけた時、羽が飛び散ったでしょ。あれは鶏の羽だったのよ』

『でも、香こう純じゆんさんたちの話じゃ、封傑は自分の事を黒くろ鷺さぎだっていってたんじゃ？』

『知ったこっちゃないわよ。

　焼けば、どんな鳥も焼き鳥よ！』

　強い怒いかりを糧かてにして、和穂は奇岩の上を飛ぶように、進んでいく。

『あ、でもさっき、これで死ななきゃ、お手上げだとか言ってたじゃない？』

『……いちいちうるさいわね。もう一回やったら通用するかもしれないじゃないの』

　いまいち説せつ得とく力りよくに欠かけてはいたが、深霜がついに本気を出し始めているのだけは確かだった。
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「お、親父おやじ殿どの！　よくもやってくれたな！」

　香純の部へ屋やの騒ぎを聞きつけ、宿屋の主人はすぐに部屋に現れた。

　だが、そこには香純の姿だけがあり、深霜と和穂の姿はなかった。

　脅おびえる香純がどうにか説明を終おえた頃ころ、再び封傑が窓の外から現れた。

　全身に無数の傷きずが走り、その体はどこまでが道服でどこからが体なのかがよく判らない、影のような形になっている。

　道服の垂たれた長い袖そでが、まるで畳たたまれた羽のように見える。

「あの二人はどうしたんだ！」

「くっけっけ。知るか。親父殿、こんな酷ひどい目に合わせてもらった礼はするぞ。

　香純には約束通り、明あ日すになるまでは手を出さない。

　だがな、親父。お前の命を奪うばう事は約やく束そくには反してないのだからな！」

　封傑はさらに黒く、黒くなっている。もはやすでに影かげ絵えの様よう相そうだ。その体の中で、目だけが怪あやしく光を放っていた。

　ジワリジワリと、封傑は宿屋の主人に迫せまっていく。

「一いち撃げきで貴き様さまの首をへし折ってやる！」

　封傑の拳こぶしが放たれようとした、その瞬間、ずぶ濡ぬれの和穂が窓から室内に転がりこんだ。

　そして、一気に封傑の背中に深霜刀を埋うめた。

　一瞬、大きく仰のけ反ぞった封傑だが、すぐに振り返りながら、和穂の腹はらを殴なぐった。

　深霜の言葉に、どうやら噓はなかったようだ。封傑の攻撃を避よけ損そこねた和穂は、思いっきり壁に叩たたきつけられた。

『く、あんな奴やつに負けてしまうのか！』

　深霜は、ついに自分に打つ手がないのを認みとめてしまった。

　あれだけやっても、封傑に致ち命めい的てきな攻撃を放てなかったのだ。

　不ふ快かいであったが、封傑に自分の力が通用しないと深霜は認めた。

『深霜！　どうにかしないと！』

『くやしいけど、無む駄だなのよ！　一体あいつは何の宝ぱお貝ぺいを持っているっていうのよ！　全く見当もつかない！』

『あきらめちゃ駄目！』

『ええい、勝てないもんは勝てないのよ！　あいつの本性すら判わからないのに！』

　そうだ。一体、封傑はなんの宝貝を持っているんだろう？　和穂も考えたが全まつたく判らない。

　それに、封傑は本当に強いのだろうか？　得え体たいが知れないのは確実だ。深霜の攻撃を受けて致命傷にならないのに、ある程度は攻撃が通用している。

　……判らない、全く判らない。鎧よろいの宝貝ならば、深霜の攻撃を防ふせげても不ふ思し議ぎはない。

　だが、鎧の宝ぱお貝ぺいであるならば、そうだと深霜が真まっ先さきに気付くはずだ。

　和穂は、自分の力でゆっくりと立ち上がった。深霜が叫ぶ。

『よしなさい！　悪いけど、宿屋の主人は助けられない！　捨て身で攻撃をあんたが食らってどうなる？　次に宿屋の親父を狙ねらうだけでしょ！』

『でも』

　今まさに、封傑の手しゆ刀とうが宿屋の主人に炸さく裂れつしようとした、その瞬しゆん間かん、部屋の扉とびらが蹴けり破やぶられた。

　木の破片が飛び散る中には、一人の青年がいた。

　すらりとした長身に、贅ぜい肉にくの全まつたくない体。完全に均きん整せいの取れた顔には、鋭い眼がん光こうが宿やどっている。

　手には大きな剣を両手で握にぎっていた。

　香純が叫ぶ。

「雷らい納のう兄様！」

　深霜は和穂の声で叫ぶ。

「んな、馬鹿な！　危き機き一いつ髪ぱつすぎる！……いやそうでもないか、とてつもなく幸運じゃなくて、とてつもなく不幸だ！

　折せつ角かく帰ってきたのに、封傑に倒されるっていうの！」

　宝貝の刃やいばが通用しないのだ。今さら人間が一人現れてどうなるのか？　深霜は万が一の事を考え、雷納が持つ剣に目をやる。

　よく鍛きたえられた業わざ物ものであると、その刃が語っているが、所しよ詮せんは普通の剣だ。

　封傑は吠ほえた。

「そこの小こ僧ぞう、貴き様さまから血ち祭まつりだ！」

　深霜も叫ぶ。

『無む茶ちやだ！　あんな大剣じゃ、天てん井じように引ひっ掛かかるわよ！　横斬りじゃ壁に当たるし！』

　雷納は大きく息を吐はき、迫せまり来る封傑に気合をぶつけ、大上段に振りかぶった剣を一気に振り下ろした。

　深霜の心配はある意味正解だった。

　大剣は天井に当たり、天井を切り裂いた後に封傑を脳天から真っ二つに叩き切り、その後、床に刺さったのだ。

　たいした腕だが、これで死ぬのなら、さっきの海上で封傑は死んでいたのよ、と深霜は考えた。

　が、封傑は断だん末まつ魔まの叫さけびを上げていた。

「く！　よくもこの私を倒してくれたな！」

　和穂を操あやつり深霜は異い議ぎを唱となえた。

「ど、どうして通用するのよ！」

　異議に答える者は誰だれもいない。和穂は口をあんぐりと空あけて茫ぼう然ぜんとしている。封傑は雷納の一撃で、本当に消しよう滅めつしたのだ。姿を隠かくしているのではないと、深霜の感かん覚かくは証しよう明めいしていた。

　香純は急いで、雷納のもとへと走った。

「あぁ、雷納兄様。この日をどれだけ待まっていた事でしょう。香純は、ずっと雷納兄様をお慕したい申もうしておりました」

　自分の胸むねに飛び込む香純の髪かみを優やさしく撫なでて、雷納は言った。

「あぁ香純よ。私もお前の笑え顔がおを忘れた日は一日たりともなかったのだよ。

　お願いだ、私と結婚しておくれ」

　深霜は、和穂にガリガリと歯ぎしりをさせた。何か納なつ得とくがいかない。

　宿屋の主人は満足そうに、うんうんとうなずいている。

「あぁ、これで万ばん事じ上手うまく言った。

　なんとめでたい事だろうか」

　何な故ぜだ？　深霜の頭の中を疑ぎ問もんが猛もう速そく度どで駆かけ抜ぬけていった。

『う、うわあ、全ぜん然ぜん納得いかない！』

　和穂も事態が少し変だとは思っていたが、幸せそうな香純たちを見ていると、これはこれでいい気がしてきた。

『都つ合ごうがいいけど、良かったじゃない。封傑は油断して、雷納さんに倒されたんじゃないのかしら？　ほら、深霜が戦う時は、威い嚇かくしてたから封傑も用よう心じんしてたんじゃ』

『うるさいわね。そんなに都合よく、この世の中が回ってたまるもんですか！

　それに和穂！　肝かん心じんの宝ぱお貝ぺいがどこにあるのよ！　封傑は消えた。雷納に倒されたんだ。それはいいとして、だったら封傑の使っていた宝貝が、そこらへんにあってもいいじゃないの！　あああもう。封傑は一体、なんの宝貝を使ってたというのよ！』

　そう。問題は残っている。だが、和穂は喜よろこぶ三人の姿を見ていると、謎なぞを解とくのは後で良いような気がしてきた。

『それは後でゆっくり考えようよ。

　でも、凄すごいよね。まるで、おとぎ話みたいじゃない。

　悪い化け物に命を狙ねらわれて、それを助けてくれたのは、行方ゆくえ知れずだった、大好きだった人なんでしょ。

　こんな事もあるのねえ』

『あってたまるか！……おとぎ話？』

　和穂の言葉が深霜の中で、何かの閃ひらめきを与えた。和穂は深霜の様子が変わった事に気が着いた。

『どしたの？　深霜』

『おとぎ話？　おとぎ話か！』

　パタパタパタと、深霜の頭の中で全すべてが組み上がっていった。収まる所に全ての謎が収おさまっていったのだ。

『封傑という悪い道士。黒くろ鷺さぎの化け物の羽はなぜか鶏の羽、いや違う、鶏の羽しか鳥の羽を知らないのか？　和穂にべったりとくっつく香純、あれは和穂に懐なついていたのか？』

『深霜？』

『……花がいっぱいの香純の部屋、香純の部屋にある家具は、どれも小さい。あれじゃ子供部屋だ！』

『まだ、そんな事を。だから、思い出があったんじゃないの？　もしかしたら雷納さんとの思い出とか』

『……和穂。この部屋の香純の家具は、五年も前の古いものじゃない』

　和穂は家具に目をやった。家具の古さを見み破やぶる程ほどの知ち識しきは和穂にはなかったが、言われてみれば少し変だ。

　子供の頃に悪戯いたずらをして、家具に傷を付ける事など不ふ思し議ぎでもなく、そんな傷が香純の家具にもついている。

　が、その傷は古くはない。

『でもそれが？』

『五年も行方不明だった人間が、絶好の機会に帰宅した。

　そうか、そうだったのか。……なんと哀あわれな』

　そして、和穂は泣いた。

　その涙は深霜の涙なみだだった。とめどもなく深霜は泣いた。

　流れる涙をぬぐいもせず、ただ、泣いた。

『どうしたのよ深霜！』

　いきなり泣き出す深霜に、和穂は驚おどろく。

　深霜刀と和穂は心を接している。言葉はなくとも、深霜の悲しみは、和穂に伝わっていく。

　この涙は偽いつわりの涙なんかじゃない。

　深霜は和穂をゆっくりと立ち上がらせた。

　宿屋の主人が嬉うれしそうに言う。

「紹しよう介かいがまだでしたね。こいつが、雷納、まあ私にとって悴せがれのような者です」

　その言葉はどこか誇ほこらしげだった。

　だが、宿屋の主人は和穂の様子に少し戸と惑まどう。

「どうしたんです？　何が悲しいのです」

　雷納と香純も、和穂の様子に戸惑った。

　雷納の胸むねの中で甘えていた香純は、体を離し心配そうに和穂を見た。

　それでも和穂の涙は止まらない。

　そして、深霜刀は己おのれの刃やいばを、雷納の胸に深ふか々ぶかと突き刺した。

「！」

　度ど胆ぎもを抜ぬかれたのは和穂も同じだった。

『し、深霜！　どうしたの！』

　香純が耳を押さえ叫ぶ。

「きゃあ！」

　宿屋の主人は目を見開き叫ぶ。

「な、何をするんだ！」

　雷納は、少し困こまった顔で言った。

「酷ひどいなあ。痛いじゃないですか」

　優やさしい雷納は、自分の胸を貫かれても、怒りはしなかった。ただ、軽くたしなめただけだった。

　宿屋の主人の驚おどろきは二つに別れた。

　なぜ、和穂は雷納に刃を突き刺した？

　なぜ、雷納は刃を体に受け、平気な顔をしているのだ？

　そして、和穂は深霜の行動の意味を悟さとった。

　そして、和穂も涙を流す。

　雷納に突き刺した刀を抜き、和穂はゆっくりと、耳を押さえ、しゃがみ込む香純に向き合った。

　そして、深霜刀を大きく振りかぶった。

「娘に何をする！」

　飛び掛かる宿屋の主人を、和穂は突き飛ばした。

　そして、涙を流しながら、刀を振り降ろした。

　深霜は和穂の声で呟つぶやく。

「駄だ目めよ香純。いくら辛つらくても、偽にせ者ものを愛してはいけないのよ」

　それは、その存在を疑わなければけっして見えない檻おりだった。

　幻げん影えいが流れ出し、幻影に包まれた、宝貝の檻。

　檻を使ったのも、檻の中にいたのも香純だったのだ。

　幻影は檻を見えなくし、香純の本当の姿も包みこんでいたのだ。

　深霜刀は香純を切り裂いたのではなかった。

　深霜刀は香純の入っていた、檻を叩き切っていたのだ。

　檻は壊こわれ、雷納は消しよう滅めつした。部屋の中に残っていた封傑の羽も消滅した。

　檻の中で泣きじゃくっているのは、十歳の香純だった。

　まだ、和穂の涙は止まらなかった。




　　　　七




　翌よく日じつ。

　和かず穂ほと深しん霜そうは、また観かん覧らん塔とうに登のぼっていた。この間のように、潮しお風かぜが二人の髪かみをなびかせるが、二人はおし黙だまっていた。

　和穂の足元には、破は壊かいされ、数本の鉄の柱の姿になった宝ぱお貝ぺいの残ざん骸がいが置かれている。

　深霜が宝貝の残骸を見つめ口を開いた。

「望全界はね、本来は牢ろう屋やの宝ぱお貝ぺいなの」

「牢屋？」

「そう。仙せん人にんを閉とじ込める為ための牢屋。仙人を脱出させない為の一番いい方法は何だと思う？」

「判わからない」

「……自分が牢の中にいると悟さとらせなければいいのよ。それに気がつかなければ、脱出しようなんて思いもしない。

　だから、望全界は幻影を与える。自分の知っている世界と、全く同じ世界をね。

　香こう純じゆんみたいに、まだ世界への認にん識しきが甘い場合は奇き妙みような世界になる」

「香純は牢の中にいたの？」

「そうよ。でも、閉じ込められるのを恐おそれて牢を閉しめてはいなかった。

　開かれた牢の中から、幻影が広がっていたのよ。封傑も幻影、雷らい納のうも幻影、封傑の弟で子しは実じつ在ざいの人物だけど、筆ふでと短たん冊ざくは幻影。当然、香純の父親と封傑の約束なんか、最初からなかった。

　幻影と世界が混まじってしまったの。

　香純の造った世界は、まるでおとぎ話のようだった。

　香純は雷納に会いたかったのよ」

　和穂は、右の髪かみ留どめを外した。

「そこが判らないの。行方ゆくえ不ふ明めいの雷納さんに会いたいのなら、雷納さんの幻影だけを出せば良かったんじゃない？」

「……子供だからって、馬鹿じゃない。

　香純は心の底で、四年も行方ゆくえが判らない雷納は死んでいると考えた。

　香純は、不ふ思し議ぎな偶ぐう然ぜんが起きても不思議ではない世界をおもったのよ。

　悪い道士が存在するような世界をね。

　不思議な道士が、存在するぐらいなんだから、行方不明の雷納が帰ってきてもいいじゃない。

　理り屈くつは無む茶ちやだけど、彼女はそういうおとぎ話を望のぞんだんだ。それに雷納と吊つり合あいがとれるように、自分の姿を十五歳にしてたのね。十歳の子供部屋に住む十五歳の娘。この違和感にさっさと気がつくべきだった」

　和穂は左の髪留めも外はずした。解ほどかれた髪は大きく風に靡なびいた。

「……どうして泣いたの、深霜？」

「雷納が香純の前から姿を消したのは、彼女が五歳の時よ。

　そんな小さな子供にとって、四、五年なんて永遠に近い長さに感じられる。

　それだけの長い間、淡あわい恋心を抱いだき続けていたのよ。

　……泣かずにどうする」

　和穂はうなずき、いつもの赤い飾り布で髪を括くくった。

「……悲しい話だよね」

　ボンヤリと街まちを見ていた深霜の顔が、いきなり強こわ張ばった。

「あ！」

「どしたの？」

　答えずに深霜は刀に姿を変えた。隣となりの観光客が腰を抜かしたが深霜はお構かまいなしに、和穂の視し覚かくを操あやつった。

　そして、和穂は港みなとから降おりる雷納の姿を発見した。幻影の雷納と比くらべて、かなりくたびれた感じがするが、確かに雷納だ。

『深霜！　良かったね！　雷納さんが帰ってきたんだ！』

『違うわよ。私ゃ現実の厳きびしさが嫌になったね』

　深霜は和穂の視覚を再び動かす。

　雷納の横には、雷納に付つき添そうように一人の娘がいた。娘の手には、小さな赤あかん坊ぼうが抱かれていた。

『あ、あれってやっぱり』

『わざわざ下まで降りて、はっきりさせる気力はないからね。

　ま、しょうがないじゃない。初恋なんてズタズタに破やぶれるのがオチなんだから』

『そんな、身みも蓋ふたもない』

『そこで挫くじけてちゃ、私のような情熱的な女にゃなれないわよ』

『うううむ』

『おっと、そろそろ愛いとしの殷いん雷らいを呼びましょうよ。もう一週間経たったわよ』

　和穂は深霜刀を離し、深霜は人の形を取った。

　そして、腰こしの断だん縁えん獄ごくを外す。

「殷雷刀とう！」

　途と端たん、一いち陣じんの風が巻き起こり、殷雷刀が姿を現す。いつもの気き迫はくに満ちた殷雷の姿に和穂は、ホッと息を吐はく。

　深霜は急いで殷雷の腕に飛びついた。

　殷雷は腹はら立だたしそうに叫ぶ。

「たまらんぞ、この一週間は全まつたくの無む駄だだった！」

　和穂は驚おどろく。

「え、休養出来なかったの？」

「違う。駄だ目めでもともとだと思って、痛いのを我が慢まんして九きゆう転てん鍼しんを使ってみたんだ。

　そしたら、どうだ。あの鍼、人間の形をしてりゃ宝ぱお貝ぺいにまで効ききやがった。

　あっというまに気き血けつの偏へん差さは治なおっちまったんだ。

　深霜よ、お前も気血の偏差が起きたら、九転鍼を使え、すぐに楽になるぜ」

「きゃあ、殷雷ってば優やさしいんだからあ」

　そして殷雷は今いま更さらながら、キョロキョロと周囲を見回した。

「どこだここ？　それに、あの棒は宝貝なのか？」

　さあ、ここからが腕うでの見せ所だ。

「あ、聞いてよ殷雷！　和穂ったら私が止めるのも聞かずにあの宿屋から飛び出して、宝貝の回収をはじめたのよ！」

　和穂は驚く。
















「な、何言ってるの深霜！」

　殷雷の死角から、深霜は意い地じ悪わるく舌したを出した。

「でも、私は殷雷から和穂の事を頼たのまれてるじゃない。そんな約束も守れない和穂を、私は一いつ所しよ懸けん命めいに守って上げたの。

　そして、苦労に苦労を重ねて、あの宝貝を回収したって訳わけ」

　ジロリと、殷雷は和穂をにらんだ。

　和穂は言った。

「約束を破やぶったのはごめんなさい。でも、深霜に殷雷は私の護ご衛えいに気を遣ってるから、気血の偏差に苦しむんだ、私がもう少ししっかりしたら、殷雷も楽になるっていわれて」

　殷雷は横目で深霜を見た。

「そんな事をほざきやがったか、この噓うそつきめ！」

　ブンブンと深霜は首を横に振る。

「噓よ、私はそんな事いってないもん。そんな理由で気血の偏差が酷ひどくなるはずないじゃないの」

　和穂の背中から、一気に力が抜けた。

　あれは噓だったのか？　この一週間、私は深霜の口くち車ぐるまに乗せられていただけなのか。

　和穂はへたりこんだ。

　殷雷は大きくうなずきながら言った。

「一週間の子こ守もり、大たい層そう御ご苦く労ろうであった。この殷雷、心の底から礼を言うぞ」

　飛び跳ねて、深霜は喜んだ。

「殷雷にそんな事いってもらうなんて、深霜嬉うれしい！」

　殷雷が鋭く切り返す。

「馬鹿め。深霜、お前に言ってるんじゃないぜ。

　和穂に言ってるんだ」

「え、あたし？」

「そうだ。こんな、女と一緒に断縁獄の中にいたら休きゆう暇かもへったくれもあるまい。

　それで和穂にこいつの子守を頼もうとしたんだ。

　もしも、そんな事が深霜のド阿あ呆ほうに勘かんづかれたら一大事だと思って、和穂にも黙だまっていた。

　和穂よ。こんな女と一週間も暮くらした苦労まさに想像に絶ぜつするが、よくやり遂とげた。

　これからは、鍼があるから、そんな異様な苦労はかける必要もないな。

　いや全く、めでたしめでたしだな」

　殷雷は腕に巻きつく深霜から、ただならぬ殺気を感じた。

「酷ひどいわ殷雷、乙女おとめの純じゆん情じようを踏ふみにじるなんて！」

　叫さけびながら、平手打ちの一つでも放ったのなら絵になったであろうが、深霜にそんな甘さはない。鋭するどい肘ひじ打うちが殷雷の喉のどに見み事ごとに入った。

「グボッ」

「殷雷さんよ、人が甘い顔を見せてるからってちょっといい気になってんじゃないの？　だいたい、昔からあんたのそういう所が嫌きらいだったのよ！」

　可愛かわいさ余あまってというより、殷雷を好きでいる事に深霜はそろそろ飽あきてきた。

　一度、飽き始めると、そのぶり返しの怒りはさらに強い。

　殷雷は殷雷で、一応深霜を騙だましていた形になるのであんまり強くやり返せない。

「ま、待て深霜。そんなに怒るな。少しはお前にも感謝してるんだから！」

「うるさい！　何を今いま更さら！」

　どかすかべきばきと、殷雷は深霜に殴なぐられる。

「か、和穂！　一週間もこいつの相手をしてたんだろ！　やめるように言ってくれ！」

　和穂は溜ため息いきを吐つき、言った。

「駄だ目めよ。人の恋心を玩もてあそんだ、殷雷が悪いのよ」

　和穂が言いそうにない台詞せりふに、殷雷は面めん食くらった。

「し、深霜！　和穂に何を仕し込こんだ！」

「ふん。女の情じよう念ねんをちょいとばかしね」




『望全界』

　仙人を閉じ込める為ための牢ろう屋やの宝貝。

　牢の中の者は、自分の知る現実と寸分違たがわぬ幻影に包まれ、己おのれが牢の中にいる事に気がつけない。

　牢が完全に閉められていないと、幻影がこぼれ出し、現実の世界と混ざり合う欠陥を持つ。







　　　あとがき







『祝、十冊目』




　そう、この巻で、わしの書いた小説が丁ちよう度ど十冊目になるのだ。

　ああ、実にめでたい。富士見書房からは十冊目の刊かん行こうを祝いわい、記念品の楯たてとトロフィーと副賞として「命ある限り食いやがれ、南イタリアペペロンチーネ食い倒れの旅、三十泊三十一日」が送られ……という事は別になかった。

　いや待つんだ。このあとがきを書いている時点では、当然、この本は発売されてはいない。

　ははあん、なるほど。書店にこの本が並んでるのを確認したわしが、「誰だれも祝ってくれなかったや」としょんぼりと小石を蹴けりながら仕事場に出向くと、突然仕事場の明かりが点く。

　続いて炸さく裂れつするクラッカーの音に混ざって「十冊目おめでとう！」との歓かん声せい、そこにはわしに内緒で、富士見書房主しゆ催さいのパーティーの準じゆん備びがされていたのでありました、ベンベン。

　という計画が、水面下で進められているのだな、きっと。




　てな冗じよう談だんはさておき、実際には十冊の本を書いたという実感はあまりない。

　毎回毎回、ネタを出すのにひいひい言ってる割りには、まだまだやりたりないという気分が強いのは何な故ぜか？　不ふ思し議ぎといえば不思議なもんである。




『病気自じ慢まんは爺じい様さまの証あかし』




　最近、ちと胃いの調子が悪い。まあ大だい丈じよう夫ぶだろうと思っていたのだが、一週間ぐらい徹てつ夜やをするとかなり苦しいので、大事をとって病院に行くことにした。

　だいたい作家という仕事は、自由業なので定てい期き検けん診しんというものには縁えんがない。

　そこで、ここ六年分の健けん康こう診しん断だんを兼かね、奮ふん発ぱつし、かなりでかい病院に行ってみた。

　医者からの質問に幾いくつか答え、腹はらを押さえられたりして、出た返答は、

「胃潰かい瘍ようか、十じゆう二に指し腸ちよう潰瘍かもしれないので胃カメラを飲んでみましょう」

　軽く青ざめながら、そんなに酷ひどいのかと驚おどろく。が、医者はかなり吞のん気きだ。

「バリウム飲んで、レントゲンとってもいいけどさ、面めん倒どうでしょ。胃カメラ飲めば、結果はすぐ出るし、楽でいいでしょ」

　わしは全然楽ではない。楽なのは、医者であるあんただ。

　と、思いつつも、こっちは六年分の健康診断であり、あまり強い事も言えない。

　胃カメラを飲んで、診断の結果が『食べ過ぎ』とかだったら、かなり面おも白しろいと思うが、どうせそんな時には、

「うむう。胃壁が荒れてますねえ」

　とか言ってとりつくろうんだろう。

　この診断の日から、胃カメラを飲む日までは丁度、二週間の間かん隔かくがある。

　その間、徹夜を控ひかえると、胃の痛みは冗談のように消えていくではないか。

　あとがきを書いている時点では、まだ胃カメラは飲んでいない。

　後あとで考えてみると、胃カメラを飲むのはかなり辛つらいという話を聞いた覚おぼえがある。

　わしはいまだかつて胃カメラを飲んた事がなく、少し不安になったので医い療りよう関係に詳くわしい友人に尋たずねてみた。

「きみ、一つ教えて欲しいんだが、胃カメラを美お味いしくいただく方法はないものかね？」

「あるか、馬鹿」

　持つべきものは友人である。その後、こいつは延えん々えんと胃カメラの苦しさを、わしに親しん切せつ丁てん寧ねいに教えてくれたのだ。

　お陰で胃が痛くなりました。

　これぞまさしく本ほん末まつ転てん倒とうな、いいオチが着いたが、当事者にとっちゃ面白くもなんともない。




『作品解説』




　奮闘編①で作品解説をやっていたので、今回も作品解説をやってみよう。

　例によって、ネタが割れるかも知れないので、ここから先は短編を読んでから見てくださいな。




「切れる女に手を出すな」

　殷いん雷らい刀とうとほぼ同時期に造られた、四振りの刀かたな。その名は「静せい嵐らん刀」「恵けい潤じゆん刀」そして、「深しん霜そう刀」

　長編の方には、静嵐刀と恵潤刀が登場し、この短編集である奮闘編には、深霜刀が登場する。

　どうして？　と問われても、そうなっちやったんだから仕し方かたがない。

　殷雷は雷らい気きを操あやつれないのに、どうして深霜は冷気を操れるのか？　と疑問に思われるかもしれない。

　実際、殷雷もちょこっとは、雷気を操れるが、攻撃手段として実戦ではなんの役にも立たないので使っていないだけなのであった。




「ごつい男のゆううつ」

　鍼はりである。やってもらった事がある人は判わかると思うが、鍼はそんなに痛くはない。

　ただ、鍼によっては、ズブズブと数センチも体の中に打ち込む種類の物もあり、あれはやられているより、見ている方が百倍痛く感じる。




「心迷わす蜂の音」

　今までの短編で扱あつかっているのは、日常雑貨や武器ばかりであった。

　そこで、楽がつ器きの宝ぱお貝ぺいを考えてみた。

　ところが、楽器の宝貝を考えて、思いつく能力は、音を聞いた相手を操る事ぐらいしかなかった。

　で、ちょいとひねってみたがどうか？




「殷雷の最期!!」

　衝しよう撃げきの最終回である。というのは大おお噓うそである。

　元もと々もと、こういった時間ネタは好きなのであるが、人気のあるテーマだけに、新しいネタは考えにくい。

　ドラゴンマガジン掲けい載さい分ぶんには、致ち命めい的てきな矛む盾じゆん点があったのだが、どうやら、気付かれずに済すんだようだ。

　勿もち論ろん、今回の収しゆう録ろくに当たって修しゆう正せいはした。

　掲載時のドラゴンマガジンをお持ちの方はどこで辻つじ褄つまを合わせたか調べてみるのも、意い地じ悪わるで面白いかもしれない。




「切れる女とおとぎばなし」

　奮闘編恒こう例れいの、殷雷がいない回収劇の第二弾。

　殷雷の代わりに、深霜と共ともに宝貝を回収しようという、いろんな意味でスリルとサスペンス溢あふれる話である。

　さて、もしもこの宝貝の回収を深霜ではなく、いつものように殷雷と共に行っていたならば、果はたして上う手まく回収は出来たであろうか？




『以下次巻』




　てな訳で、お次は第三巻である。

　時じ期きは未定ではあるが、短編の数自体はちゃんと揃そろっていると思うので、近いうちにまたお会いしましょう。

　ではまた。




　……胃カメラを覗のぞきながら、医者が実じつ況きよう中ちゆう継けいをしてくれると、くだんの友人は言っていたが本当だろうか？……嫌いやだなあ。胃カメラ覗きながら爆ばく笑しようでもされたらどうしよう。







　　　　初出











切れる女に手を出すな


月刊ドラゴンマガジン１９９７年１月号



ごつい男のゆううつ


月刊ドラゴンマガジン１９９７年２月号



心こころ迷まよわす蜂はちの音おと


月刊ドラゴンマガジン１９９７年３月号



殷いん雷らいの最さい期ご!!


月刊ドラゴンマガジン１９９７年12月号



切れる女とおとぎばなし


書き下ろし
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封ふう仙せん娘にやん娘にやん追つい宝ほう録ろく・奮ふん闘とう編へん②




切きれる女おんなに手てを出だすな








ろくごまるに
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